




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　いちばん最初の記き憶おくは、女の人に指を差されたことだ。

　多分、まだ二歳か三歳の頃ころ。

　ぼくは小さな囲いの中で、他ほかの子と遊んでいた。今はあそこにいた子たちが、ぼくも含ふくめてみんな〝オメガ〟だったことを知っている。

　ぼくを指差した女の人は、華はなやかな明るい声を上げた。

「まあ、なんてきれいな青い瞳ひとみ！　それに見事なプラチナブロンド。おとなしくてお利口そうね。ねえあなた、あの子が欲しいわ」

　女の人の隣となりに立っていた男の人は、うんうんと頷うなずいた。

「うむ、見事なキトンブルーだな。これ以上の淫いん猫ねこはなかなかいないだろう。掘ほり出しものだ」

　女の人は鼻に皺しわを寄せた。

「いやだわ、あなた。わたくし淫猫って言い方嫌きらいなの。仔猫キトンって呼んで」

「そうだった、そうだった。よし、友人どもに自じ慢まんできるよう、手をかけて磨みがいてやる」

　世の中には、動物のように発情期を持ち、男でも子どもが産めるオメガと呼ばれる人種が存在する。淫猫がその人種を指す蔑べつ称しようだとはこのときは知らなかったけれど、ぼくのことを言っているのだというのはわかった。

　オメガの子どもはみんな青い瞳を持っていて、発情期を迎むかえると瞳の色が変わるという。緑とか、黄色とか、褐かつ色しよくとか。

　生まれたばかりの仔猫が持つキトンブルーという青い瞳から、育ってくると本来の瞳の色に変わる様子を当てはめて、オメガを猫に喩たとえている。だからオメガの子どもは仔猫とも呼ばれるのである。

「もちろんよ。うんと磨きましょう。青い絹のベルベットで服を仕立てるわ。高価な首輪と、この子が喜ぶ贅ぜい沢たくな食事。爪つめや髪かみを整える専用の職人と……」

　ぼくは商人に囲いから連れ出されて、その女の人と男の人の前に連れて行かれた。女の人はぼくの頭を撫なでてほほ笑えんだ。

「あなたは今日からうちの子よ。夫があなたのお父さまで、わたくしがあなたのお母さま」

「おかあたま……？」

〝お母さま〟はとても嬉うれしそうに笑って、ぼくを抱だきしめた。温かい腕うでとやわらかい胸の感かん触しよくは、今も覚えている。

「そうよ。名前はなににしましょうね」

　ぼくを囲いから連れ出した商人が、お母さまに言った。

「極北の国から連れてきたオメガが産みました。極北産は珍めずらしいでしょう。今は××と呼んでいますが、お好きな名をつけ直してください」

　××、の部分はもう忘れてしまった。すごくすごく小さかったから。

「そうね、北の国らしくて豪ごう華かな名前がいいわ……、アレクサンドルでどうかしら、あなた？」

〝お父さま〟は笑って頷いた。

「いいんじゃないか。アレクサンドルなら、愛あい称しようはサーシャだな。可愛かわいいし、この子に似合っている」

　なぜアレクサンドルがサーシャになるのか、ぼくにはちっともわからなかった。でもお母さまが嬉しそうにしているから、それでいいんだと思った。

「ああ、楽しみね。男だん爵しやく夫人の仔猫よりずっと美しい子だわ。早くみんなに自慢したい」

「ありがとうございます、デューゴー伯はく爵しやく夫人。では、こちらで譲じよう渡とのお手続きを」

　商人とお父さまはなにかの紙を手にして部屋を出て行って、お母さまはぼくを抱だき上げて頰ほおずりをした。

　お母さまの手はとてもやわらかくて、いい匂においがした。




　そうして、ぼくはデューゴー伯爵家の〝飼い猫〟になった。
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　広い中庭に春の陽光が降りそそぎ、木々の緑を鮮あざやかに輝かがやかせている。

　デューゴー伯爵夫人は天気のいい午後のお茶は、必ず中庭でと決めている。夫人はお茶を飲みながら、サーシャが本物の猫と戯たわむれて遊ぶのを眺ながめるのが好きだ。

　伯爵夫妻は子どもに恵めぐまれなかったので、そのぶんサーシャをとても可愛がる。

「サーシャ。わたくしの可愛い子。お母さまの隣においでなさいな」

　腰こしから下がふんわりと膨ふくらんだドレスを着て椅い子すにかけた夫人に手招きされ、サーシャは猫を手放して夫人の隣の椅子にちょこんと座った。

　引き取られたときから成長抑よく制せい剤ざいを飲んでいるサーシャは、もうすぐ十七になるというのに子どものように小こ柄がらで軽い。

　愛あい玩がん用のオメガは、その幼げな愛らしさを好まれるため、育ち過ぎぬよう成長抑制剤を飲まされる。飼い主がより仔猫の期間を長く楽しむために。

　もともと小柄な性質のオメガは、その薬によって実じつ年ねん齢れいより数歳若い外見を保つ。薬の作用で、本来なら十代前半で訪おとずれる発情期も遅おくれるのが常だ。

　だからサーシャも、仔猫特有の少年らしさを色いろ濃こく残していた。

「このブルーの服は、あなたのキトンブルーの瞳によく似合うわね」

　伯爵家お抱かかえの仕立屋がサーシャのために誂あつらえた服は、細身のサーシャにぴったりである。

　夫人はサーシャの髪を、やわらかなブラシで梳すき始めた。

「また艶つやが出たわね。毛先もこまめにカットしているし、さらさらできらきら輝いていてとってもきれい。あなたはお母さまの自慢の仔猫ちゃんよ」

　言いながら、肩かた口ぐちで切りそろえたサーシャのプラチナブロンドの髪にキスをする。

　やわらかい感触が心ここ地ちよくて、サーシャもにっこり笑った。

「嬉しいです、お母さま」

　夫人はいつもいい香かおりがしていて、サーシャを大事にしてくれて大好きだ。

　サーシャが夫人のされるがままになっていると、執しつ事じが身なりのいい中年男性を伴ともなって中庭へやってきた。中年男性の背後には、革かわ張ばりのジュエリーボックスを載のせたワゴンを押した使用人がついている。

「奥さま、宝石商がご注文の品を持って参りました」

　執事の半歩後ろに立っていた宝石商は、夫人の前に進み出ると手を取ってうやうやしく甲こうに口づけた。

「デューゴー伯爵夫人にはご機き嫌げん麗うるわしく。大切な飼かい猫さまへの贈おくりもの、ご満足いただけるものができたと自負しております」

　宝石商の言葉に、夫人は顔を輝かせた。

「待っていたのよ、早く見せてちょうだい」

　宝石商が目くばせをすると、使用人はもったいぶった手つきでジュエリーボックスの蓋ふたを開いた。

　中には鳩はとの卵ほども大きさのあるまばゆいダイヤモンドがぶら下がる、繊せん細さいな透すかし彫ぼりになったプラチナ製の首輪があった。

　夫人は満足げに頷くと、サーシャの髪のすそを白い手でめくった。

「あなたの誕生日のお祝いに、新しい首輪を用意したのよ。つけてあげる」

　サーシャの首には、すでに豪華な装そう飾しよくを施ほどこした金の首輪が嵌はまっている。この首輪だってほんの半年ほど前に、デューゴー伯爵が大きなエメラルドをあしらって作ってくれたばかりなのに。

「この間のパーティーでは、男爵夫人の仔猫の新しい首輪に話題が集中してしまったから、悔くやしいの。あなたの方がずっと美しい仔猫なのに、首輪なんかで劣おとっているように見られるのは耐たえられないわ。品評会で一等を取るのだって、いつもあなたなのに」

　夫人は悔しげに唇くちびるを嚙かんだ。

　男爵夫人とデューゴー伯爵夫人が、特に互たがいに競きそい合っていることは貴族の間でも有名である。

　そして夫人はサーシャの首に新しい首輪をつけ替かえると、一転してうっとりとほほ笑んだ。

「ほら、なんて似合うの。エメラルドも悪くないけど、なんといってもダイヤモンドに勝まさるものはないわね。最高級のあなたにぴったりよ」

「とてもよくお似合いです。さすがはデューゴー伯爵家ご自慢の飼い猫さま」

　宝石商がサーシャを持ち上げ、夫人は気をよくして鼻を上向かせた。

　首輪自体は軽いけれど、ダイヤモンドはずっしりと存在感があり、これひとつで屋や敷しきが買えてしまうのではと思う。

　貨か幣へいの価値などサーシャにはよくわからないけれど、パーティーで集まる貴族たちが、これはどれくらいするとよく口に出しているからそう思った。

　貴族の間では、豪華に着き飾かざらせた自分の自慢の〝仔猫キトン〟を見せびらかすことが流行している。サーシャの着ている服も装飾品も、夫人の好みで高価できらびやかなものばかりだ。

　仔猫本人に関しても、いくらで買った、とどれだけ高かったかを自慢している貴族も多い。

　もう十年近くもパーティーに連れて行かれているから、サーシャが顔を知っている貴族もたくさんいる。

　みなうっとりとサーシャに見み惚とれ、口々に賞賛の言葉を贈られて伯爵と夫人は満足げに胸を反らすのだ。

　一年に一度開かれる貴族の〝飼い猫ねこ〟の品評会では、他ほかのオメガたちは頻ひん繁ぱんに入れ替わる自分の順位を気にしているけれど、サーシャの順位は毎年変わらない。

　いかに愛らしく、従順で、健康で、美しいか。ただの愛玩動物の品評会と違ちがい、言こと葉ば遣づかいや礼れい儀ぎ作法、芸術分野の才能も関係する。

　サーシャも伯爵と夫人が喜んでくれるから、一いつ生しよう懸けん命めい勉強した。特にサーシャは音楽に秀ひいでていて、楽器も歌も得意だ。

「あなたも欲しいものがあったら言いなさい、サーシャ。どこか旅行にでも連れて行ってあげようかしら」

　夫人は美しく整えた指先でサーシャの髪かみを撫なでながら尋たずねる。

　だが普ふ段だんから伯爵も夫人もサーシャにはふんだんにものを与あたえてくれるので、欲しいものなど思い浮うかばない。

「ありがとうございます、お母さま。でもなにもいりません。お父さまとお母さまの子でいられるだけでサーシャは幸せです」

「まあ、なんて可愛いことを言うの、この子ったら！」

　夫人は感激してサーシャを抱だきしめ、頰ほおずりした。

「ああ、本当に、世の中に〝飼い猫〟を可愛がりすぎるあまりに結けつ婚こんまでしようとする人がいるのがわかる気がするわね」

　宝石商が機き嫌げんを取るように頷うなずいて同意した。

「まったくですね、奥さま。それにしてもサーシャさまは幸運でいらっしゃる。デューゴーさまのような愛情深い家に飼われて。繁はん殖しよくのために閉じ込められたり、娼しよう館かんに売られるオメガも多いのに……」

　夫人に睨にらまれ、宝石商は慌あわてて口を閉じた。

　サーシャは髪を揺ゆらしながら、小首を傾かしげて夫人を見た。

「お母さま、娼館とはどのようなところですか？」

　初めて聞く言葉だ。

　家の中で飼われているサーシャは、外の世界に疎うとい。勉強は絵画や音楽を主にしているが、他のことはあまり教えてもらえない。文字も必要最低限だけで、書物の類たぐいは与えられない。

　飼い猫にはそういった知識は不必要なのだという。飼い猫が余計な知識を持つことは有害であると、家庭教師からも言われている。

　貴族たちの会話でもわからないことは多いけれど、ものごころついた頃ころから愛らしく笑っているのが自分の役目だと言われていることを、疑問に思ったことはない。

　夫人は作りものめいた笑え顔がおで唇の両りよう端はしをつり上げ、サーシャの頭を撫でた。

「あなたは知らなくていい場所よ。他に働く場所がなかったり、飼い主のいないオメガが連れて行かれるところなの。そうそう、あなたももうすぐ発情期が来るでしょうから、パートナーを探しておいたわ。会ってみる？」

「パートナー？」

　夫人は執事に「ブレイデンを連れてきて」と命令した。

　ほどなくして執事が連れてきたのは、長い金色の毛を持つ大きな犬だった。

「どう、素す敵てきな子でしょう？　まだ他と番つがったことのない若い雄おす犬よ。経験豊富な犬の方がいいと言うけれど、わたくしの可愛かわいいあなたに、変な病気でもうつったら困るもの」

　サーシャは戸と惑まどって犬を見た。とてもきれいな犬だけれど……。

「ぼくの……、パートナー？」

　成人したオメガには、二、三ヶ月ごとに発情期がある。まだ経験もしておらず、伯はく爵しやく家には他のオメガもいないので、実際はどういうものなのかわからない。

　発情期を迎むかえると、体が疼うずいて、交こう尾びをしたくなるという。

　体が疼くとはどういう状態なのか、交尾とは具体的になにをするのか。家庭教師に聞いても、そのときになればわかると言われて教えてもらえなかった。

　成長抑よく制せい剤ざいには発情を抑おさえる成分もあるため、サーシャは性せい欲よくを感じたこともない。あまり興味もなかったので、それきり忘れてしまっていた。

　だが現実に目の前にパートナーだという犬を連れて来られ、わずかな知識が次々と頭に浮かぶ。

　男女ともに子を産むことができるオメガは、姿かたちこそ人間であるものの、人として扱あつかわれることはない。

　愛あい玩がん物として貴族や金持ちの家で飼われるか、庶しよ民みんに交じって下働きや奴ど隷れい、あるいはもの乞ごいとして暮らすか。人間の形はしているけれど、一いつ般ぱん的な意識では犬いぬ猫ねこと同等である。

　それでも人間の姿をしているし言葉も話すので、我が子同然に可愛がったり、稀まれに恋れん愛あい関係を持つ人間もいるという。だが真しん剣けんな恋愛となると、まさに犬猫と恋愛をするような奇き異いな目で見られてしまう。奴隷となら結婚することもあるが、庶民でさえオメガと結婚する者はめったにいない。

　オメガが発情するのは、子を作るためだ。発情期が来て初めて、オメガは妊にん娠しんが可能になる。

　オメガに子を産ませたい場合は、通常は人間の奴隷と番わせる。

　貴族の愛玩物として飼われているオメガには、子を望まない場合には発情を宥なだめるための動物をあてがう。

　なぜならオメガの発情時には、強きよう烈れつな催さい淫いん作用を持つ誘ゆう惑わく香こうを発するからだ。飼い主がオメガと間ま違ちがいを犯おかさぬため、発情が過ぎるまでパートナーとなる動物と部屋に隔かく離りする。

　いくら動物と番おうと、種族が違うから子を孕はらむことはない。ただただ、発情した獣けもの同士、落ち着くまで情じよう欲よくを貪むさぼり合うだけである。

「そう。これがあなたのパートナーよ、サーシャ。とても高かったのよ。あなたにふさわしい子がいいと思って、懇こん意いにしているギャレット子し爵しやく夫人の伝手つてで探させたの。発情期が来るまで、一いつ緒しよに過ごして仲よくするといいわ。急に知らない子と番うのは、あなたも怖こわいでしょうから」

　番うというのは、結婚するのと同じような意味だと聞いたことがある。体を繫つなげるのだとか。どこをどう繫ぐのかわからないが、繫げるのは手くらいだから、きっとそんなものだろう。

　どれだけ薬で抑えていても、いつか発情は爆ばく発はつする。そのとき自分がどんなふうになるのか、まったく想像もつかない。すごく手を繫ぎたくなる？

　ぜんぜんわからないけれど、伯爵や夫人がサーシャのためにいいと思って準備してくれているのだから、きっと正しいに違いない。

　目の前の犬が自分の夫も同然の存在になることを、他人ひと事ごとのような現実感のない気持ちで受け止めた。

「ありがとうございます、お母さま。えっと、この子のお名前はなんでしたっけ？」

「ブレイデンよ」

　椅い子すから下りて、正面からブレイデンの首に手を回して抱きしめた。犬は大人しく、サーシャが「はじめまして」と挨あい拶さつをすると、ぺろりと頰を舐なめる。

　その感かん触しよくがくすぐったくて、手て触ざわりもふかふかで、すぐにサーシャは嬉うれしくなった。伯爵家には猫は多いけれど、犬は初めてだから。

　なにをするのかわからないから、サーシャにとっては新しいお友達が増えたような感覚しかない。人ひと懐なつこい黒い瞳ひとみが素敵だと思った。

「ぼくはサーシャ。仲よくしてね、ブレイデン」

　すぐに庭で遊び始めた一人と一頭を、夫人はほほ笑みながら眺ながめ、ゆっくりとティーカップを口もとに持って行った。




　　　　＊




　さわさわとした衣きぬ擦ずれの音と、貴族たちが談だん笑しようする声。

　王おう侯こう貴族のパーティー会場はそのときによって違う館やかたになるけれど、会場になっている大広間からほとんど出ることがないサーシャには、どこでも同じように見えた。

　貴族たちは自じ慢まんのオメガを連れてきている。

　愛らしい笑顔を崩くずせぬ緊きん張ちようといろいろな香こう水すいが入り混じった匂においは、サーシャは本当はあまり好きじゃない。

　でもそんなことは、他ほかのオメガから向けられる視線に比べればなんということもない。

　オメガたちは、サーシャに憎にく々にくしげな視線を向けていた。みなサーシャから見れば宝石のように美しい子ばかりなのに、彼らはサーシャに敵てき愾がい心しんをむき出しにしている。

　他の貴族が連れてくるオメガは入れ替かわりが激しく、知らない顔の子も多かった。それなのに初めて会った子でさえサーシャを嫌きらうのだ。最初のうちは友達になりたいと思って話しかけたりもしたが、もう諦あきらめた。

　もっと幼い頃は、パーティー会場の広間の中央にある円形の囲いの中に、他のオメガたちと「仲よく遊びなさい」と入れられた。可愛い仔猫キトンたちが戯たわむれる姿を見て貴族たちが楽しむためだが、どうしてもサーシャは避さけられて独りぼっちになってしまう。

　デューゴー夫人が、

「この子は引っ込み思案だから、他の子と遊ぶのは難しいみたいね。ごめんなさい」

　そう言って囲いから連れ出してくれたときはホッとした。

　怯おびえて縋すがりついたサーシャを慰なぐさめながら、夫人はどこか自慢げな笑みを浮うかべていた。

「ふふ。あなたが飛び抜ぬけて美しいから、みんな近寄りたくないのよ。比べられるから」

　夫人が内ない緒しよ話ばなしのように囁ささやいた言葉の意味はよくわからなかったけど、自分は他の仔猫から嫌われているのだということは肌はだで感じた。

　そういえば、あの子たちはどこへ行ったんだろう。

　あのとき見かけた仔猫たちは、十年も経たった今、もう一人も見かけない。デューゴー伯爵家以外の貴族たちは、ときどき連れているオメガを替えているから。

　貴族たちが、成人よりずっと価値の高い〝仔猫の瞳キトンブルー〟を持つ発情期前のオメガが好きなのは知っている。だから仔猫を連れてくるのだ。

　みんなもう、発情期が来たのだろうか。パートナーを迎えて家で楽しく暮らしているのだろうか。

　早く家に帰ってブレイデンと遊びたいな、と思ったとき、会場内の空気がざわりと揺ゆれた。貴族たちが談笑を止やめ、視線が出入り口の扉とびらに集中する。

「レドワルド陛下がいらっしゃるぞ」

　誰だれかが囁く声に、サーシャの心臓がどきんと跳はねた。まだ閉じている扉の向こうから、圧あつ倒とう的ななにかの存在を感じる。

「なに……？」

　心臓が、どくどくと音を立てている。サーシャは不思議な気持ちで、自分の胸を手のひらで押さえた。

　ハーデク十八世、レドワルド。

　その昔、天変地異を鎮しずめるために生いけ贄にえとして捧ささげられた王女が、神の化け身しんである黒くろ豹ひようと契ちぎって生まれた子が、ハーデク王の始祖と言われている。

　以来、王家の血筋に生まれる男子はみな黒豹の外見を持っているという。それこそが王家の男子の証あかしなのだ。代々の国王はみな巨きよ軀くを持ち、人間離ばなれした体力と腕わん力りよくを誇ほこるのだとか。

　獣の姿をした王は、周囲の国からは畏い怖ふを持って獣じゆう人じん王おうと呼ばれている。

　先王が戦火で怪け我がを負ったため、若くして国を継ついだハーデク十八世は社交的な性格ではなく、こういった集まりに顔を出すことはほとんどない。サーシャも王の姿を見るのは初めてである。

　純じゆん粋すいに、獣人王を見てみたいと興味が湧わいた。

「陛下はなかなかお世よ継つぎに恵めぐまれないから、後宮に新しく貴族の令れい嬢じようを囲われるんじゃないかってうわさよ」

「そうらしいわね。今日は気に入った娘むすめを探すために催もよおされたパーティーなのだとか」

　王宮には国王の後宮があり、子を産んだ女性が妃きさきになる。つまり、王と婚こん姻いんできるのは子を産んだ女性だけなのだ。ハーデク王家は代々子が授かりにくいので、王子が年とし頃ごろになると後宮を持ち、子ができたら婚姻できる家柄の貴族の令嬢たちを囲うのが常である。

　もし子に恵まれず家に戻もどることになっても、神の子孫である王の寵を受けたとして、傷もの扱いされることはない。むしろ巫女みこのように崇あがめられ、貴族から縁えん談だん話が矢や継つぎ早に舞まい込むという。

「だからいつもよりお嬢じようさまを連れていらっしゃってる方が多いのね」

　ひそひそとしたうわさ話に、やっと若い女性の姿が多いことに気づく。みな期待と興奮に頰ほおを染め、扉を凝ぎよう視ししている。サーシャの視線も扉に釘くぎづけになった。

「だったら、今日はオメガを連れて来なくてもよかったんじゃないかしら」

「いいえ、どうやら王家からのお達しだったようよ。飼かい猫ねこたちも連れてくるようにって。どうしてかはわからないけど」

　どくん、どくん。

　心臓がうるさいくらいだ。

　どんな人だろう。黒豹は絵本でしか見たことないけれど、森の暴あばれん坊ぼうで怖い動物だった。でもやさしい面も持っていて、弱い動物を助けたりもしていた。

　緊張した空気の中で、従者の手によって両開きになった扉が開かれた。

「わ……」

　思わず声を出しかけて、サーシャは慌あわてて両手で口を塞ふさいだ。

　サーシャの想像をはるかに超こえた、本物の黒豹と見まがう獣人が立っていた。王を象しよう徴ちようするロイヤルブルーの服を纏まとい、サーシャより頭二つ分は高い位置にある顔は獣のそれで。

　黒豹が服を着て立っているようで、離はなれているのに威い圧あつ感かんで息が苦しくなるほどだった。

（すごい……）

　体が大きくて、胸むな板いたがとても厚い。動物の顔をしているのに、金色を帯びた鋭するどい瞳に知性を感じる。見み惚とれてしまうような、力強い美しい王だった。

　────なんてきれいで強そうなんだろう！

　一いつ瞬しゆんで強く憧あこがれた。体の芯しんにポッと種火が点ともったように、熱いものが生まれる。

　ハーデク十八世は広間に集つどう貴族たちを睥へい睨げいすると、耳に向かって大きく裂さけた口から、よく響ひびく重じゆう厚こうな声を発した。

「ようこそ、我が館へ。みな楽しまれよ」

　それだけ言うと、王は踵きびすを返して扉の向こうへ消えてしまった。

　広間にいる令嬢たちから落らく胆たんのため息が漏もれ、貴族たちはやっぱりなという空気でまた談笑を始めた。

　自分の館だからだろうが、パーティー嫌ぎらいの王が顔を出すだけでも珍めずらしいことなのだ。

　本当に短い時間だったけれど、王のたくましい姿ははっきりと目に焼きついた。サーシャの薄うすい胸はまだどきどきしている。

　そっと吐と息いきで胸の高鳴りを逃のがしていると、デューゴー伯はく爵しやくが懇こん意いにしているギャレット子爵一家が近づいてきた。

　子爵には先日娶めとったばかりの美しく若い後妻と、先妻との間の息むす子こがいる。

　サーシャは遊び人で有名なこの息子が苦手だった。いつもサーシャや他ほかのオメガをねっとりするような目で見ているから。

　今日もまるで服の下の体を見られているようで、彼に見つめられると逃にげ出してしまいたくなる。それがどんな意味合いを持っているか、サーシャにわからなくてもだ。

　子爵は大おお袈げ裟さに手を広げてサーシャを褒ほめ称たたえた。

「おお、デューゴー伯爵、なんと素す晴ばらしい首輪だろう！　やはりサーシャに敵かなう仔猫はおりませんなぁ」

「どれだけ手をかければ、こんな美しい子になるのかしら」

　子爵夫人も夫に追従する。

　その間にもサーシャと新しい首輪を見ようと、周囲に人が集まってきた。

　サーシャを取り囲んだ貴族たちに、デューゴー伯爵と夫人は得意げに顎あごを上げて賞賛を受け止めた。少し離れた場所から男爵夫人が悔くやしげにこちらを見ていることに、夫人は大層気をよくしたようだ。

　デューゴー夫人が優ゆう雅がな仕草で扇おうぎを口もとに当て、子爵夫人に話しかける。

「先日はブレイデンを譲ゆずってくださってどうもありがとう。サーシャも気に入って、すっかり仲良しなのよ」

「まあ、それはようございました。わたくしの姉もお役に立てて喜んでいますわ」

　子爵夫人の姉が嫁とついだ家は、パートナー用の犬を作る事業で財を築いた大商人である。その伝手つてでブレイデンを譲ってもらったと聞いた。

　子爵夫人は扇越ごしにサーシャを見て、目を細めた。

「それにしても、この子の美しいキトンブルーが失われてしまうのは残念ですわね。でもきっと素す敵てきな色になるわ。何色になるかしら」

　オメガは発情期を迎むかえたら、瞳ひとみの色が変わる。

　青に近いほど珍しくよい瞳とされているが、実際は黄色や緑が多い。

「サーシャは極北産の血を引いているから、緑系じゃないかと思うの」

「そういえば、ごくごく稀まれに瞳の色が変わらないオメガもいると聞きましたわ。たしか、ロイヤルキトンというとか……」

「うわさ程度ですわよ。実際、わたくしの周囲でそんなオメガを見た人間はいませんもの。ああ、ねえ、そういえば、先日お願いしておいたことなのだけれど……」

「ええ。では、あちらで座ってお話ししませんこと？」

　二人は目を見み交かわして頷うなずくと、「あなたがたも楽しんでね」と言い置いて別室へ移動していった。

　夫人たちが去ってしまうと、デューゴー伯爵はサーシャの肩かたを抱だいて促うながした。

「サーシャ、のどが渇かわいたろう。なにか飲みものをもらってこようか」

　のども渇いているけれど、さっきから体が火照ほてって熱くて仕方がない。

「外に出ていいでしょうか、お父さま。とても体が熱くて……」

　息苦しくて、体の奥がむずむずとする。こんな感覚は初めてだ。

　バルコニーより、庭がいい。人の気配を感じずに落ち着きたい。

「ん？　そういえば顔が赤いようだ。今日は特に人が多いから、人ひと酔よいしてしまったのかもしれんな」

　伯爵は肩を抱いてサーシャを支えながら歩き出したが、なぜかその手の感かん触しよくが気持ち悪く感じた。

　そんなふうに思ったことはないのに、なぜだろう。触さわられたくない。

「お父さま、ごめんなさい。手を……、離してもらっていいですか……」

　大好きな父なのに申し訳なくて、声が小さくなってしまった。

「どうした、サーシャ」

　なんだか息が苦しい。体が熱い。下腹が疼うずいて、しゃがみ込んでしまいたい。

　なにか悪いものに中あたったのだろうか、なにを食べたっけ。

「わかりません。なにか、体が……」

　変だ。

　サーシャを支える伯爵を見上げた自分の瞳が、熱さと苦しさで潤うるんでいるのがわかった。

　目が合って、伯爵はごくりと息を吞のんだ。

「サーシャ……」

　サーシャの肩を抱く伯爵の指に力がこもる。

　その指にひどく嫌けん悪おを感じた。全身に鳥とり肌はだが立つ。

「離して！」

　自分でも驚おどろくような声が出てしまい、ハッとして口を手で覆おおった。伯爵も目を丸くしている。

「ごめんなさい……」

「ああ、いや……」

　伯爵はなぜか緊きん張ちようしたように体を硬かたくし、額に汗あせを滲にじませた。だがますます手に力を込め、サーシャを抱き寄せるようにして早足で歩きだす。

「おいで、早く外に出よう」

　緊張しているような伯爵の様子に、サーシャの胸に不安が広がった。

　なんだかいつもの父と違ちがう。

　怖こわい……。

　バルコニーから庭に続く階段を、二人で下りた。外に出ると、とたんに人の気配が遠のく。

　それはそれでホッとしたが、伯爵と二人きりなのがなんだか怖くて、寒気が止まらない。手を離はなしてほしい。

「お父さま……、ごめんなさい、手を……、離して……」

　それでも伯爵は、ほとんどサーシャを引きずるようにしながら歩いていく。

　下腹の疼きがどんどんひどくなってきて、歩いているのも辛つらい。息が上がる。体が熱くて、服を脱ぬいでしまいたい。

　ガゼボで休ませてくれると思ったら、父は茂しげみの奥の暗い場所にサーシャを連れ込んだ。

　庭園中に置かれているランタンの光が葉のすき間から漏れてきて、完全な暗くら闇やみではない。やっと伯爵が手を離し、サーシャは木の根もとに蹲うずくまった。

　は、は、と体にたまった熱い息を逃していると、伯爵がサーシャの顔を覗のぞき込んだ。

「大だい丈じよう夫ぶか、辛いのか？」

「お父さま……」

　視線が合って、父のぎらぎらした目にぎくりとした。

　暗い中でもはっきりとわかる、興奮した目つき。小鼻が膨ふくらみ、息すら荒あららげているようだ。

「……どうしたんですか？　あっ……！」

　突とつ然ぜん、サーシャの体を熱が貫つらぬく。腰こしから脳天まで熱の塊かたまりが駆かけ抜ぬけたような衝しよう撃げきに、思わず地に手をついた。

　下した穿ばきの中にとろりと濡ぬれたような感覚が広がる。

「なに……」

　そして自分の脚あしの間から、ほのかな甘い香かおりが────。

「サーシャ！」

「ひゃっ!?」

　両りよ肩うかたをつかんで地面に押し倒たおされ、覆い被かぶさられた。

　重い！

「なんで……、お父さま……!?」

「……っ、おとなしくするんだ！　お父さまのことが好きだろう？」

　いつものやさしい父は好きだけれど、こんな父は怖い。

　伯はく爵しやくは性急にサーシャのシャツを開き、汗ばんだ手のひらで胸を撫なで回す。

「やだっ、やあっ……！　なにするの……っ!?」

　着き替がえも風ふ呂ろも使用人が手伝ってくれるから、サーシャは父母に裸はだかを見せたこともない。父の目に肌はだを晒さらすことに強きよう烈れつな羞しゆう恥ちを覚えた。

「いい子だ、サーシャ。辛いんだろう？　ちゃんとお父さまが宥なだめてやる」

　抵てい抗こうして思わず押しのけようとした手が伯爵の顎をはたいた。

　その瞬しゆん間かん伯爵の形相が変わった。鬼おにのようにつり上げた目をぎょろりと見開く。

「父に手を上げるとはなにごとだ！」

　ばしん！　と大きな音がして、耳と頰ほおが熱くなる。視界がくわんと揺ゆれて、すぐに片頰がじんとした痛みに痺しびれた。

　衝撃で、体が強こわばる。父に暴力を振ふるわれるなんて。

　痛みより、信しん頼らいしていた父の豹ひよ変うへんぶりに怯おびえて身が竦すくんだ。

　動けなくなったサーシャの服を、伯爵の手が引き剝はがしていく。靴くつを脱がされ、ズボンを抜き取られても、ろくに抵抗もできなかった。

　サーシャの腰辺りから甘い香りが漂ただよい、伯爵が淫いん猥わいに唇くちびるを歪ゆがめる。

「ほら、発情して誘ゆう惑わく香こうを垂れ流して、男を誘さそっている」

　発情……、これが……、この甘い匂においが誘惑香……。でも誘ってなんていない。

「ちが……」

「なにが違う。発情しているくせに」

「ああ……っ」

　ぴん、と指先で陰いん茎けいを弾はじかれ、突つき刺ささるような刺し激げきに顎あごを突き上げた。

「見ろ、こんなに硬く勃たち上げて。抑よく制せい剤ざいを飲ませていたからな、勃ぼつ起きも初めてか？　ん？　夢精くらいはしたことあるのか？」

　なにを言われているのかわからない。

　おそるおそる自分の脚の間を見れば、いつもは花の蕾つぼみのように下を向いて垂れ下がっているサーシャの陰茎が、芯しんを持って臍へそに向かうほど反り返っている。しかもいつもよりずっと太く長く、先せん端たんの方は丸く膨らんでさえいた。

「ひ……」

　見たこともない自分の体の変化に、心底怯えた。形状の変化に加え、中に虫でもいるようにむずむずと疼く。

　なんで……、なにが起こっているんだろう、怖い……、怖い！

　ただ怖くて、ぎゅっと目を瞑つぶって震ふるえた。

「皮を被かぶって窮きゆ屈うくつそうだ。お父さまが大人にしてやろうな。少し痛いが、これも大人になるための儀ぎ式しきだ。そのあとは、お父さまが交こう尾びしてやろう。そうしたらおまえも立派な成せい猫びようだ」

　伯爵の手がサーシャの雄お蕊しべを包み込む。そんなところを握にぎられるのは初めてで、嫌悪感に吐はき気すらする。

　伯爵はサーシャを包んだ手に力を込め────。

「やああああっ！　いたいぃぃ──……っ！」

　ずるっ！　と陰茎の皮を下に引き下げられ、先端の丸みが露ろ出しゆつする。目の奥に火花が散るほどの痛みに、ぽろぽろと涙なみだが零こぼれた。

　初めて姿を現したそこは敏びん感かんで、空気に触ふれてさえちくちくする。

「可愛かわいいものだ。この清純な淡あわい色合いが、薄うす暗ぐらくてよく見えないのが残念だ。またいずれゆっくりな」

　息がかかるほど間近で雄蕊を覗き込んでしゃべられ、それだけで触れられたような痛みが走る。

　尻しりの間を指で探さぐられ、くちゅりと濡れた音がした。

「ああ、ほら、たっぷり濡れて、挿いれて欲しそうだ」

　ぬるぬるしたものが自分の後こう蕾らいから漏もれ出ているのだと、初めて気づいた。

　自分はいったいどうなってしまうんだろう。これが発情？

「や……、や……、お父さま……、やだ、こわい……」

　伯爵の頭を押しのけようととっさに両手を伸のばすが、ひとまとめに摑つかまれて抵抗を封ふうじられてしまう。

　体を重ねるようにのしかかってきた伯爵が、サーシャの耳もとで囁ささやく。

「うちの子でいたいだろう？　仔猫キトンでなくなったおまえに価値はない。妻だっておまえを可愛がってはいるが、今だって次の仔猫を引き取る相談をしているんだ。そうしたらおまえは用済みだ。捨てられたくなかったら、お父さまの言うことを聞きなさい」

　衝撃的な言葉に声を失った。

　伯爵も夫人もサーシャをとても可愛がってくれていて、ずっと一いつ緒しよに暮らせるものだと心から信じていた。

　なのに……。

「よしよし、いい子だ。これからは私の愛人にしてやろう。犬ブレイデンになど、おまえをくれてやるのはもったいないと思っていたんだ。高い金をかけて磨みがき上げたのに」

　頭が混乱して動けなくなったサーシャが自分を受け入れたと勘かん違ちがいしたらしい伯爵は、サーシャの頭を撫でながら頰にキスをした。

「だが、妻には内ない緒しよだぞ。あれは嫉しつ妬と深ぶかい女だからな。そもそも表立って言わないだけで、淫いん猫ねこが貴族の愛人代わりなのは公然の秘密だというのに、犬など用意して……」

　お母さまには、内緒……？

　父にされていることも嫌いやだけれど、母に隠かくしごとをするという罪悪感に、耐たえられないほど胸が軋きしんだ。

「種がつかないよう、最後は外に出してやろう。淫猫の中は具合がいいから、忘れないよう注意しないといかんな」

　サーシャの双そう丘きゆうの狭はざ間まを、なにか熱く硬かたいものが往復する。

　それががちがちに張りつめた伯爵の男根の先端であるとわかった瞬しゆん間かん、全身が総毛立った。

「いやっ……！」

　体を繫つなぐ、という意味を初めて理解した。あれを、あの恐おそろしい形のものをサーシャの尻に埋うずめようというのだ。

　そんなこと、父としていいはずがない。知識はなくとも、本能がいやだと叫さけぶ。

　急に抵抗し始めたサーシャに驚おどろいた伯爵が、慌あわてて手のひらでサーシャの口を覆おおう。

「こらっ、静かにしなさい！」

「んんんん、ん───っ、んぅ……っ！」

　必死に首を振ろうとするが、手は離はなれなかった。サーシャの抵抗を力ずくで押さえつけ、伯爵がのしかかる。

　脚あしはしっかりと開かれて伯爵の腿ももで固定され、身動きも取れない。厚く重い成人男性の体は、サーシャがどれだけ力を込めても押し返せない。

　いやだ。

　こんなのいやだ！

「んんんっ……！」

　暴れることで、かえって伯爵の雄おすを後こう孔こうに導いてしまった。にやりと笑った伯爵が腰こしを押し進めようとした、そのとき。

「あなた！　なにをしてらっしゃるの!?」

　鋭するどい伯爵夫人の声が空気を裂さき、伯爵は弾かれるようにサーシャの上から飛び退のいた。

「お、おまえ……」

　夫人の背後には、ギャレット子し爵しやくの息むす子ことその友人が立っている。どちらも遊び人で有名な貴族の息子だ。

　ズボンの間からにゅっと雄を突き出した滑こつ稽けいな夫の姿を見て、伯爵夫人は目をつり上げた。

「お母さま……！」

　サーシャの目には、夫人は救いの天使のように輝かがやいて見えた。

　────お母さまが助けに来てくれた。お父さまも誘惑香でちょっと血迷ってしまっただけで、正気に戻もどってくれるだろう。

「あなた……。広間を出て行くあなたとサーシャの様子が変だったとギャレットさまのご子息がおっしゃるから、まさかと思ったら……」

　夫人の後ろで、子爵の息子が唇を横に引いてほくそ笑えんでいた。

　伯はく爵しやくは蒼そう白はくになり、服の乱れを直しながら早口で言い訳をする。

「い、いや待て。これは……、わかるだろう、サーシャが誘ったんだ。誘惑香を振りまいて私を……」

「え？」

　思わず伯爵の顔を見る。

　サーシャは急いで起き上がり、かろうじて腕うでに引っかかっていたシャツ一枚と首輪だけの姿で夫人に取りすがった。

「ち、違ちがいます！　ぼくは……、あっ！」

　勢いよく振り払はらわれ、地面に転がった。

　信じられない思いで、夫人を見上げる。夫人の怒いかりは、明らかにサーシャに注がれていた。

「可愛がってやったものを、こんな裏切りを受けるなんて……。しょせん、淫猫なのね。無む邪じや気きな顔をして、愛人の座を狙ねらってたんでしょうっ？　こんなことなら、発情前でも犬と番つがわせておくんだったわ！」

　サーシャを睨にらみつけながらだんだん激げき昂こうした声こわ音ねになっていく夫人を、なにも言えずに見返した。全身から溢あふれる怒ど気きに押されて声も出せない。

　夫人は大おお股またでサーシャに歩み寄ると、首輪を摑んで力任せに首からもぎ取った。留め金が外れた勢いで、サーシャは横よこ倒だおしにされた。

　首輪は飼かい猫ねこの証あかし。それを奪うばうということは、サーシャを捨てたということだ。

「あなたがた、もしこの発情猫を好きにしたいなら差し上げるわ。終わったら娼しよう館かんにでも売ってくださって結構よ。行きましょう、あなた」

　言い捨てて館やかたに戻っていく夫人を、伯爵が慌てて追いかける。呆ぼう然ぜんと二人の背中を見送っているサーシャの肩かたを、背後に回った子爵の息子が摑んだ。

「狙ってたんだよな、こいつ。極ごく上じようの仔猫だぜ」

「でも発情期が来てるじゃないか。もう仔猫じゃなくなるぞ」

　もう一人の男がいい、子爵の息子は震えるサーシャを抱だき寄せた。

「そりゃそうだ。なあ、おい、サーシャ。伯爵に捨てられて行くところがないんだろう？　気に入ったら愛人として俺が囲ってやるから、頑がん張ばっていい声で鳴けよ」

　生温かい息が耳にかかり、ゾッとする。

　父母に捨てられた動どう揺ようと、男たちの獣じゆう欲よくの気配に目め眩まいがした。

「舐なめてやるか？」

「淫猫のをか？　冗じよう談だん。繁はん殖しよく用奴ど隷れいじゃないんだぜ、俺は。いくら初物だって、汚きたねえよ。それともおまえ舐めたいか。甘いらしいぜ、淫猫の蜜みつ液えきは」

「そこまで悪あく食じきじゃねえ」

　男たちの下げ卑びた嘲ちよう笑しように、サーシャは火照ほてった体を震ふるわせた。

　どれだけ発情していても、こんな男たちに体を開きたくない。だったら犬の方がまだ救われる。

「舐めるのは淫猫の仕事だ」

　子爵の息子はサーシャを仰あお向むけに引き倒たおすと、両手首をまとめて頭上で取り押さえた。そしてサーシャの顔の横に膝ひざを突つき、ズボンの前を寛くつろげて男根を取り出す。

「ほら、舐めろ」

　手首を押さえているのとは反対の手で、サーシャの頰ほおを摑つかんで無理やり自分の男根に顔を向けさせる。

　すでに天を向いた肉棒から、雄の臭しゆう気きがムッと臭におい立った。

　サーシャの唇くちびるに、ぬちゃっと嫌な音を立てて濡ぬれた肉棒の先せん端たんが押しつけられる。吐はき気がこみ上げたが、口を開けば汚きたない欲よく望ぼうを押し込まれる。

　必死に耐えて、唇を引き結んだ。

「口開けって。くそ……っ」

　子爵の息子は力任せにサーシャの唇を開かせようと顎あご骨ぼねを摑む。それでも首を振ふって逃のがれようとするサーシャに舌打ちした。

「いいよ、もう突っ込んじまえ。尻しりの奥こね回してやれば、嫌でも口開くだろうよ」

　サーシャの脚の間に陣じん取どった男は、口笛を吹ふいてサーシャの両腿の裏を持ち上げた。腰が上がり、男の目の前に陰いん部ぶが晒さらされる。

「本人にもよーく見えるようにしてやろうな」

　子爵の息子はサーシャの頭を持ち上げると、膝ひざ枕まくらをするように自分の膝に載のせた。

　サーシャの背が丸まり、後孔までは見えないものの、男が尻に肉棒を当てているのがはっきりと視界に映る。絶望で、もはや見開いた目から涙なみだも零こぼれなかった。

　男は興奮して、舌なめずりする。

「すげえ甘い匂におい。初物の淫猫なんて初めてだな」

「ちょっと待て」

　子爵の息子が、なにかを思いついたように止めた。

「俺が囲う予定の淫猫だ。俺に先にやらせろよ」

　男は納なつ得とくし、場所を入れ替かわろうと二人が立ち上がった。二人の手が離れた瞬間、サーシャはとっさに飛び起きて駆かけ出した。

「あっ、こら待て！」

　小こ柄がらなサーシャの足は速くない。

　肌はだに傷がつくのも構わず、本物の猫のように灌かん木ぼくの間に飛び込んだ。

「つぅっ……！」

　小枝が頰や脚を引っかき、痛みが走る。だがそんなことに頓とん着ちやくしていられない。逃にげなければ。

「逃がすな！」

　男たちは灌木を回り込み、サーシャの姿を追う。

　捕つかまったら、きっと犯おかされるだけでは済まない。ひどい仕置きをされ、捨てられる。いや、捨てられるならまだいい。売られるか、繁殖させられるか……。

　考えられる悲ひ惨さんな未来が、目に見えるようだ。

「は……、はぁ……っ」

　走って、走って、酸素不足と恐きよう怖ふで心臓が悲鳴を上げる。

　石を踏ふみつけた足の裏が痛い。枝で引っかいた傷がじんじんする。

「匂いが強いぞ、あっちだ！」

「待て！」

　走りながらもどんどん疼うずきがひどくなる後こう孔こうから垂れ流れた蜜液が、内うち腿ももを伝う。蜜液から香かおる誘ゆう惑わく香こうが、サーシャの逃げる方向を男たちに教えてしまう。

　男たちの声と気配を振りきれない。焦あせりで足がもつれる。

「やだ……、やだ……、助けて……」

　できるだけ男たちが通れないような道を選ぼうと、大きな茂しげみのすき間に逃げ込んだ。反対側に飛び出ると、急に視界が開けた。

「あ……」

　目の前に、左右に延びるカナール水路が広がっていた。

　川のように幅はば広びろのカナールは向こう側までかなりの距きよ離りがあり、子どもが水遊びができる小さなものと違って底も深そうだ。サーシャは泳げない。

　どちらに向かっても、カナール脇わきの舗ほ装そうされた歩道を走ればすぐに男たちに追いつかれてしまう。一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたのが命取りだった。

「いたぞ！」

　ハッとして振り向いたときは、男たちはすぐ近くまで来ていた。

　躊躇ためらっている時間はない！

　とっさにカナールの縁へりを乗り越こえかけたが、水に飛び込む直前で男たちに捕まってしまった。

「手間かけさせやがって！」

　二人の男に取り押さえられ、手足を振り回して暴れた。

「やだっ！」

　抵てい抗こうも虚むなしく、一人に両りよう脇わきの下を、もう一人に脚あしを抱かかえ上げられる。

「放してぇっ！」

　大きな声で叫さけんだとき、重々しい男の声が響ひびいた。

「おまえたち、私の敷しき地ちでなにをしている」

　サーシャを拘こう束そくしていた男たちがぎょっとしたように顔を上げ、ひっ、とのど奥で息を詰つまらせた。

「レ、レドワルド陛下……！」

　そこに立っていたのは、ロイヤルブルーの服に身を包んだ黒くろ豹ひようの王だった。

　そびえ立つような巨きよ軀くで、三人を見下ろしている。厳しい金色の瞳ひとみが、夜よ闇やみでぎらりと光った。

　男たちは慌あわててサーシャから手を離はなす。サーシャはよろめいて、王の足もとにくずおれた。

「なにをしていると聞いている」

　威い圧あつ的な声こわ音ねに、男たちがごくりと唾つばを吞のみ込んだ。彼らのしようとしていたことは、サーシャを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

「こ、これは……、デューゴー伯はく爵しやくから譲ゆずっていただいた淫いん猫ねこ……、いや、オメガで……」

「私の敷地で不ふ埒らちな真似まねは許さん」

　明らかに不ふ機き嫌げんな空気を漂ただよわせた王は、ひくりと獣けものの鼻を震わせた。サーシャを見て、双そう眸ぼうを細める。

「おまえ……」　>>>♥

　サーシャは地面に手をついたまま王を見上げる。ずくん、と腰こしの奥が脈打った。急速に体温が上がり、心臓がどくどくと血を送り始める。

「あ……」

　甘い疼きが下腹からこみ上げてきて、王を見る自分の瞳が潤うるんできたのがわかる。

　王は男たちを手で追い払はらう仕草をした。

「消えろ。罰ばつは追って通達する」

「ひっ……」

　男たちは顔色を失くし、逃げるように駆け足で去っていった。

　それを見送ることもなく、王は片かた膝ひざをついてサーシャを覗のぞき込んだ。黒豹の顔が目の前に迫せまり、体に満ちる甘さとは裏腹に本能的な恐怖にのどが引き攣つる。

「オメガか。発情しているな。苦しいだろう」

　問われれば、あらためて発情を自覚した。

　耐たえられないほど体が熱くなってきて、腰がよじれるような奇き妙みような疼きに合わせて後こう蕾らいから滑ぬめついた体液が溢あふれてくる。

「や……」

　膝ひざがかくかくと震ふるえだす。

　脚の間から官能的な芳ほう香こうが立ち上り、王は目め眩まいがしたように一度頭を振った。そしておもむろにサーシャを抱だき上げる。

　他者の体温を感じると、後孔がひくひくと痙けい攣れんし出した。触ふれられている部分がぞくぞくとして、むずかるように頭を振る。

　やたらに後孔が疼く。触さわって欲しい。もっと言えば────なにか硬かたいものを挿いれてこすってほしい。

「う……、ん……」

　吐と息いきが鼻に抜ぬける。

　甘えるように王の肩かた口ぐちに額をすりつけた。なぜか口の中が寂さびしくなって、でもなにが欲しいのかわからなくて、無意識に王の服を舐なめ、嚙かんだ。

　王ののどが、ぐるぐると鳴った。

「まるで本物の猫ねこだな。あとで好きなだけ、舌でも雄おすでも舐めさせてやる。もう少し我が慢まんしろ」

　王の舌を舐めると思ったら、胸がきゅうんと絞しぼられた。

　舐めたい……。

　疼きと本能に頭を支配されながら、サーシャは王に抱かれたまま館やかたへと連れて行かれた。
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　ベッドに沈しずむなり、サーシャは自分から黒豹の頭を抱き寄せて舌を貪むさぼった。館へ運ばれる間にも体の火照ほてりはひどくなって、王の腕うでの中で身み悶もだえた。

「ん……、ふ、ん……」

　舌をからめ合うキスなど知識になくとも、本能が知っている。

　舐めたい。どこもかしこも。

　獣と同じ舌を吸い、しゃぶり、甘あま嚙がみし、味わった。表面がざらざらしている。ざらざらというより棘とげのようで、痛いくらいだ。自分の舌とまったく違ちがう。

　黒豹王はサーシャの気が済むまで好きにさせ、息が続かなくなったサーシャが唇くちびるを離すとやっと体を起こした。

「は、ふ……」

　とろりとした視線で王を見上げれば、黒い獣は獲え物ものを前にしたように長い舌で口の周りをぐるりと舐めた。喰くらいつかれそうで、背筋がぞくぞくする。

　だがその口から出た言葉は理性的だった。

「手当てが先だ」

　王はボウルに水を汲くみ、濡ぬらした布でサーシャの顔と傷をそっと拭ぬぐう。そのまま泥どろで汚よごれた足も清めてくれた。

　怪け我がの程度を診みて、傷に膏こう薬やくを塗ぬった。

「幸い小さな傷ばかりだ。医師を呼ぶまでもない、すぐに治る」

　いかめしい顔をしているけれど、その声は安あん堵どしたようだった。

　王は発情に薄うすい胸を喘あえがせるサーシャの顔の横に手をつき、目を覗き込んだ。頰ほおを撫なでる手が温かい。

「まだ瞳が青いな。初めての発情か」

　そしてサーシャの首を見て、眉まゆを寄せた。

「首輪なしか」

　捨てられたのだと思い出し、じわりと涙なみだが滲にじんだ。

　体もおかしくて苦しくて辛つらいのに、自分の身に起きたことに混乱して理解が追いつかない。これからどうなってしまうんだろうということには、頭が回らなかった。

「お父さま……、お母さま……」

　悪夢を見ているようだった。夢なら早く覚めてほしい。

　でもじくじくと痛む傷と襲おそわれたときの手の感かん触しよくが、夢ではないと告げている。

　あんなに可愛かわいがってくれた父と母が、壊こわれたおもちゃみたいに自分を捨てた。そのことが、ただただ悲しくて涙が零こぼれた。

「泣くな。先のことはなんとでもなる。今は発情を宥なだめることだけ考えればいい」

　サーシャが行く末を悲観して泣いていると思ったらしい王が、慰なぐさめるように頭を撫でた。その手の温かさに、ほんの少し心が和やわらぐ。

「陛下……」

「褥しとねでその呼び方は色気がないな。レドでいい」

　レド。

　確か、ハーデク十八世レドワルド陛下。

「レド……」

　レドワルドはかすかに目を見開いたあと、苦く笑しようしたように見えた。黒豹の顔なので表情がわかりづらく、自分の勘かん違ちがいかも知れないけれど。

「ずいぶん箱入りの飼かい猫だったようだ。素す直なおで可愛いな、おまえは」

　言いながら、首輪をもぎ取られた際についた小さな擦さつ過か傷しように舌を這はわせた。

「ひゃっ、ん」

　ざらりとした感触は、それでも痛いというほどではない。傷を癒いやすようにやさしく舐めてくれるからだろうか。

　だがゆっくりと体を重ねられると、被かぶさってくる男の体にさきほど襲われたときの恐きよう怖ふがよみがえった。

「ひっ！」

　体は触れて欲しくてたまらないのに、心が強こわばる。乱暴にされた感覚が肌はだにこびりついて離はなれない。

「や……、こわい……」

　父に頰を張られた。男たちに二人がかりで押さえつけられ、体の自由を奪うばわれた。サーシャが泣いても叫さけんでもいやがっても、みんな許してくれなかった。

　怖こわいけど、発情した体は慰めを求める。

　宥めて欲しいけど、怖い。

　二つの感情がせめぎ合い、どうにもならなくなってぎゅっと閉じたまぶたの間から、涙を零した。

「ひ……っ、く……」

　苦しくて、どうしていいかわからなくて、心と体の差異を持て余してしゃくり上げた。

　レドワルドはしばらくサーシャを眺ながめていたが、やがてベッドから下りて絨じゆう毯たんの上に立った。

「来い。おまえから触れろ」

　両手を軽く開いてサーシャを迎むかえ入れるような恰かつ好こうで立つ。

「え？」

「触れられるのが怖いんだろう。ならおまえが来い。おまえが触れてほしくなるまで、私からは触れない」

　……自分が触れていい？　彼からは触れない？　さっきは自分からレドワルドの頭を抱き寄せて口づけた。怖くなかった。

　もう一度あの舌を味わいたくて、おそるおそるベッドから下りて近づく。

　間近で見上げた黒くろ豹ひようの王は本当に大きかった。ぴくりとも動かずにサーシャを見下ろしている。

「レド……」

　そっと手を伸のばし、肩かたに触れる。服の上からでも、盛り上がった筋肉がわかった。

　高い位置の頰ほおに、首筋に。レドワルドは賢かしこくおとなしい動物のように、サーシャの目を見返しているだけだ。

　そのまま手を滑すべらせ、呼吸して上下する胸むな板いたを撫でた。ぶ厚くたくましく、温かい。

　────怖くない。

　愛いとしいものに感じるような感情が溢あふれてきて、両手で黒豹の顔を包んだ。つま先でぎりぎりまで背せ伸のびをして、触ふれるだけのキスをした。

　服越ごしに心臓の鼓こ動どうを感じたら、ぶわりと欲よく情じようが盛り上がった。

　────この体に触れたい、触れられたい……！

「あっ……」

　後こう孔こうから蜜みつ液えきが滲しみ出し、周囲を甘い香かおりに染める。

　蜜液が内うち腿ももを伝うあえかな感触に膝ひざから力が抜ぬけ、目の前の大きな体にしがみついた。レドワルドの腕が、くずおれそうになるサーシャの体を支える。

「おまえが私の服を脱ぬがすか、それとも脱いで欲しいか」

　手足に力が入らず、とてもこの巨きよ大だいな黒豹の衣服を脱がすことはできそうにない。

「脱いで……」

　レドワルドはサーシャの体をベッドに横たえると、躊躇ためらいも見せずに自らの衣服を脱ぎ捨てた。

　ロイヤルブルーの下には、黒い毛を際きわ立だたせる純白のシャツ。さらにその下には────。

「きれい……」

　ほぅ、とサーシャはため息をついた。

　素す晴ばらしい筋肉を覆おおう、艶つやのある黒い毛皮。肉にく食しよく獣じゆうらしい力強さと、俊しゆん敏びんさを感じさせるしなやかな体つき。手足が長く、黒豹と人間の美しい部分を貼はり合わせたようだった。

　レドワルドがサーシャに跨またがるようにベッドに両手両足をつくと、本物の黒豹に見下ろされている気分になる。

　黒く長い尻尾しつぽが、ぴしりとサーシャの脚あしを打った。

「もう怖くはないか？」

　レドワルドが尋たずねるが、サーシャはむしろ神こう々ごうしい美しさに震ふるえている。この黒豹になら食い殺されてもいいと、自然に思えた。

　金色の瞳ひとみを見つめながら首を横に振ふると、レドワルドはゆっくりとサーシャの髪かみを撫でた。

「名前は？」

「……サーシャ」

　サーシャ、とレドワルドは口の中で呟つぶやいた。

「愛らしい名だ。おまえによく似合う」

　額に口づけられ、神に祝福されたような気になった。

　裸はだかの体を重ねる。

　と言ってもレドワルドは毛皮に覆われているので、温かく包み込まれているようだった。小こ柄がらなサーシャはすっぽりとレドワルドの腕うでの中に納まってしまう。

　ふかふかの手て触ざわりは心ここ地ちよく、人の肌と違ちがうから余計緊きん張ちようせずに済んでいるのかもしれない。

「して欲しいことがあったら言え」

「ん……」

　恋こい人びと同士のように自然に引き寄せあい、唇くちびるを開いてレドワルドの舌を受け入れた。

　レドワルドの舌はサーシャのものよりも長く大きく、ざらざらしている。その舌で口中を舐なめられると、くすぐったい快感が腰こしに滑り落ちた。

　サーシャはすぐに覚えたてのキスに夢中になって、レドワルドの太い首に腕を回して抱だきしめる。

　────気持ちいい……。口の中の、どこもかしこも気持ちいい。

　レドワルドは上手に息を継つがせてくれるから、サーシャは与あたえられるままうっとりと舌を絡からませ続けた。

　やわらかい毛の感触に、ふとブレイデンの面おも影かげが頭をかすめた。

　本当なら、ブレイデンとこういうことをするはずだったのだ。彼としてもこんなに気持ちよかったのだろうか。

　だったら、人間とするよりずっといい。あんなに乱暴で、怖いばかりの人間とするなら、犬や豹とする方が好きだ。

　だってこんなに気持ちいい……。

「きもち、いい……」

「口の中が好きか。覚えさせ甲が斐いがある」

　サーシャの口中を自由に動き回っていた肉の感かん触しよくが離れていくのが、とても寂さびしかった。もっともっとキスしていたい。

　赤く濡ぬれた唇を震わせると、レドワルドは金色の双そう眸ぼうを糸のように細めた。

「そんなにもの欲しげな目をするな。なにかしゃぶっていないともの足りないか？」

　欲しい。口の中に。

　生きもののように動き回るあの舌とか、それとももっと熱い……。

　自分に跨るレドワルドの脚の間から勃たち上がって存在感を放つ、肉色の剛ごう直ちよくに視線が吸い寄せられた。

　あれが舐めたい……！

　急にのどが渇かわいた気になって、ごくりと唾つばを吞のんだ。

「…………、それ……」

　レドワルドの獣けものの瞳に、色悪的な光がよぎった。

「これか？」

　見せつけるように片手で太い陰いん茎けいの根もとを持ち、揺ゆらしてみせる。

「そこまでさせる気はなかったが、自分から欲しがるならしてみるがいい」

　レドワルドはベッドに腰を下ろすと、片手を後ろについて体を支え、脚を両側に大きく開いた。

　黒々とした体毛の間から、その体に似合う大きさの肉にく槍やりが突つき出ている。

「来い」

　指で招かれ、奉ほう仕しを命じられたようで心が痺しびれた。力強い雄おすに屈くつ服ぷくするような被ひ虐ぎやく的な興奮で、サーシャの雄お蕊しべが張りを強くする。

　四つん這ばいになってレドワルドの男根に顔を寄せると、さっき見た父や男たちとまったく形状が違うことに気づく。

　根もとがとても太く、先せん端たんの膨ふくらみは円えん錐すい状に尖とがっている。そしてなにより。

「とげとげ……」

　茎くきの部分に、細かくびっしりと逆向きの棘とげが生えていた。

　伯はく爵しやくに襲おそわれ、番つがうというのはサーシャの後孔にこれを挿そう入にゆうするのだと知った。だが中に挿いれたら、出すときにサーシャの体を引き裂さいてしまうのではないか。挿れっぱなしで出さないとは考えられない。

　不安になって見上げれば、黒豹の王はにやりと笑って棘だらけの陰茎を持ち上げた。

「案ずるな。私の棘は動物のそれとは違う。人間とまぐわえるよう、適度なやわらかさを持っている。触ってみろ」

　そろそろと手を伸のばし、棘に触れる。

　レドワルドの言う通り、棘は弾だん力りよくを持っていてやわらかく、押せばくにくにと曲がった。

「人間にはないこの棘が、交わった相手を快楽の淵ふちに突き落とす。これを味わえる人間の数はそう多くはないぞ、喜べ」

　これが自分の粘ねん膜まくをこそげ、肉にく壁へきを引っかくのだと思ったら、腰に心臓が移動してしまったように脈打った。

　尻しりの狭はざ間まを伝って、甘い芳ほう香こうを放つ蜜液がたらりと零こぼれる。

　レドワルドはサーシャの顎あごを取り、鼻がぶつかりそうな距きよ離りで尋ねた。

「欲しいようだな。どっちでしゃぶりたい。口か、尻か」

　直ちよく截せつな質問に、頭の中が熱く曇くもる。

　後孔は涎よだれを垂らして穿うがたれたがっているけれど……。

「なめ……、たい……」

　口が寂しい。

　熱い肉で埋うずめて、安心したい。レドワルドの味をもっと知りたい。

「好きにしろ」

　許可されて、あらためてレドワルドの雄に唇が触れるほど近づく。すでに充じゆう血けつして膨れ上がった亀き頭とうに鼻先を寄せた。

　そのまますんすんと嗅かぎ、雄の匂においに陶とう酔すいする。舌先でぺろりと先端の小こ孔あなを舐めると、レドワルドの雄がぴくんと跳はねた。

　口こう腔こうに広がるレドワルドの体液は、サーシャが知らない官能的な味だった。胸がきゅうんとする。

「おいしい……」

　もっと味わいたくて、薄うすい舌でぺろぺろと雄おす茎ぐきの表面を舐める。

「本当に仔猫キトンだな」

　レドワルドが猫ねこにするようにサーシャの頭を撫なで、自分が本物の仔猫になったような錯さつ覚かくに陥おちいった。

「ん……、おいし……」

　小孔から滲にじみ出る体液は尿にようとは違い、とろりとした粘ねばり気があった。花の蜜みつのように吸い、吞み込むたびに心が蕩とろけていく。

　雄を口に含ふくめば、人の体の一部とは思えぬほど硬かたく熱い肉の塊かたまりが、自分の中に挿入はいったときを想像して溢あふれた蜜液が脚の間に滴したたった。

「ふぅ……、んん……」

　口いっぱいに頰ほお張ばりたくて、できるだけ奥まで吞み込んだ。

　尖った亀頭の先端が上うわ顎あごをなぞり、レドワルドの匂いを塗ぬりつけられたようで思わず目が細まる。

　奥に入れすぎると苦しくなって少し戻もどし、でもすき間ないほど口中を雄で埋めたくてまた押し込める。

「ふっ……、ふ、ん……、く……」

　意識せず出し入れする形になり、そのたび唇を弾はじく棘と亀頭の張り出しの感触に酩めい酊ていした。

　なぜだろう。父と男たちのときはあんなに嫌いやで怖こわかったのに、レドワルドにならしたいと思う。

　手当てをして、やさしくしてくれたから？　それとも人の姿と違ちがって、動物のようで怖くないから？

「無理はするな」

　レドワルドがやさしく声をかけ、頭を撫でてくれるけれど、無理などしていない。したいからしている。

　溢れる唾だ液えきを飲み込むと、自然にのどで雄の先端を締しめつける形になる。レドワルドが低いうなり声を漏もらした。

「もういい。離はなせ」

　離したくない。

　雄を咥くわえたままいやいやと首を振ふると、レドワルドが熱い息を吐つく。

「そろそろ出すぞ。いいのか」

　出す？　なにを？

　舌の上に溢れるレドワルドの粘ねん液えきが増えている。これがもっと増えるのか？　それなら構わない、嫌じゃない。

　瞳ひとみで訴うつたえかけると、レドワルドはごくりとのどを鳴らした。

「それが望みならいい。……少し苦しいだろうが、我が慢まんしろ」

　レドワルドはサーシャの頭を両手でつかんで固定すると、ゆっくりと雄を出し入れし始めた。

「んんんっ……！」

　自分のペースでなく舌の上を移動する熱の塊に、やたらに口の中が敏びん感かんになる。

　歯列の裏に棘が当たり、唇くちびるがめくられる異様な感触に興奮が高まっていく。もじもじと尻を揺らし、無意識に自分の雄蕊をつかんですり立てた。

「く、ん、んぅ……っ」

　抽ちゆう挿そうが激しくなる。

　のどの深い部分に突き込まれるたび、まぶたの裏で白い光が明めい滅めつした。がぽがぽと音のする唇から、肉棒に纏まといついた唾液が滴り落ちる。

　苦しい。

　なにも考えられない。

　熱い、熱い、口が。体が。手の中に握にぎり込んだものが、痛いのに甘い。こんな感覚は知らない。

　出る────、なにかが……、出る────！

「出すぞ、サーシャ！」

「んうっ！　ん、あふっ、ああぁぁぁぁ────…………っ！」

　目の前が真っ白な光で埋め尽つくされた瞬しゆん間かん、陰いん茎けいが蕩けるような感覚に包まれた。同時にのど奥に熱いものが流れ込んでくる。

　とっさにレドワルドの雄を唇から突き放した。顔に熱い液体が降りかかる。

「ごふっ、うぁ……、ぁ……」

　突とつ然ぜんのどに浴びせられた粘液に、激しく咳せき込んだ。

　ひとしきり咳き込んだあと、肩かたで息をしながら、レドワルドの体液が混じった唾液を零す唇を手の甲こうで拭ぬぐった。

　ぼんやりと見た手の甲についた液体が白みがかっている。

「…………？」

　不思議には思ったが、それより熱い欲よく情じように体が支配されて、すぐにどうでもよくなった。

　顔にかかったレドワルドの体液がもったりと唇の上に流れ落ちてきた。舌で舐なめ取ると、青あお臭くさいような味が舌に広がる。

　上気した頰ほおを白はく濁だくで汚よごされ、口こう淫いんのせいで赤く腫はれた唇を半開きにして舌を覗のぞかせたサーシャを見て、レドワルドは息を吞のんだ。

　レドワルドの獣じゆう欲よくがむくむくと膨ふくらんでいくのがわかる。獣けものの淫気に中あてられて、サーシャの欲情も火のように煽あおられた。

「レド……」

　潤うるんだ視線を受け止めたレドワルドは、獣のようにサーシャに飛びかかった。

「サーシャ……！」

　押し倒たおされ、熱い息に塗まみれながら首筋を激しく舐められる。ときおり柔やわ肌はだに牙きばが食い込むと、痺しびれるような快感で小さな体を波打たせた。

「あんっ、ああ……！」

　黒い毛に覆おおわれてはいるが、整えられた爪つめ先さきがサーシャの乳ち首くびを弾く。びくんと体を揺ゆらして、レドワルドにしがみついた。

　レドワルドは丸まってしまったサーシャの背に腕うでを回し、持ち上げるようにして胸を突つき出させた。

　淡あわい色の乳首を舐められ、さり、とやすりをかけられたような刺し激げきに身をよじる。

「ひあ……っ」

　ざりざりとした舌に数回往復されると、染まりやすい淡たん色しよくの乳輪は簡単に色を赤く変えた。黒くろ豹ひようの口で器用に突とつ起きを吸い出されれば、快感が陰茎から下腹を通って、胸むな先さきがきゅんきゅんする。

「や、あ……、なんで……、そんなとこ……」

　胸なんか、舐める意味がわからない。そんなところが敏感なことも。

　体を波打たせるうち、レドワルドの腹に自分の陰茎が当たると気持ちいいことに気づく。やわらかな毛並みを割って裏筋をこすりつけると、得も言われぬ感覚が湧わき上がってくる。

「ん……、あ……、ん、ん、ん…………」

　勝手に腰こしが上下に動いてしまう。

　きもちいい、きもちいい、きもちいい────！

　本能に従って、ひたすら雄おすをこすり続ける。ときおり黒豹の短い毛先が尿によう道どう口をつつくと、顎あごを反らせてしまうほど感じた。

「子どもの顔をして、いやらしい腰遣づかいだな。淫いん猫ねことはよく言ったものだ」

　レドワルドは大きな口を歪ゆがめてうっそりと笑う。

　嘲ちよう笑しようというより、悦よろこんでいるように聞こえた。

「そんなにそこが気持ちいいか？」

　やっと解放された乳首を見ると、真っ赤に腫れて唾液で濡ぬれそぼっていた。ぬらぬらと光る勃ぼつ起きした乳首は目め眩まいがするほど卑ひ猥わいだった。

　自分の体が変わっていく。特別なことをしているのだと、崩くずれていく意識の片かた隅すみで思った。

　でもレドワルドとならいい。彼が手を引いて、新しい世界に連れて行ってくれている気がする。彼に任せておけばいいのだと、無条件の信しん頼らいが生まれた。

「なら、次はそこを可愛かわいがってやろう」

　レドワルドはサーシャの脇わき腹ばらに手を添そえて、毛づくろいのように体を舐めながら顔を下へ移動していく。

　脚あしを大きく開かされて陰いん部ぶの匂においを嗅かがれたときは、興奮で心臓がずきずきした。

「ずいぶん淡い色だ」

　陰茎の先にレドワルドの息がかかり、快楽に曇くもる中でも、さきほど伯はく爵しやくに皮を剝むかれたときの痛みを思い出して身が竦すくんだ。

　あのざらついた舌では、やすりをかけられる拷ごう問もんのように痛いのではないか。

「い、いたいの、いや……」

　陰茎を隠かくそうとした手を取られ、指の間に指を入れる繫つなぎ方をされて宥なだめられる。

「痛くはしない」

　心臓がばくばくしているけれど、レドワルドがそう言うなら……。

　見つめていると、舌を伸のばすためにレドワルドが口を開いた。大きく開いた口の上下に、鋭するどい白い牙が見える。

　あれに嚙かみつかれたら、と考えると怖いのに、レドワルドにならそれでもいいと思う。

　長く伸ばしたレドワルドの舌の先せん端たんが、サーシャの雄お蕊しべの先の膨らみを下からちろりと舐めた。

「あっ……！」

　びくんと腰が跳はねる。

　舌先は執しつ拗ように茎くきと亀き頭とうの繫ぎ目を舐め回し、膨らみを際きわ立だたせようとしているようだ。

「ん……、ん……」

　敏感だけれど、痛くない部分。

　張り出しの溝みぞにそってぐるりと舐められ腰が浮ういた。

「ああっ、んん……」

　舌の表面のざらついた部分とは違ちがい、舌先は滑なめらかで心ここ地ちいい。その滑らかさで亀頭全体をゆっくり撫なでられると、サーシャの唇から熱い息が零こぼれた。

　なんて気持ちいいんだろう！

　茎の部分に長い舌が纏まとわりつき、ざりざりとこすり上げる。先端は舌先で、茎は舌の腹でと違う刺激に翻ほん弄ろうされ、あまりの快感に頭を打ち振ふってむせび泣いた。

「やあっ、ああ、きもちいいっ……、きもちいい、レド……ッ！　どうしよう、きもちいいよぅ……っ！」

　勝手に腰が上下する。後こう蕾らいが震ふるえている。

　そこに刺激が欲しいとぱくぱくと口を開け、自分を貫つらぬくものを待っている。

「ここっ……！　ここ、ほしい……！」

　はしたなくも、自分の指で後蕾を撫でる。そこはぐしょぐしょに濡れそぼっていた。

　表面を撫でただけで気持ちよくて、指の腹で蜜みつ液えきを周囲に塗ぬり広げる。ぬかるんだ孔あなに指を挿いれるのは、無意識の行動だった。　>>>♥

「あぅ、ん……」

　中指の真ん中まで挿れて、自分の内側の熱さに驚おどろく。

　そこは狭せまくてきつくて、痛いほど指を締しめつけて来るのに、滑ぬめついた蜜液のおかげですんなりと異物を受け入れる。

「初めてのくせに、ずいぶん煽ってくる。発情せずとも自じ慰いを覚えていたのか？」

　レドワルドの声にも熱がこもっていた。

　なんのことかわからない。

　でも世の中にこんな気持ちいいことがあるなら、もっと早く知りたかった。家庭教師も教えてくれなかった。

　レドワルドはサーシャの手を取ると、後こう孔こうに挿さし込まれた指をぐっと奥まで押し込めた。

「ひぁう……っ！」

　粘ねん膜まくはもちろん、熱い肉に包まれた指まで感じる。

　そのまま激しく抽ちゆう挿そうされ、自らの指で後孔を犯おかさせられる。奥まで抉えぐり、かき混ぜ、指を増やさせられた。

「あんっ、ああ、いい……、いい、これっ……、すき……！」

　レドワルドに導かれるまま、初めての行こう為いに没ぼつ頭とうした。

「さすがはオメガだ。快楽に従順でいい」

　サーシャが自分で自分を犯すところを、レドワルドが見ている。ふっ、ふっ、と獣らしい息いき遣づかいが蜜液で濡れた後孔にかかり、彼も興奮しているのだと思ったらますます体が燃え上がった。

　感じれば感じるだけ、淫道の奥がずくずくと脈打つ。

　指で届かない部分が腫れ上がっているようで、こすって欲しくてたまらない。

「ね……、ね、レド……、もう……」

　初めての快楽に頭を支配されているサーシャは、恥はじらいもなくねだった。

　レドワルドは焦じらさず、指を抜ぬかせてくれる。代わりにレドワルドの指が二本、ゆっくりと挿入はいってきた。

「あぅ……」

　レドワルドの二本の指は、サーシャの指三本分より太い。それだけでぎちぎちで、息苦しいほどだ。

　なにかを確かめるように内を探さぐり、透とう明めいな蜜糸を引きながら出て行った。

「もう少し広げてやる必要がある」

「ひゃっ！」

　ぐっ、と両りよう膝ひざの裏側を持ち上げられ、ほとんど膝が肩かたにつきそうなほど折り曲げられる。尻しりが真上を向き、濡れた淫いん孔こうがくぱりと開いてレドワルドの眼前に晒さらされた。

「体がやわらかいな。猫ねこらしい」

　まだ幼さを残したサーシャの瘦そう身しんは柔じゆう軟なんである。まったく苦しくないわけではないが、それも快楽を煽あおる要因のひとつにしかならない。

　レドワルドは大きな手で双そう丘きゆうを割り開きながら、サーシャの孔に親指を一本埋うずめた。

「ん……」

　一本ならさしたる抵てい抗こうもなく挿入ってくる。続けてもう一方の親指を挿れられると、小さな孔はぎっちりと指を食はみしめた。

「くぅ、ん……」

　仔こ猫ねこのような鳴き声が漏もれ、獣けものの顔が淫いん靡びに笑えんだ。

　揃そろえた親指を交こう互ごに抜き挿しされると、激しい水音が耳を打った。

「やあっ、ああんっ、それぇ……っ、やぁ……！」

　狭い孔が拓ひらかれていくのがわかる。

　さらに指の間に舌をねじ込まれれば、人間のものよりずっと長い舌が肉にく壁へきを直接舐なめる感かん触しよくにのけ反った。

「あ────っ、ああ……、だめ、だめ、それ……、きもちいいっ、からぁ……っ！」

　甘すぎて、溺おぼれてしまう。

　男たちが、淫いん猫ねこのは汚きたないから舐められないと言ったのを思い出す。なのにレドワルドは、少しも躊躇ためらわずサーシャを気持ちよくしてくれる。

　王さまなのに。サーシャみたいな捨てられた猫を、ちゃんとした人間みたいに。

　嬉うれしい。

　体以上に、心が気持ちいい。

「そろそろいいか」

　舌が離はなれてしまうのを、寂さびしく感じた。そのかわり、レドワルドの雄おすがぴたりと肉にく環わに当てられる。

　円えん錐すい形の亀頭の尖とがりが、狭い孔をぐぐっとこじ開けた。

「ひ……、あ……、ああぁ…………」

　淫いん具ぐのように棘とげだらけの肉茎が、ずぶずぶと自分の中に沈しずんでくる。

「……っ、熱いな、おまえの体は……。子どもだからか。それともオメガだからか」

　奥へ進まれ、狭い淫道を拓かれるのに合わせて唇くちびるが開いてしまう。サーシャの唇から、細い悲鳴が漏れた。

「未通の女なら、破は瓜かの痛みからは逃のがれられないところだが……」

　言いながら、腰こしを押し進めてくる。

「充じゆう分ぶんほぐしてやったから、痛いばかりじゃないだろう？」

　圧あつ迫ぱく感かんはすごいけれど、痛みはない。むしろ……。

　根もとのいちばん太い部分まで収めきったレドワルドが、なじませるように腰を回した。蜂はち蜜みつのように濃のう厚こうな甘い波が打ち寄せる。

「辛つらいか？」

　サーシャは額に汗あせを滲にじませながら、かすかに首を横に振る。

　繫つながれた。でもこのあとどうすればいいんだろう。発情が去るまでこのまま待っていればいいのか。

「大だい丈じよう夫ぶそうだな。オメガの発情は、種をもらうか満足するまでこすってやれば落ち着く。おまえの体は小さすぎてあまり負担をかけられないから、早めに終わらせてやる」

　種？

　問い返す間もなく、埋めた熱ねつ塊かいをずずず……、と引かれて唇を震わせた。内臓を引きずり出されるような感覚に、吐はき気と紙一ひと重えの奇き妙みような快楽が被かぶさる。

「あ……、ああ、あ……、やぁ……」

　逃し方のわからない感覚に指が閉じ開きを繰くり返し、汗ばんだ手でシーツをつかんだり離したりしてしまう。

　半分ほど雄を抜かれたところで一いつ旦たん止まり────ずんっ！　という衝しよう撃げきが脳天まで突つき抜けた。

「あああああぁぁっ、ぁぁ────……っ！」

　重い快感が連続で打ちつけられ、腰から突き抜けて悲鳴となって口から飛び出る。

　熱い鉄の棒で内臓を抉えぐられているようで、頭の中が真っ白になった。

「いいぃぃっ、ひ、い、ぁ…………っ、ああああっ……！」

　限界まで引き伸ばされた肉にく襞ひだは、それでも剛ごう棒ぼうにしがみつこうとする。吸着したがる粘膜を細かな棘でこそげられ、異様な快楽に脳が沸ふつ騰とうした。

　ごつっ、ごつっ、と腸ちよう壁へきの奥に尖った亀き頭とうが当たるたび、白目を剝むきそうになる。

　拓かれきった肉にく筒づつのいちばん奥が、亀頭を包み込みたがって……。

「あ……、あ……、ほし、い……、レド……、レドッ……！」

　なにが欲しいのかわからぬまま口にした。

「サーシャ……！」

　レドワルドはサーシャの体を抱だきかかえ、より密着を強くする。ざらついた舌が顎あごと首筋を這はい回り、熱い唾だ液えきで濡ぬらされて震ふるえた。

　レドワルドの肩かた口ぐちに顔を埋めると、獣の汗の匂においがする。黒い毛の下で動く筋肉がたくましい。

　黒くろ豹ひように抱かれているのだ────。

「サーシャ……、出すぞ……！」

　突き込みがいっそう激しくなる。

　レドワルドの剛ごう直ちよくがそれとわかるほどむくりと膨ふくれた。

「んああ、あ──…………っ、っ、っ、っ！」

　体奥に熱い飛沫しぶきを感じた瞬しゆん間かん、サーシャの意識は吹ふき飛ばされた。




　　　　＊




　目を開けると、白い光が大きな掃はき出だし窓から差し込んで室内を照らしているのが見えた。

　サーシャはゆっくりと体を起こし、周囲を見回す。

「どこ……？」

　見たことのない部屋だった。

　サーシャの部屋は、伯はく爵しやく夫人の趣しゆ味みで真っ白な木製家具で揃えてあり、子ども部屋のようにたくさんのおもちゃが置いてある。

　でもこの部屋は、もっと重じゆう厚こうな飴あめ色いろの家具に、落ち着いた色合いの絨じゆう毯たんが敷しかれていた。

　ベッドから出ようとして、自分が寝しん衣いを着ていないことに気づく。

「え？」

　見下ろした体には、細かな傷がついていた。

　傷を見て、昨夜の記き憶おくが奔ほん流りゆうのように脳のう裏りに流れ込んでくる。

「あ……！」

　思わず両手で口を覆おおって体を折り曲げた。

　頭の中が汗をかいたように熱くなり、裏腹に手足の先から血の気が引いて冷たくなる。心臓がいきなり狂くるったように胸を叩たたき始めた。

　見開いたサーシャの目に、目の前のものは映っていない。

「うそ……」

　父に襲おそわれた。

　母に捨てられた。

　二人の男に追いかけられた。

　次々に昨夜の情景が浮うかぶ。夢だとは思えない。

　ハッとして首に手をやると、もちろんそこにデューゴー伯爵家の飼かい猫ねこの証あかしである首輪はなかった。

「う……、……」

　────お父さま……。お母さま……。

　ずっとずっと、一いつ緒しよに暮らせると信じていた。世界一幸せな飼い猫だと思っていた。

　突とつ然ぜん主人に捨てられて、心が引きちぎられたように痛い。

　泣きじゃくっていると、体に残った熱情の残ざん滓しが後こう孔こうからたらりと零こぼれた。黒豹王の熱い体を思い出す。

「レド……」

　乱暴されたことに傷つき、発情を持て余したサーシャを慰なぐさめてくれた。手当てもしてくれた。怖こわがるサーシャが落ち着くのを待って、やさしく抱いてくれた。

「レド……、レド……」

　レドワルドに会いたい。

　王と自分では身分が違ちがう。

　たまたま発情を宥なだめてくれただけで、この先に関係ができるとは思わないけれど、今日だけでいい。あの温かい体で包んで、安心させてほしい。

　あとのことはそれから考えるから、少しだけ。

「あ……っ」

　服を探しにベッドから下りようとすると、膝ひざに力が入らず絨毯に手をついてしまった。

　頑がん張ばっても、脚あしに力が入らない。

　ベッドの横のナイトテーブルを支えに立ち上がろうとしたが、小さなテーブルは傾かたむいて、上に載のっていた使用人を呼ぶためのベルが落ちた。

　派手な音が響ひびき、慌あわてて拾おうとするが、ベルは床ゆかを転げていってしまう。

「どうしよう……」

　裸はだかなのに。

　せめてベッドに戻もどろうともたもた床を這っているうちに、部屋の扉とびらが開いた。

「失礼いたします。お目覚めで……」

　慌てて扉を振ふり向くと、部屋に入ってきた男性と目が合った。高級そうな服を身に着けた壮そう年ねんの男性は、サーシャの姿を見て驚おどろいたように目を見開き、言葉を失う。

　こんな恰かつ好こうをしているのだから当たり前だ。

　伯爵家では専用の使用人に着き替がえを手伝ってもらっていたけれど、それも女性で、男性の使用人に肌はだを見せたことはない。

「あ……、あの……、ごめんなさい、服が……、服を……」

　体を隠かくすものがなにもない。

　サーシャは真っ赤になりながら脚の間を隠し、少しでも男性の視線から逃れようと体を丸めた。

　男性は足音を立てながら大おお股またでサーシャに近づいてくる。

　強い力で両手で頰ほおを包まれ、顔を上げさせられて身が竦すくんだ。

「…………キトンブルー？　まさか…………」

　サーシャの瞳ひとみを覗のぞき込んだ男性が、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　言葉の意味がわからなかった。サーシャの瞳がキトンブルーなのは当たり前で……、いや、発情が来たから変わっているはずだ。

　まだ青い色をしている？

　男性は真しん剣けんな表情をした。

「サーシャさま、でよろしいですね。オメガの。私はネイサン。いいですか、決してここを動かないでください」

　厳しい声こわ音ねで言われ、ネイサンが怒おこっていると思った。

　不安でどくんどくんと心臓が鳴る。

　立ち上がったネイサンは急いで部屋を出て行きかけ、もう一度振り向いて念を押した。

「絶対に動かないでくださいね」

　扉が閉まっても、指一本動かせなかった。

　どうしよう。どうしてネイサンは怒っているんだろう。罰ばつせられるのだろうか、発情して王を誘ゆう惑わくしてしまったから。

　怖くて体が震ふるえるけれど、サーシャの人生で誰だれかの言葉に逆らったりしたことはなかったから、逃にげることすら思いつかなかった。

　ほどなくして、二人分の足音が戻ってきた。

　扉が開く。

「どうぞ、レドワルドさま」

　ネイサンの声に、サーシャは顔を上げた。

　レドワルド？

「なぜ床になど座っている」

　黒豹王の顔がそこにあった。サーシャの胸に、明るい光が射さす。

　床から動かなかったのは、脚に力が入らないのもあるが、決して動くなと命ぜられたからである。少しでも動いてはいけないのだと思った。

　レドワルドはサーシャに近づき、軽々と抱き上げた。そしてやさしくベッドの上に下ろす。

　サーシャの髪かみを撫なで、昨夜薬をつけてくれた傷を検分する。ひと通り傷を確かく認にんすると、サーシャをブランケットで包くるんだ。

「ひどくなっているところはなさそうだが、痛いところはないか？」

　首を横に振ると、

「どうして床に座っていたんだ」

「動くなって言われたから……。あと、脚に……、力が入らなくて……」

　厳しい視線をこちらに向けているネイサンが怖くて、つっかえつっかえ答えた。

　レドワルドの鋭するどい目もとが、かすかに柔にゆう和わに崩くずれたように見えた。

「そうか。素す直なおだな、おまえは。ベッドにくらいは戻ってよかったのに。脚に力が入らないのは、昨夜の情交のせいだ」

「でも、脚なんか使ってないです」

　レドワルドは笑いを隠すように、握にぎった手の甲こうを口もとに当てた。

「そういうものだ。無理に動けば腰こしも痛むぞ。食べるものを運ばせよう。今日はここで休んでいるといい」

　ネイサンがそわそわと、「陛下」と声をかけた。

「この子の瞳はキトンブルーのままです。もしかして……」

「焦あせるな。通常はひと晩で変わるものだが、一週間程度かかる者も稀まれにいる。様子を見よう」

　自分の瞳の色を言われているのだ。

　鏡を見ていないからわからないけれど、変わっていないのだろうか。発情を迎むかえたのに。

　ネイサンは焦りを逃のがすように息をついた。

「そうですね」

「では、サーシャの世話はおまえに頼たのむ。首輪を用意しておけ」

　え、とサーシャはレドワルドの言葉に顔を上げた。

　首輪を用意するということは、レドワルドの飼い猫になるということだ。

　オメガは通常誰かに所有されるもので、首輪をしていないオメガは、主人がいないということである。捕ほ獲かく対象としてオメガ狩がりに遭あって奴ど隷れいにされたり、売られたりすることもあるという。

　部屋を出て行こうとするレドワルドの背を、思わず引き留めた。

「待ってレド……！　ぼくを飼ってくれるんですか？」

　ネイサンはぎょっとした顔でサーシャを見る。

　レドワルドは足を止めて振り向き、面めん倒どうそうにため息をついた。

「首輪など好かんがな。周りの認にん識しきがそうである以上、野の良らと間ま違ちがわれて攫さらわれでもしたら困る」

　レドワルドが出て行った扉を見つめていると、ネイサンが咳せき払ばらいをしてサーシャの注意を促うながした。眉み間けんに皺しわを寄せている。

「失礼。サーシャさま。レドワルドさまのお手がついたとはいえ、あなたさまはまだ飼かい猫に過ぎません」

「はい」

　もちろんである。それ以上だなどと思っていない。

「陛下を愛あい称しようで呼ばれるとは、立場上不敬であると申し上げておきましょう」

「あっ……」

　昨夜はほとんど思考できない状態だったので、言われるまで気づかなかった。

「陛下、もしくはレドワルドさまとお呼びください」

「ごめんなさい……。レド……ワルドさまが、そう呼んでいいと言ってくれたので……」

「それでも、敬けい称しようはつけるものです」

　だからあのとき、レドワルドも苦く笑しようしたような顔をしていたのかと思った。レドさまと呼ぶべきだったのだ。家庭教師には、きちんと目上に対する言こと葉ば遣づかいを教えてもらっていたのに。

「はい。次からそうします」

　恥はずかしくて、しゅん、と頭を下げた。

　ネイサンは「よろしい」と頷うなずき、眉間の強こわばりを解いた。そしてきっちりとした角度で上半身を折る。

「あらためまして、私はネイサンと申します。レドワルド陛下の側そば仕づかえをしております。あなたさまの身の回りのお世話もさせていただきますので、お見知りおきを」

「よ、よろしくお願いします……。サーシャ……、正式には、アレクサンドルと言います」

　サーシャも慌てて頭を下げた。

「聞くところによると、デューゴー伯はく爵しやく家の飼い猫ねこであったとか。あとから苦情を言われぬよう、しかるべき値で伯爵家から買い取らせていただきます。伯爵家にはのちほど使いのものをやりますので、ご安心ください」

「あの……、どうしてぼくを……」

　そんなにも丁てい重ちように。

　ネイサンは、少し間を開けてから口を開いた。

「陛下は閨ねやごとに恬てん淡たんなお方ですが、あなたさまにはご興味を示されました。大変珍めずらしいことです。お忙いそがしい方ですので、日々の癒いやしとして猫を側に置きたくなったのかもしれません。どうぞ存分に甘えて可愛かわいがってもらってくださいませ」

　あんなに情熱的だったレドワルドが、恬淡と聞いて驚おどろく。それとも情交というのは、もっと激しく求め合うものなのだろうか。

　甘えろと言われると、昨夜のことを思い出して顔が火照ほてってしまう。

　ネイサンは探さぐるように、サーシャの目を見た。

「失礼ですが、昨夜は初めての発情で間違いありませんか？」

「はい……」

「伯爵や、その他の男性と関係を持ったことは？」

　襲おそわれたときの感かん触しよくが肌はだによみがえり、ザッと血の気が下がる。思わず両りよう腕うでで自分自身を抱だきしめた。

「あ、ありません……！」

　青い顔をして震えるサーシャを眺ながめ、ネイサンは深々と腰を折った。

「不ぶ躾しつけな質問で大変失礼いたしました。重要なことなので確認させていただきました」

　あのことは思い出すだけで怖こわい。

　意識したら、肌についた小さな傷が急に痛む気がした。

「食事を運んできましょう。ご用事はすべて私に言いつけてください。欲しいものでも、したいことでも。許可なくこの部屋から出ないようお願いいたします」

「はい……」

　正直、ホッとした。

　また子し爵しやくの息むす子こたちに会ってしまったらと思うと、怖くてこの部屋から出たくない。

　ネイサンが出て行ってから、もう一度ベッドに横になった。性交の余よ韻いんが残っていて、まだ体がだるい。微び熱ねつがあるようだ。

　発情は一週間くらい続くと、以前家庭教師から聞いた。

　黒くろ豹ひようのたくましくしなやかな体と汗あせの匂においを思い出したら、胸と下腹が同時にきゅんと疼うずいた。

　また今夜も発情がやってくるのだろうかと思いながら、サーシャはベッドの中で目を閉じた。
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　────本当に〝仔猫の瞳キトンブルー〟だ。

　手鏡を見ると、そこには昨日までと同じ瞳ひとみの色をしたサーシャが映っていた。

　デューゴー家にはサーシャ以外のオメガはいなかったけれど、伯爵夫人の友人のサロンに遊びに連れて行かれたときに、他のオメガたちに会った。中には複数飼いしている貴族もいた。

　仔猫キトンだけでなく、発情期を過ぎた成せい猫びよう、落ち着いた老猫も交じっていることもあったが、仔猫以外はみなキトンブルーをしていなかった。

　緑や黄色、赤い目をしたオメガたちは、思い思いにサロンで寛くつろいでいて、彼らを見る飼い主の目もとても温かかった。

　パーティーに連れて行かれるのは、稀き少しよう性の高い仔猫ばかり。

　自分もキトンブルーを失ったらあんなふうに、もうパーティーから解放されて、伯爵と夫人の側でゆったりと過ごせるのだと思っていた。

「お母さま……」

　やっと捨てられたのだという実感が盛り上がってきて、鏡の中のサーシャの顔が歪ゆがむ。

　夫人は時間があるときはサーシャを側に呼び、髪かみを梳すいたり服を着せ替かえたりして可愛がってくれた。なに不自由なく甘やかしてくれた。

　伯爵を誘ゆう惑わくしたのは誤解なのに。ちゃんと話を聞いてもらう暇ひまもなかった。

　父だってきっと、酒と誘ゆう惑わく香こうで一いつ瞬しゆん血迷ってしまっただけなのだ。だっていつもあんなにサーシャを可愛がってくれていた。本当の子どもみたいにしてくれていると思っていたのに……。

　────帰りたい。

　レドワルドはやさしいけれど、家から離はなれたことのないサーシャには不安しかない。自分の体の変化と、知らない環かん境きようと人間の間で生活する心もとなさ。

　手鏡にぽとりと涙なみだが落ちたとき、部屋の扉とびらをノックされた。

「は、はい……」

「失礼いたします。入ってよろしいですか、サーシャさま」

　ネイサンだ。

「どうぞ」

　さきほどは食事を持ってきてくれたネイサンだが、今度は服を手にしている。

　サーシャが泣いていたことに気づいたようだったが、なにも言わなかった。彼に言っても仕方ないことだから、そうしてくれてよかった。

「こちらをどうぞ。おそらく丈たけは合っていると思いますが、細身でいらっしゃるので幅はばはどうか……。城に着いたらすぐに仕立てさせますので、ご容よう赦しやを」

「城？」

「こちらは王家所有の館やかたのひとつで、正式に王がお住まいになっているのはハーデク城になります。サーシャさまには今からそちらへ移動していただきます」

　こんなに大きな館が別べつ邸ていだとは。

　伯爵家にも別邸はあり、暑い季節になるとそちらへ移動したものだが、もっとこぢんまりとした館だった。王家ともなれば、別邸であっても貴族の本邸のような大きさなのだ。

　あらためてすごい人に拾われてしまったのだと、服を手にしながら思った。










　夕刻、王の寝しん室しつのベッドの上でぺたりと尻しりをつけて座っていたサーシャは、レドワルドを見てもじもじと体を揺ゆらした。

「お、おかえりなさい。ご公務、お疲つかれさまです……」

　レドワルドがかすかに眉まゆを顰ひそめ、サーシャはできるだけ彼の視線から逃のがれたくて身を縮めた。

「なんだその恰かつ好こうは」

　やっぱり。

　心の中でうなだれた。

　ただでさえ肌が透すけるほど薄うすい布で、極力面積が小さくなるよう作られた夜よ伽とぎ用の寝しん衣いを着せられている。肩かたも脚あしも大だい胆たんに露ろ出しゆつしてしまっていて、どうやって隠かくしていいかわからない。

　しかも濃こい化け粧しようを施ほどこされ、髪を編み込んで髪かみ飾かざりまでつけられた。

「ネイサンか……、余計なことを」

　舌打ちしたレドワルドの目の前から消えてしまいたい。

　レドワルドは恥はずかしげに下を向くサーシャの前に腰こしかけ、顎あごを取って自分の方を向かせた。

「大層美しい。連れて歩けば自じ慢まんできるだろう。だが、私は化粧の匂いは好かん。おまえが気に入っているなら構わんが、そうでないなら落として来い」

　言葉に甘え、急いで部屋続きの浴室に向かった。

　伯はく爵しやくと夫人にパーティーに連れて行かれるときにも薄化粧はされたが、あくまで素す顔がおを引き立てる程度で、こんなに唇くちびるや頰ほおを赤く塗ぬられたことはない。

　鏡を見たときは滑こつ稽けいで泣きそうになったけれど、ネイサンに逆らうことはできなかった。

「ふう……」

　化粧を落とすとさっぱりして、ようやく息ができた気がする。

　城へ連れてこられたサーシャは、王の寝室の隣となりに部屋を用意された。

「発情期が過ぎるまでは、ここと王の寝室以外の行動は禁じます。ご用事は必ず私にお言いつけを。ご不自由とは存じますが、あなたさまの存在はまだ城内でも秘ひ匿とくされておりますので、ご理解ください」

　ネイサンに言われ、サーシャは素す直なおに頷うなずいた。

　もともと伯爵家でも自分の部屋か、あるいは庭で過ごしていることが多かった。一人では館の外に出してもらえることはなかったし、サーシャが攫さらわれたり怪け我がをしたりしてはいけないからと、自室以外では常に誰だれかの目があった。

　だから今の待たい遇ぐうも特段不自由さを感じない。

　顔を洗ったサーシャが王の寝室に戻もどると、レドワルドは寝ね椅い子すに脚を組んで座り、酒しゆ杯はいを傾かたむけていた。

「ああ、やっぱりそっちの方がいい。せっかく美しい肌はだなのに、化粧などで隠してしまうのはもったいない」

　周囲からの賞賛には慣れているサーシャだが、レドワルドに褒ほめられるとなぜか気き恥はずかしくなった。

「ありがとうございます……」

　どうしてだろう、頰が熱くなる。

「座れ」

　レドワルドが自分の膝ひざを叩たたき、どきりとした。

　もっと小さい頃ころは父や母の膝に座ったけれど、ある程度育ってからはしたことがない。

「どうした、来い」

　どきどきしながら、レドワルドの膝の上にちょこんと腰かけた。大きくたくましい腿ももは、しっかりとした座り心ごこ地ちだった。

　レドワルドは笑いながら、サーシャの顔が見えるよう横向きに座らせ直す。支えるように腰に手を回されると、体温に胸が騒さわいだ。

　きゅうん、と腰の奥が甘く疼うずいてくる。

「……っ」

　発情の兆候だ。

　発情は一週間程度続くという。日中は風か邪ぜを引いたように微び熱ねつが体に籠こもっていたが、まだ発情は続いているのか訝いぶかしむ程度だった。

　だがネイサンにも、日が落ちる頃にはまた始まるだろうと言われた。その頃にはレドワルドも帰城するから準備して待っているようにと。

　疼き始めた腰の位置をずらすように座り直したサーシャに、レドワルドは薄い笑えみを向けた。

　その笑い方が色っぽくて、どんどん鼓こ動どうが速くなる。

「首輪を見せてみろ」

　顎を取られて上向かされ、レドワルドに首輪がよく見えるよう、サーシャは首を傾けた。

　素材はわからないが、薄く軽い首輪の表面には、王家の紋もん章しようが刻印されている。

　後ろも革かわ紐ひもを結んで留める作りになっており、羽のように軽くて、サーシャの細い首につけていてもまったく負担はない。

　ただ、中心に鈴すずがぶら下がっているのが気になった。

　取り外しはできるようになっているが、つけられているものを勝手に取るのは、図ずう々ずうしい気がしてサーシャにはできない。

　涼すずやかな音色は耳に心地いいけれど……。

　レドワルドはサーシャの首と首輪の間に指を入れ、軽く引っ張って外れないかを確かく認にんした。しゃらん、と軽い音が立った。

「簡易的なものだが、王家の飼かい猫ねこの目印にするだけだから充じゆう分ぶんだろう。正式な場に出ることがあれば合わせて作らせるが、当面おまえを外に出す予定はない」

　部屋から出るなとネイサンにもきつく言われているが、万が一のことを考え、城内の誰にでも王家の所有物とわかるようにだという。

　レドワルドの指はそのままサーシャの首筋をなぞり、顎の下をくすぐる。

「ん……」

　くすぐったくて、尾びてい骨の辺りがぞくぞくして目を細めた。肌の表面にちりちりとした痺しびれが広がっていく。

　レドワルドの膝の上で、自身の膝ひざ頭がしらをすり合わせた。

「発情が始まっているな」

　レドワルドの声もかすかに熱を帯びている。

　指はサーシャの浮うき出た鎖さ骨こつを滑すべり、服の合わせ目から胸に忍しのんできた。

「あっ……！」

　すでに形を現し始めた突とつ起きの表面を指の腹で触ふれられ、きゅっと目を瞑つぶりながら大きな体に身を寄せた。

　小さな尖とがりを指でつままれれば、陰いん茎けいがぴくんと跳はねてしまう。慌あわてて手で覆おおうと、そこはもう芯しんを持って硬かたさを帯びていた。

「ん……、ん……」

　指で挟はさんでくにくにと捏こねられ、身をよじってレドワルドに縋すがりながら顎下にキスをした。下を向いたレドワルドのキスが落ちてくる。

　ぺろ、と唇を舐なめられて素直に口を開いた。すぐに傍ぼう若じやく無ぶ人じんに口こう腔こうを犯おかす舌を受け入れ、キスに夢中になる。

　サーシャの知らない、お酒の味のするキス。苦くて、ちょっぴり甘い。

　酒の味とレドワルド自身に酔よってしまいそうだ。

「ん……、陛下……」

　レドワルドは唇を離はなすと、

「こら、その呼び方は色気がないと言ったろう。昨夜のようにレドと呼べ」

　命じられ、頰を火照ほてらせたままネイサンに言われたように従った。

「はい……。レドさま……」

　レドワルドは片かた眉まゆを上げた。

「昨夜のようにと言っている。レドでいい」

　そう言われて躊躇ためらった。ネイサンには、愛あい称しようを呼び捨てにするなと言われている。

　板いた挟ばさみになって困っていると、

「ネイサンになにか言われたか」

　すぐに悟さとられてしまったが、告げ口をするようで肯こう定ていできない。だが噓うそを吐つく習慣のないサーシャは、黙だまっていても顔に出てしまう。

「あいつは頭が固い。だいたいいつも……」

　レドワルドはしばらくぶつぶつと口の中で呟つぶやいていたが、サーシャの頭にぽんと手を置いた。

「あいつには言っておくから、レドと呼べ。褥しとね以外でもそう呼んで構わん」

「……いいんですか？」

　たかが飼い猫なのに。

　レドワルドはにやりと笑うと、瞳ひとみに楽しげな色を乗せた。

「最初は驚おどろいたが、呼び捨てにされるのは新しん鮮せんだった。ただの男扱あつかいされているようで面おも白しろい」

　王というだけでなく、獣じゆう人じんという特別な存在である彼の周囲に、そんな人間はいなかったに違ちがいない。

　首を刎はねられてもおかしくない無礼な行こう為いなのに、笑って許してくれる度量の広さに敬けい慕ぼの念を抱いだいた。男性としても王としても、とても魅み力りよく的だ。

「おまえは素直で可愛かわいい。私の後宮にはいなかったタイプだ」

　王の後宮の女性たちは、貴族の令れい嬢じようがほとんどである。きっとみな教養があり、慎つつしみ深く、大人の魅力を備えているのだろう。

　そんな素す晴ばらしい女性たちを囲っている王が、なぜ自分なんかを……。

「今夜も私を楽しませろ、サーシャ」

　もう一度口づけられ、そんな疑問は霧む散さんしてしまう。

　ざらざらの舌で体を舐められた記き憶おくが肌に残っている。全身の細さい胞ぼうが彼を受け入れる準備を始めたように熱くなった。

「ぼくも……、きもちよく、なりたいです……」

　口づけながら、レドワルドはサーシャの寝しん衣いを剝はいでいく。大きな手で胸をつかまれ、熱い吐と息いきが漏もれた。

　体の奥でなにかが目覚めてむくりと頭をもたげ、昨夜覚えた快楽を貪むさぼろうと待ち構えている。自分の中に知らない獣が生まれたようだった。

　淫いん欲よくに、頭が支配されていくのがわかる。これが発情────！

「はふ……、はぁ……」

　酸素が欠けつ乏ぼうするほど熱心にレドワルドを貪り、離れた唇くちびるの間に唾だ液えきが糸を引いた。

　レドワルドは恍こう惚こつの表情をするサーシャを眺ながめ、

「おまえのその……」

　親指でサーシャの濡ぬれた唇をなぞる。サーシャの舌が伸のび、指先をちろちろと舐めた。

「口を犯して欲しそうな表情が、たまらなくそそる」

　淫いん蕩とうに目を細めたレドワルドが口を大きく開き、伸ばした長い舌をサーシャの口腔に挿さし入れた。

　尖らせた舌を出し入れされると、男根を抽ちゆう挿そうされているような錯さつ覚かくに陥おちいる。サーシャは唇を窄すぼめて舌に吸いついた。

　唇をこすって前後する濡れた肉の感かん触しよくに陶とう然ぜんとする。奥まで這入はいってくるたび舌を舐めるとすごく感じる。

「きもちい……、レド……」

　蜜みつを滴したたらせる後こう孔こうがこすられると気持ちがいいことに気づき、無意識に腰こしが動いてしまう。たくましい腿ももに尻しりをすりつけ、恥ち骨こつを突つき出すように前後する。

　ちく……、ちゅ……、とかすかな音がして、いっそう甘い香かおりが際きわ立だつ。一人淫いん戯ぎの仕草になっていることは、知識のないサーシャにはわからない。ただ気持ちよくて止められない。

　レドワルドの舌を吸いながら、必死に腰を揺ゆり動かした。

「う……、ん、あ……、んん……」

　気づけば、寝衣は床ゆかに落ちていた。

　レドワルドはまだ服を寛くつろげてもいないのに、自分だけ全ぜん裸らを晒さらしている羞しゆう恥ちに肌はだが燃える。

「もっと熱いの、舐めたい……」

　ズボンの上からレドワルドの男根を探さぐると、木の根でも入っているのではないかと思うほど硬い塊かたまりが、布を押し上げていた。

　サーシャはこくりとのどを鳴らし、レドワルドの脚あしの間にしゃがんで床に膝ひざを突つく。

　甘い芳ほう香こうが寝しん室しつを満たし、とっくにぬかるんでいる後孔から滲しみ出た蜜液が、レドワルドのズボンに染しみを作っていた。

　発情の匂においが脳に染みてくらくらする。

「こんなこと、貴族の娘むすめたちにさせたら卒そつ倒とうするな」

　悪あく辣らつそうな笑えみを浮かべながら取り出した男根は、育ちきって天を衝ついていた。

　隆りゆう々りゆうと冠かんむりを広げる円えん錐すい形の亀き頭とうも、根もとにいくにつれ極ごく太ぶとになる棘とげだらけの茎くきも、昨夜見た通り。

　成せい獣じゆうの匂いを振ふりまく男根にむしゃぶりついた。

「ふぅ……、ん……、あつい……」

　棘だらけの茎を下から舌の表面で舐め上げると、棘の一本一本に唾液が絡からんで淫みだらに濡れる様に興奮した。先せん端たんの小こ孔あなから溢あふれる透とう明めい液を啜すすると心が恍惚とする。

　サーシャが動くたび、首もとの鈴すずがちり、ちり、とかすかな音を立てた。

　小さな口をめいっぱい広げて、吞のみ込めるだけ奥まで雄おすを詰つめ込む。

　口の中にレドワルドがいると、すき間を埋うめられているようで安心する。

「そんなに美味うまいか？」

　もともと閨ねやごとの知識などないサーシャには、なにが恥はずかしくてなにが禁きん忌きの行いなのかわからない。わからないから、欲よく望ぼうに素す直なおに従う。

　こくんと頷うなずけば、黒くろ豹ひようはごちそうを前にした獣の仕草で上うわ唇くちびるを舐める。

「また口の中に出されたいか？」

　昨日はなにか白いものを出された気がする。

「白いの……？」

「精だ」

「精……？」

　ぼんやりと繰くり返すサーシャに、レドワルドはおかしそうに笑った。

「自分で陰いん茎けいをこすって白い体液を出したことはないか？」

　首を横に振った。

　レドワルドはますます笑みを深くする。

「なんの知識も与あたえていないとは、潔けつ癖ぺきなデューゴー伯はく爵しやく夫人らしい。男にはたまらんな」

　そう言ってサーシャの腕うでを引くと、寝ね椅い子すに乗り上げさせた。

「昨日みたいに自分で孔を弄いじって、私を誘さそってみろ」

　さすがに陰いん部ぶを晒すのは恥ずかしい行為だという意識はあるが、それすらも発情に曇くもった頭では快感をいや増した。

　なによりそこに欲しいから。レドワルドの言う通りにしたら気持ちよくしてもらえる。

「み……て……」

　寝椅子の上では脚を開きにくかったので、後ろを向いた。寝椅子の背もたれに手をかけ、尻を突き出し、上半身をひねって肩かたごしにレドワルドを振り向く。

　青い瞳を切なく潤うるませ、欲しがって腰を揺らした。

「ここ……、ほしい」

　揃そろえた中指と薬指を、ゆっくりとぬかるみに沈しずめる。

「う……、くん……」

　いきなり二本挿いれても、昨夜の快楽を覚えている体は柔じゆう軟なんに受け入れる。こすられると気持ちいいと知った体は、刺し激げきを求めて勝手に揺れ始めた。

「はぅ……、あん……、いい、ここ……、もっと、おくにも……」

　不器用な指遣づかいを、レドワルドは淫いん猥わいな笑みを浮うかべながら見ている。見られていると思うとますます体温が上がり、肌が薄うす紅べに色いろに染まった。

「無む垢くな顔をして、娼しよう婦ふでもなければしないようなことをする。誰だれに教えられたわけでもないのに、これがオメガの本能か」

　サーシャの二本の指が犯おかす淫いん孔こうに、レドワルドの指が潜もぐり込んでくる。

「ああああっ！」

　レドワルドの指はサーシャを奥まで貫つらぬき、ぐるりと内ない壁へきをなぞり、ときに折り曲げて爪つめで粘ねん膜まくを引っかいたりしながらサーシャを翻ほん弄ろうする。

　そして……。

「覚えろ。ここがおまえのいい場所だ」

　陰茎のつけ根に近い前壁をこすられたとき、失禁するような快感が走った。

「ひゃうん！」

　思わず尻が跳はね、細い背を弓なりに反らした。

　逃にげを打とうとする腰を抱かかえられ、二本目の指をねじ込まれる。そのまま激しく抽挿しながら前壁をこすられれば、頭の中に火花が散った。

「あ────っ、っ、あ、あ、あ、やあっ、やああ、だめえぇっ…………！」

　背もたれをつかんでいられず、ずるずると座面に手をついた。仔こ猫ねこが背せ伸のびをするように腰を突き出したまま背を伸ばし、寝椅子に爪を立てる。

　突き込まれるたびシャンシャンと鳴る鈴が、余計にサーシャを煽あおった。

「だめ……っ、そこ、いや……！　でるっ、おしっこ……、でちゃう……！」　>>>♥

　強制的に快感を与えられ、陰茎の根もとを体の内側から刺激されて尿によう意いが盛り上がる。

　陰茎の先がずきずきする。

　なにかの塊が先端に向かって集まっていく。

「いや、だめ……、も……、ぅ……、いやあああぁぁぁっっっ────…………！」

　下腹に解放感が広がったとたん、腰から下ががくがくと揺れた。

「んあぅ……、ああ……、あ、…………、ぅ…………」

　排はい泄せつの衝しよう動どうが収まると、涙なみだが浮かんできた。

　レドワルドがサーシャを抱だき起こし、胸に抱え込んで頭を撫なでる。

「どうした。よすぎて泣いてるのか」

　サーシャはレドワルドの胸に顔を埋め、くぐもった声で泣きながら謝った。

「ごめんなさい……、お、おもらし……、して……」

　信じられない。

　排泄の躾しつけだって伯爵家に引き取られたときには終わっていて、一度もベッドを汚よごしたことなんかなかったのに。

　しかもすごく気持ちよく出してしまった。恥ずかしくて消えてしまいたいのに、発情した体はまだ火照ほてってレドワルドに貫かれたがっている。

　やっぱり自分はだらしのない獣けものなのだ。人間みたいな形をしていても、排泄も発情も抑おさえられない。こんなんじゃ父と母に捨てられるのも当然だ。

「昨夜も出したのに覚えていないのか。さっき教えてやっただろう？　これは精だ、尿じゃない」

「精……？」

　見れば、寝椅子には白い液体がこびりついていた。

　レドワルドはサーシャの精を人さし指ですくうと、目の前で親指とすり合わせてから指を開いた。黒い毛に絡んだ白が目立つ。

　白い糸が引いて、よくわからないけれど、いやらしい眺ながめだと思った。

「子を作る種だ。これを体の中に撒まいてやれば、おまえの発情は一いつ旦たん落ち着く」

　昨日もそう言われたと、かすかに記き憶おくに残っている。

　きっとレドワルドがサーシャの口の中に出したのと同じものだ。じゃあ、自分はお漏もらしをしたのではないのだ。

「心ここ地ちよくなって射精するのは当たり前の反応だ」

　肯こう定ていしてもらえて、安あん堵どから再び欲よく情じようの炎ほのおが勢いを増してきた。

　レドワルドにも気持ちよくなってもらいたい。

「レドも、気持ちよくなって……。ぼくで……」

　寝椅子に浅く腰こしかけたレドワルドの腿ももを跨またぎ、肩かた口ぐちに額を寄せて体を密着させた。

　片手で自身の雄おす茎ぐきを支えるレドワルドに腰を支えられ、導かれながら後こう孔こうに亀頭をひたりと宛あてがう。

　欲しがりな肉にく襞ひだは亀頭を濡ぬらすほど蜜みつ液えきを溢れさせた。

「自分で腰を落としてみろ」

「ん……っ」

　ぐぬ……、と肉襞が割られ、広がりきった冠かんむりが入り口を押し広げていく。

「ああ……、あ……」

　早くも包み込もうとする肉にく壁へきの抵てい抗こう感がいい。

　蜜液が挿そう入にゆうを助けて、きついのに痛くない。

　いちばん奥まで収めきると、冠の縁ふちと茎の根もとの二カ所が大きく拡ひろげられているのがわかる。

「く……、ん……、はぁ……、あったかい……」

　肉にく孔あなで形を覚えたくて雄を締しめつけると、レドワルドののどが鳴った。

　レドワルドの両手がサーシャの双そう丘きゆうをつかんで揉もみしだく。同時に下から突つき上げられれば、摩ま擦さつがより激しくなって一いつ瞬しゆんで快楽の渦うずに吞のみ込まれた。

　レドワルドは、わざと前壁に雄が当たるようにサーシャの腰を動かす。

　さきほどの弱い部分を亀き頭とうの冠と棘とげでこすられて、獣のような悲鳴を上げながら背をしならせた。

「あああっ、ああぁぁぁああっ、あぁ────……っ、そこはっ、しろ、いの……、でるからぁっ……！」

　叫さけびを上げてのけ反るサーシャののどを、レドワルドがざらりと舐なめ上げる。舌の感かん触しよくが獣じみていて、自分もレドワルドも獣同士の交こう尾びをしている気がした。

　揺ゆさぶられるごとに鳴る鈴すずを、レドワルドの舌がつつく。

「いやらしい音だ。おまえが突き上げられている音だぞ」

　意識させられると、まるで鈴の音にまで犯されているようだ。

　そのためにつけられているのかと思ったら、快楽で膨ふくれ上がった頭が羞しゆう恥ちでかき混ぜられた。

「やあっ、とって……、これ、とってぇ……！」

　もつれた舌で懇こん願がんしてもレドワルドは構わず、性器にでもするようにねっとりとした舌遣いで鈴を愛あい撫ぶする。

　鈴の音が脳に染しみ込む。

「今に鈴の音を聞いただけでここを濡らすようになる」

　レドワルドの指が、男を咥くわえこんで泡あわ立だつ結合部を撫でた。

「ああ……」

　躾しつけられている。

　この人が新しい飼い主なのだと、体に刻み込まれている。自分は淫いん猫ねこになってしまったのだ。

「レド……、レド……ッ！」

　レドワルドの手がサーシャの腰を強く押さえつけ、奥まで吞み込ませながら腰を回す。

　肉壁を棘でぐるりと削けずられる強きよう烈れつな快感と、子を孕はらむ器官の入り口をこねられる目も眩くらむ悦えつ楽らくに、サーシャは全身を痙けい攣れんさせながら精を噴ふき上げた。




　　　　＊




「光の方を向いてください」

　部屋は充じゆう分ぶん明るいけれど、サーシャはネイサンに言われるまま顔を窓の方へ向けた。サーシャの向かいにはネイサンが、その隣となりにはレドワルドが立っている。

　城へ連れて来られてから一週間が経たつ。

　サーシャが発情するたびレドワルドが宥なだめてくれ、やっと発情期が抜ぬけて昨晩は初めて一人で自室のベッドで寝ねた。　>>>♥

　隣の部屋にはレドワルドがいてくれたから怖こわくはなかったが、彼の体温がないのがとても寂さびしかった。

「……やはりキトンブルーのままですね」

　ネイサンが真しん剣けんな表情で言うので、不安になった。

「あの……、ぼくはなにかの病気ですか」

　オメガならば、発情期が来て成人すれば瞳ひとみの色が変わるはずだ。

　ネイサンはレドワルドに、なにかを尋たずねるような目を向けた。レドワルドは大して興味もなさそうに肩かたを竦すくめる。

「どっちでも構わん。もともと面めん倒どうはみるつもりだった」

　ネイサンは眉み間けんに皺しわを寄せて嘆たん息そくし、

「ご自分のことだというのに……」

　額に手を当てて頭かぶりを振ふった。

　サーシャの質問には答えてもらえなかった。

「できればこのまま部屋に隔かく離りするか、別宅を与あたえてそこにお通いになるのがいいとは思いますが」

「別宅では目が届かない」

「そうですね……、万一のことがあっては……」

　自分の処しよ遇ぐうについて話し合っているのだろうか。

　サーシャの胸にじわりと不安が広がった。発情期が終わるまでは体を宥めてくれたけれど、もう終わったから手放される？

「閉じ込める気もない。罪人ではないのだぞ」

　ネイサンはますます難しい顔をした。

「では木を隠かくすなら森、と言いますが、他ほかにも仔猫キトンを何人かご用意いたしますか？」

「サーシャだけを自室に呼べばかえって目立つ。他の仔猫が怪あやしむだろう。一人の方が都合がいい」

「ごもっともです」

　サーシャには会話の内容がわからないが、幼い頃ころから貴族の会話が理解できずとも口を挟はさまぬよう教えられてきたので、なにも言わなかった。

　ネイサンはしばらく考え込んでいたが、腕うでを組んだまま表情を変えないレドワルドを見て嘆息した。

　そして気持ちを切り替かえたように背筋を伸のばし、サーシャに向き直る。

「サーシャさま。今までご不自由な思いをさせて申し訳ありませんでした。今日から城内の一部の場所へは移動できるよう、取り計らわせていただきます」

「いいんですか？」

　サーシャは目を輝かがやかせた。

　自室と隣のレドワルドの寝しん室しつしか行動を許されていないことは、それほど不自由とは思わなかった。どちらにしろ発情期間中は日中でも体がだるくて、ほとんど寝て過ごしていたから。

　けれど退たい屈くつはどうしようもなかった。ここには話し相手もいないし、伯はく爵しやく家の自室にあったようなおもちゃもない。

　伯爵家では、暇ひまなときは楽器の練習をしていることも多かったが、最初にサーシャの存在を秘ひ匿とくすると言われたので、音がするものは希望してはいけないと思った。

　レドワルドが戻もどってくるのを、毎晩どれだけ心待ちにしていたか。

「ただし、いくつか条件があります」

　なにをさせられるのだろう、と身構えたが、条件はそんなに難しいものではなかった。

　ひとつ、決して首輪を外さないこと。

　ひとつ、王と関係を持っていることは秘密にすること。

　ひとつ、まだ発情期前の仔猫のふりをすること。

「要するに、ただの仔猫ということにしてください。レドワルドさまが気に入って伯爵家から譲ゆずり受けたことにいたします。慣れるまでは、私かレドワルドさまと行動を共にしていただきますので、お忘れなく。迷子になられても困りますからね」

「わかりました」

　部屋の外へ出られる、と思うだけでわくわくした。

　姿を見られてはいけないと言われていたので、窓辺にもほとんど近づかなかった。外から見えないよう、こっそり空を見上げていたくらいだ。

「では私が城を案内するとしよう」

　レドワルドに言われ、

「はい！」

　嬉うれしくてぴょんと飛びついたところをネイサンに面めん食くらった目で見られ、サーシャは恥はずかしくて首を竦めた。

　伯爵家だったら礼れい儀ぎ作法の家庭教師にたしなめられているところだ。あまりにも子どもじみていた。いくらでも優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをしたり、礼を言ったりできるのに、レドワルドが相手だと心のままに動いてしまう。

「なにも王自ら……、私がご案内いたします」

「私が連れ歩いて、私の猫ねこだと周知させた方がいいだろう」

「そうですが……」

　ネイサンは渋しぶい顔をしたが、レドワルドは構わずサーシャの肩を抱だいて歩き始めた。










　城内は、サーシャにとってどこもかしこも目新しかった。

　そもそも壁かべが灰色の石でできていて丈じよう夫ぶそうだ。伯爵家の館やかたは土と木でできていた。

　使用人の他に、兵士とわかる人たちもたくさんいる。兵士はみなレドワルドを見ると踵かかとを打ち鳴らして敬礼し、使用人は深々と頭を下げた。

　さすがに兵士が姿勢を崩くずすことはなかったけれど、ほとんどの使用人たちは好こう奇き心しんが隠しきれず、こっそりサーシャを盗ぬすみ見ていた。

　でも品評会やパーティーのせいで、見られることに慣れているサーシャは気にならない。

　それよりも間近で兵士が見られることに興奮した。

「すごい！　本当に戦争に出ていた人たちなんですか？　怖くないですか？　話しかけても怒おこられないですか？」

　頰ほおを薔ば薇ら色いろに染めて尋ねるサーシャに、レドワルドは苦く笑しようしながら答えた。

「怒りはしない。気の利きいた返事ができるやつは少ないだろうが」

「腰こしにつけてるの、あれ本物の剣けんなんですよね？　飾かざりじゃなく。お父さまは壁にかけておく剣しか持っていなくて……」

　言ってから、自分は捨てられたのだということを思い出した。

　とたんにしゅん、と萎しおれたサーシャをちらりと見たレドワルドは、大きな手でくしゃりと頭を撫なでた。

「あとで本物の剣を触さわらせてやる」

「本当ですか？」

　ああ、と薄うすい笑えみを浮うかべた黒くろ豹ひようの横顔にきゅんとした。

　元気づけようとしてくれたのだ。捨てられたことは悲しいけれど、やさしい人に拾ってもらえてよかった。

　ポッと温かいものが点ともった胸から喜びが逃にげないよう、手でそっと押さえた。

　それからも城の中を見て回り、いちばん興味を惹ひかれたのは図書室だった。

「本がいっぱいある！」

　暗い大きな部屋の灯あかりを点つけると、床ゆかから天てん井じようまでびっしりと本の並んだ本ほん棚だなが、壁を覆おおい尽つくしていた。

「本が好きなのか？」

「絵本しか読ませてもらったことないんです。余分な知識は害になるからって」

「害？　知識を持つことがなぜ悪い」

　レドワルドは気に入らなそうに額に縦皺じわを刻んだ。

　サーシャは困ってしまって、顎あごを引く。幼い頃からそう言われてきて、疑問に思ったこともないのだ。

「ごめんなさい……」

「謝るな、おまえのせいではない。思考を深めるには知識と経験が必要だ。おまえにはその機会がなかったのだな。本を読みたいか？」

「それは……。レドがいいって言うなら……。でも、文字は簡単なものしかわかりません」

「読みたいなら読めばいい。わからない単語は教えてやる」

　本を読んでもいい？

　文字を教えてもらえると聞いて、期待で胸が膨ふくらんだ。母や使用人に読み聞かせてもらった物語を自分で読んだり、もしかしたら手紙も書けるようになるかもしれない。

　親切でやさしくて、あらためて素す敵てきな人に拾われたと思った。

「ありがとうございます、レド。大好き」

　レドワルドは面食らった顔をし、それから手で口もとを覆って横を向いた。

「レド？」

「いや……、なんというか……。そんなに真っ直すぐ好意の言葉を向けられたのは初めてだ……。いやいや、こいつは箱入りの仔猫キトンだったからであって、深い意味は……」

　最後の方は独りごとのようにぶつぶつ呟つぶやくだけになった。

　いつも伯爵や夫人に大好きと言っていたので自分的に違い和わ感かんはないのだが、おかしかったのだろうか。

　レドワルドはわざとらしく咳せき払ばらいをすると、本棚から児童向けの本を一冊抜ぬき取った。

「まずは簡単な本がいいだろう。これは難しい単語も使っていないから、初めて読むのにちょうどいい」

　レドワルドが選んでくれた本を大事に胸に抱かかえ、図書室を後にした。扉とびらを出るときにもう一度室内を振ふり向き、いつかこの部屋の本が全部読めたらな、と思った。










　城は広く、一度ではぜんぜん覚えられない。

　一週間も部屋から出なかったサーシャは歩いているうちに疲つかれてしまって、厨ちゆう房ぼうで菓か子しと飲みものをもらってひと休みした。

「えらいべっぴんさんの猫ですねえ」

　懇こん意いにしているらしい料理人が、興きよう味み津しん々しんでサーシャを見る。

　こんなふうに声をかけられてレドワルドが怒らないかとはらはらしたが、鷹おう揚ような黒豹王は、

「そうだろう。自じ慢まんの仔猫だ」

　軽く言葉を返した。

　サーシャが彼の愛あい称しようを呼び捨てにしても怒らなかったのだから、さもありなんと思う一方で、あらためて心の広さに感かん嘆たんする。

　父は使用人の態度には厳しかった。目下の者が軽口など、許される空気はなかった。

　レドワルドはさぞ臣下に慕したわれているのだろうと思う。

「しっかし陛下が仔猫を飼うとはねえ。いい加減、お子ができなくて寂さびしくなりましたか」

「こら、人を年寄り扱あつかいするな。私はまだ三十だ」

　だが貴族なら、早ければ二十歳はたちになる頃ころには子どもがいても不思議はない。女性に至っては十代半ばで結けつ婚こんして子どもがいることも多い。

　必ず跡あと取とりが必要な王族なら、この歳まで子がいないのは遅おそいのではないか。

「だってあれだけの美女を後宮に揃そろえてるってのに、めったに通われないんだから、もったいない話ですわ。俺だったら、毎晩入りびたりますけどね。とっかえひっかえ」

　料理人は、まるで女性の乳を揉もむような手つきをする。

「どうも色ごとには興味が持てぬのでな」

　サーシャとは毎晩あんなにいやらしいことをしたくせに！

　さすがに口には出さなかったが、サーシャが物言いたげに横目でレドワルドを見上げると、にやりと笑ってみせた。

　料理人は頭を抱えて、「あー、もったいない！」と叫さけんだ。

「まあ、代々ハーデク王家はお子ができにくいですから、陛下も諦あきらめずに頑がん張ばってくださいよ」

　ゆったりとした笑みを返した王は、空になったカップを料理人に渡わたして立ち上がった。

「いずれ黒豹の赤子を見せてやる」

「期待してますよ」

　料理人が手を振りながら二人を見送った。

　レドワルドはサーシャの歩ほ幅はばに合わせて、ゆっくりと歩いてくれる。

　最後に連れて行かれたのは、礼拝堂だった。それほど広くはなく、王族が私的に使うものだと思われた。壁かべ際ぎわに美しい装そう飾しよくを持ったオルガンが置いてある。

「亡なくなった母が使っていたものだ」

「レドのお母さまが？」

　よく手入れをされたオルガンは、埃ほこりひとつなく磨みがかれていた。

「ああ。母と言っても、育ての母だがな。産みの母の顔は知らない」

　淡たん々たんと話しているが、横顔が寂しそうに見える。母を追つい憶おくしているのかもしれない。

「やさしい方だったんですね」

「そうだな。本当の子どものように可愛かわいがってくれた」

　こんなに強そうな人でも、母を失くすのは寂しいのだ。

　どうしていいかわからないけれど、なんとか慰なぐさめたくてレドワルドの上着のすそをぎゅっと握にぎった。

　切ない目で見上げれば、レドワルドの目もとがふっと弛ゆるむ。

「なんだ。慰めてくれるつもりならベッドの中でいいぞ」

　そんな言葉が本気でないことは、目を見ればわかる。

「ぼくも、産んでくれた母の顔は知りません」

「そうか」

　極北の国から来たオメガだと聞いた。きっと母国から連れて来られて、とても怖こわくて不安だったに違ちがいない。家を追われたサーシャみたいに。

　でもサーシャはレドワルドに拾われた。さっきもサーシャを元気づけようとしてくれたやさしいこの人に、なにか恩返しがしたい。

「弾ひいていいですか」

「弾けるのか」

　意外そうに言われ、少しおかしかった。

　文字も読めないサーシャが、オルガンを弾けるのが不思議なのだろう。

「仔猫の品評会で特技を披ひ露ろうするんです。ぼくは音楽が得意だったので、歌と楽器を覚えました。オルガンは正直、あまり上手じゃないんですけど……」

　しかもしばらく弾いていない。

　いちばん得意な笛と比べれば上手ではないという程度で、そこそこの腕うで前まえではあると思うが、楽器はしばらく練習しないとすぐに勘かんが鈍にぶってしまう。王に聞かせるに足るものが弾けるかどうか。

「構わん。久しぶりにオルガンの音色を聞きたい」

　箱にしまってあった楽がく譜ふを取り出すと、幸いサーシャが知っている曲がいくつかあった。中でもいちばん好きな曲の楽譜を取り出す。

　一いつ緒しよに覗のぞいていたレドワルドが、嬉うれしそうに言った。

「これを弾けるのか？　母のいちばん好きな曲だった」

「はい」

　よかった。これなら失敗はないだろう。

　サーシャは背筋を伸のばし、息を吸って、鍵けん盤ばんに指を載のせた。きちんと手入れをされたオルガンの音色は澄すんでいる。

　鍵盤の遊びが大きなオルガンは、弾き手の感情が音色に乗りやすい。純じゆん粋すいに彼を慰めたくて、心を込めて弾いた。

　礼拝堂に清せい廉れんな音が響ひびき、心が透とう明めいになっていく。

　彼はどんな子ども時代だったんだろう。美しくやさしい母が、小さな黒くろ豹ひようが遊ぶ姿を目を細めて見つめる情景を想像する。

　レドワルドが母との想おもい出を反はん芻すうして、温かい気持ちになれたらいい。

　順調に楽譜のページをめくる。自分の思い描えがく画えと音の世界に没ぼつ頭とうした。ラストは幼子を抱だいて眠ねむる母の顔を想像する。

　だが。

　感情を込めるあまり、最後の難しい部分で音を外した。

　────しまった！

　外した音が礼拝堂に響き渡り、せっかくの余よ韻いんが間の抜けたものになってしまった。

「…………ごめんなさい」

　レドワルドの想い出を汚けがしてしまったかもしれない。

　申し訳ない気持ちでレドワルドを振り向くと、目を丸くしていた黒豹の顔がだんだんと崩くずれていき────。

　ぶふっ、と口を押さえて噴ふき出した。

「お……、おまえ……っ！　それっ、そこ……、母もいつも、そこで音を外したんだ！」

　腹を抱かかえんばかりの勢いで笑い転げている。

　サーシャは呆ぼう然ぜんとレドワルドを見つめていたが、彼があんまり笑うので、とうとう一緒に笑い出してしまった。

　よかった。レドが喜んでくれたなら嬉しい。

　ひとしきり笑い終えて、また目が合うと二人で笑った。

「ああ、久しぶりにこんなに笑った」

　温かな目をしたレドワルドは後ろからサーシャを抱だきしめ、頰ほおをすり寄せる。黒豹のひげがちくちくして痛いのが嬉しかった。

「ありがとう」

　初めて頰にされたキスは、今まででいちばんどきどきした。
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　自室でノートを広げて首を傾かしげていたサーシャは、午後の茶と菓か子しを持ってきたネイサンを捉つかまえて質問した。

「ネイサンさん、この計算はどうして９になるんですか？　ぼくが教えてもらった計算の法則だと１になると思うんですけど」

「え……、ああ、なるほど。そうも見えますね。この場合はここにあるはずの記号が省略されているから……」

「あ、じゃあこっちを計算したあと、左から順番に計算していけばいいんですね」

　納なつ得とくしたサーシャは、次の問題に取りかかる。

「ここの角度がこっちと同じだとすると……」

　ぶつぶつ呟つぶやくサーシャに苦く笑しようしたネイサンは、いい香かおりのする茶をテーブルに置いた。

「そんなに勉強が楽しいですか」

「はい、すごく」

　顔を上げ、きらきらした目で答える。

　勉強は楽しい。レドワルドが選んでくれた本を読み始めると同時に、ネイサンからは数学を教えてもらえることになった。

　どちらも楽しくて、ネイサンやレドワルドに声をかけてもらわないと、寝しん食しよくも忘れて没頭してしまうほどだ。

　最初は簡単な足し算と引き算だけの問題が書いてあるノートをもらったが、あっという間にできるようになり、少しずつ複雑な計算式が増えている。

　わからないものがわかるようになっていくのはとても楽しくて、もっともっと勉強をしたいと思う。

「勉強熱心なのは結構ですが、あまり根を詰つめると疲つかれてしまいますよ。適度な休きゆう憩けいは必要だと何度も申し上げておりますが」

「ごめんなさい……」

　首を竦すくめてノートを閉じた。

　楽しくて、つい時間を忘れてしまってはネイサンに注意される。

　ネイサンは城の決められた場所しか行動を許されないサーシャが退たい屈くつしないかと心配してくれるが、部屋で本を読んだり問題を解いたり、せいぜい図書室と礼拝堂に足を向ける程度のサーシャにはなんら不自由はない。自室とレドワルドの寝室、そして寝室から出られる王専用の庭があれば充じゆう分ぶんだ。そこで軽く運動をしたり、木こ陰かげで昼ひる寝ねをしたりする。

　ネイサンが持ってきてくれた大好きな甘いケーキを食べ、茶を飲んでひと息ついていると、公務の合間に時間のできたらしいレドワルドが部屋に戻もどってきた。レドワルドは時間ができるとサーシャの顔を見に来てくれる。

「おまえが読みたいと言っていた本の続きが手に入ったから、持ってきたぞ」

「えっ、竜りゆうのお話ですか？」

　頷うなずくレドワルドに飛びついて礼を言った。

「嬉しいです、ありがとうございます！」

　本はなんでも面おも白しろい。物語はもちろん、地図だってサーシャには珍めずらしくて興味深い。歴史や宗教などの難しい本はまだ読めないけれど、知らないことがたくさんあると思うとそれすらもわくわくする。

　今は物語に夢中である。自分が主人公になったつもりで、いろいろな世界へ行ける。

　ときに自分は魔ま法ほう使つかいになり、騎き士しになり、少女になったりする。冒ぼう険けんをして、謎なぞを解き、空だって飛べてしまう。

　その中でも気に入っているのは、少年が竜の背に乗って旅をする物語である。何冊も続いている物語で、この前は怪け我がをした友達の竜とはぐれてしまって絶体絶命の危機に陥おちいっているところで終わっていた。とても続きが気になっていたのだ。

「あの、あの……、すぐ読んでもいいですか？」

　本を胸に抱えてそわそわと上うわ目め遣づかいをするサーシャに、ネイサンは苦笑しながら肩かたを竦めた。

「部屋に灯あかりを点つける時間になったら止やめてくださいね。暗い中で読書をすると、目を悪くしますから」

「はい」

　早さつ速そく本を開き、読み始めた。

　隣となりでは、ネイサンがレドワルドに茶を勧すすめている。レドワルドは読書をするサーシャの隣に腰こしを下ろした。

「わからない言葉があったら聞け」

　素す直なおに頷き、読書を進める。

　数行読んだところで、どういう意味だっけと思う単語が出てきた。でもこの単語には見覚えがある。以前一度教えてもらったはず。

　サーシャはいつも使っている箱を取り出し、ネイサンに教えてもらった単語を書き記した紙の束を取り出した。

　単語を教えてもらったらいつも紙に書き出して、読み方と一いつ緒しよに意味や使い方、ときには絵も添そえて自分でわかりやすいようにしている。一枚の紙にひとつの単語だけ。

　それをアルファベット順に並べて、すぐに見つけられるようにしているのだ。ノートに書いていくと、単語が増えたときどこに書いたかわからなくなってしまう。これなら単語が増えても順番を入れ替かえればいい。

「それはなんだ」

　レドワルドに尋たずねられ、自分のもの知らずを恥はずかしく思っているサーシャは、ほんのり頰ほおを赤らめながら紙束を見せた。

「教えてもらった言葉を書いておいてるんです。これなら、一度聞いたらつぎは聞かなくて済みますし……」

　忙いそがしいネイサンは、サーシャの側そばについているときでもよく書類仕事をしている。そんな彼に、同じことを何度も聞くのは申し訳ない。

　それでなくとも、自分はわからないことだらけで質問ばかりなのだ。だからせめて同じ質問を繰くり返さないようにと、紙をもらって自分で小さく切り、単語の束を作って手もとに置いている。

「しかもアルファベット順に並べているのか。なるほど、これは使いやすい。よく考えたな」

「サーシャさまはもの覚えがよく、勉強熱心です。ご自分で考えて工く夫ふうもできますし、なにより勉強を楽しんでいらっしゃいます。きちんと教育を受ければ、専門的な高等学問も身に着けられそうですね。そうしたら私の仕事も手伝ってもらいたいくらいです」

　二人に褒ほめられ、照れ臭くさくて頰を赤らめながら口もとを弛ゆるめた。

　サーシャが作った単語の紙束を眺ながめていたレドワルドが、ふと思いついたように言った。

「これをまとめたら、初等教育を始める子どもたちの手助けにならないか？」

　ネイサンはかすかに目を見開き、

「失礼」

　と紙束を手にしてじっくり見始めた。

　あまりに真しん剣けんに丁てい寧ねいに見るので、サーシャは恥ずかしくなって首を竦めてしまう。字も下手でたどたどしくて、もしかしたら自分にしかわからない書き方かもしれない。

　しばらく真剣に見ていたネイサンが、やがてサーシャを見た。

「……いいかもしれません。解説書や字の読み方について書かれた本はありますが、単語そのものの読み方と意味だけを集めた本はありません。しかも順に並んでいれば、アルファベットを覚えた子どもなら誰だれでも簡単に調べられます。こうやって例文や絵も載のせればなおさら理解度は深まる……。素す晴ばらしい着眼点です。もっと単語を集める必要はありますが、ぜひ前向きに考えたいと思います。この手法をいただいても構いませんか、サーシャさま？」

　社交辞令でなく求められたことに、サーシャの胸がどきどきと鳴った。

「あのっ……、じゃあ、ぼくにお手伝いさせてもらえませんか？　下手ですけど絵も入れられます」

　絵は音楽ほどではないが、家庭教師にも褒められた。

「それは……、していただけたら助かりますが、単語をひとつひとつ拾っていくのは膨ぼう大だいな量になりますよ？」

「構いません。今も同じようなことをしてますし、自分も勉強できますから」

　なにより、誰かの役に立てるかもしれないと思うとやりたくてたまらない。

　飼かい猫ねこの自分が、甘える以外のことができたら……。

「では、サーシャさまには初等教育で使う教本と資料をお持ちします。ご自身も勉強をしながら、単語を抜ぬき出していただけたらと思います。中等教育以上に向けても、そういった単語の解説のみの本があるといいですね。誰か選定して編へん纂さんしたいと思います。時間はかかるでしょうが、将来的にとても役立つものができるでしょう」

　みんなが勉強をするときにその本を使うことを考えると、とても誇ほこらしく思えた。

「おまえの初仕事だな。私も楽しみになってきた」

　ぽん、とレドワルドに頭を撫なでられ、幸せな気持ちでいっぱいになる。

　仕事────自分に可愛かわいがられる以外の仕事を任せてもらえるなんて。

　初めて、自分が人間のような気がした。
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　サーシャの首に着けられた鈴すずが、動きに合わせてシャン、シャンと軽かろやかな音を立てる。

「んん……、やん……、やぁ、ここ、きもちいい……」

　ベッドに仰あお向むけに寝ね転ころがった大きな体に跨またがり、サーシャは仔こ猫ねこの鳴き声で喘あえぐ。自らレドワルドの雄おすを咥くわえこんで腰を上下させ、さんざん教え込まれた前まえ壁かべの膨ふくらみをこすり上げる。

　棘とげでかりかりと引っかかれると、意識が飛びそうなほど気持ちがよくて止められない。

「上手に腰を使えるようになったな」

　下からサーシャの痴ち態たいを見上げるレドワルドが、うっそりと笑う。

　ほとんど毎夜のようにレドワルドに求められ、発情期でなくとも抱だき合っている。

　最初は自分のいいところに当てられず、もどかしくて泣いてしまったりした。だがレドワルドに腰こし骨ぼねをつかまれて動き方を指南されるうちに、上手に快楽を追えるようになってきた。

　でも……。

「ね……、ねえ、レド、もう……、だして、いい……？　さき、に…………」

　息を乱しながら、涙なみだ目めで懇こん願がんする。

　レドワルドの剛ごう棒ぼうは貪どん欲よくで、いつもサーシャは先に達してしまう。若い体は快楽が暴走するのをそうそう止められない。

　レドワルドはときどき意地悪をする。自分より先に達したお仕置きだと言って、サーシャの敏びん感かんな陰いん茎けいの先をざらざらの舌で快楽責めにするのだ。

　泣き叫さけぶほど感じさせられてしまうそれは、甘い拷ごう問もんも同然だ。泣いて、溺おぼれて、何度も高みに昇のぼらされる。サーシャの射精したものをレドワルドが吞のみ込んでしまうのが、本当に恥ずかしい。

　でもそのぶん自分はこの人のものなのだと強く感じて、ますますレドワルドにのめり込んでしまうのだけれど。

「ああ、いいぞ。腰を回して、かき混ぜてみろ」

「ん……」

　レドワルドの腹に手をつくと、やわらかな黒い毛並みの下で、たくましく腹筋が割れているのがわかる。

　男らしさを感じると、きゅんとときめいて蜜みつ壺つぼが熱くなった。

　手をつき、いちばん奥まで男根を咥えた腰をぐるりと回す。

「んああっ……！」

　腹の奥がじゅわっと濡ぬれる。

　黒くろ豹ひようの下腹の毛に尻しりをすりつけるようにして、最さい奥おうを男根の先せん端たんでぐちゃぐちゃにかき混ぜた。

「ああ……、ああ……、いい、レド……、レド…………、ああぁぁぁ、あ────……っ！」

　びくん！　と腰こしを反らした瞬しゆん間かん、サーシャの雄お蕊しべから飛び散った白はく濁だくがレドワルドの黒い毛並みを汚よごす。

　数度に分けて噴ふき出した精は、サーシャがどれほど感じたかを示すように量が多い。

「く……、ぅん……」

　最後の一ひと滴しずくまで自らの手で絞しぼり出し、ぶるりと体を震ふるわせた。

　淫いん靡びな汗あせで濡れるサーシャの細い体を、レドワルドが支えて体位を変える。ベッドに四つん這ばいになって、頭を下げさせられた。

　後ろから激しく突つき込む獣けものの形は、レドワルドが興奮している証あかしだ。

　塡はめたままレドワルドが覆おおいかぶさってきて、小こ柄がらなサーシャはすっぽりと大きな体の下に隠かくれてしまう。

　視界に映る黒い毛に覆われた腕うでが、手が、本物の黒豹と繫つながっているように錯さつ覚かくさせられて、余計に淫みだらな気持ちが膨れ上がっていく。自分も彼も、快楽を貪むさぼる獣だ。

「もう辛つらいか？」

　耳じ朶だを舐ねぶりながらしゃべられ、ぞくぞくと肌はだを粟あわ立だたせた。

　達したばかりの体は敏感で、ときに感じすぎて辛くなってしまう。

　自分だってサーシャの中でびくびくと雄を震わせるほど我が慢まんの限界なのに、いつも気き遣づかってくれる。きっとサーシャが辛いから抜いてくれと言ったら、そうしてくれるのだろう。

　サーシャにお仕置きだと甘い責めをするときだって、本当にいやがったらすぐにやめてくれる。いやいやと鳴くのは口だけで、求めてしまっていることは知られているけれど。

　そんなやさしさに触ふれるたび、心が甘く潤うるむ。父や母に感じていたのとは違ちがう思し慕ぼが、心を満たしていく。

　彼の種を受けたいと、サーシャの体の奥底が貪欲に口を開いているのがわかる。

「だい、じょうぶ……、して……」

　か細い声で答えれば、レドワルドは獣の咆ほう哮こうを上げてサーシャを貪り始めた。

「あああああぁぁっ……！」

　火照ほてった体を棘だらけの雄で抉えぐり抜かれ、嵐あらしの海に落ちた木の葉のように揺ゆさぶられて悲鳴をあげる。

　重い快楽を叩たたきつけられるたびに鳴る鈴の音が、脳に染しみ込んでいく。

　頭上でぐるぐると唸うなりを上げるのどに、背に覆い被かぶさる熱い被ひ毛もうに、体中全部でレドワルドの存在を感じる。

「サーシャ……、サーシャ……！」

　自分を呼ぶ声に、心が歓かん喜きで震えた。

　求められている。嬉うれしい。

「あ……、すき……っ、すき、レド……！」

　レドワルドの腕がサーシャを力強く抱きしめ、いっそう激しく奥を貫つらぬく。指先から頭の中まで快感の波が広がった。

「く……、サーシャ……！」

　腹の中に熱いものが浴びせられた瞬間、サーシャの頭の中も真っ白に埋うめ尽つくされた。










　一いつ瞬しゆん気を失っていたらしい。

　気づけばレドワルドに腕うで枕まくらをされて、寄り添そって横になっていた。

「気づいたか。無理をさせたようだな」

　ぺろりと目もとを舐なめられ、くすぐったくて笑った。

　体にはだるさが残っているけれど、むしろ心ここ地ちいい疲つかれだ。快楽の余よ韻いんの残る体を、黒豹の温かい毛に包まれるのは気持ちがいい。

　頰ほおをすり寄せ、雄おす臭くさい汗の匂においを嗅かいだ。レドワルドの体は、汗に混じってどこか官能的な甘い香かおりがする。黒豹だからだろうか。

「尻尾しつぽ、触さわっていいですか？」

　すぐに長い黒尻尾が、さわりとサーシャの腰辺りを撫なでる。

　いつもはコートやマントの下に隠れている尻尾を弄もてあそぶのが、サーシャのお気に入りである。ベッドの中でだけ許される行こう為いだ。

　まるでそこだけで意志を持っているような尻尾をつかみ、撫で、手の中で動くのを楽しむ。

「尻尾触られるのって、どんな感じなんですか」

　自分にはないから不思議だ。

「腕を触られているのと変わらんな。楽しいか？」

「はい。レドの尻尾大好き」

「大好きか……。ケーキや本が好きというのと同じなんだろうな」

　苦く笑しようしているように見えなくもないが、ことあるごとにサーシャがレドを大好きと口に出すので、レドワルドももう慣れてしまったようだ。

「ケーキより好きです」

「本よりは？」

　本はサーシャの中でとても大事で大好きだけれど、レドワルドを好きという気持ちとは少し違う。でも上手うまく言葉で説明できない。

　どちらも好きで、比べられるものではないから、上も下もない。

「えっと……、同じくらい好き」

「同じ、か」

　笑いながらサーシャの髪かみを撫でたレドワルドは、額にキスをした。

「おまえといると落ち着く。私の周りはどうにも噓うそと建て前が多い。なんの飾かざりも噓もなく、ただ自分を好いて信しん頼らいして、甘えてくる存在がこんなに可愛かわいいとは知らなかった。愛あい玩がん動物に溺れる人間がいるのがわかるぞ」

　ぎゅっと抱だきしめられて、レドワルドは疲れているのだなと思った。

　当たり前だ。こんなふうに接してくれるから忘れそうになるけれど、彼は王なのだ。国を背負う責任がある。

　サーシャには想像もできない苦労や重圧があるのだろう。

　少しでも自分が彼を癒いやしてあげられたら……。

「レド、膝ひざ枕まくらさせてください」

　起き上がって脚あしを折って座り、自分の膝をぽんぽんと叩いた。

「私が？　おまえに膝枕をしてもらうのか？」

「だって、膝枕気持ちいいでしょう。ぼくはレドに膝枕してもらうと安心します」

　レドワルドは夜部屋に戻もどってきて寛くつろいでいるときに、ときどき膝で甘えさせてくれる。膝に載のせた頭を撫でてもらったり、その手を甘あま嚙がみすると幸せを感じる。

　レドワルドは複雑な顔をしながら、それでもサーシャの膝に頭を載せた。

　そういえばレドワルドの頭を撫でるのは初めてだと思いながら、自分がしてもらったら気持ちいいようにやさしく撫でた。

　黒くろ豹ひようのやや丸みがかった耳が、ぴくんぴくんと動く。

「……思ったより気持ちがいいものだな」

「そうでしょう」

　心地よさげに目を閉じたレドワルドの顔を、あらためて観察した。

　しっかりと通った鼻び梁りようの下には、耳に向かって大きく裂さけた口。野性的な魅み力りよくに溢あふれていて力強く美しく、それでいて知的で人間らしく見える。体だって黒い毛に覆われているのに、その下には人間と同じ形の筋肉を持つ。人と獣の完かん璧ぺきな融ゆう合ごう。

　こんなに神聖な存在がこの世にあるのだということに、感動すら覚える。

　見つめていたら、腹の底からぽこぽこと胸が疼うずくような感情がせり上がってきた。

「大好き……」

　意識せずほろりと言葉が唇くちびるから零こぼれた瞬間、今までよりもっと深い部分から愛情が溢れてきた。

　胸がつきんと痛むほど好きだと感じて、思わず自分の胸を手で押さえる。

「どうした？」

　目を開けたレドワルドを見たら、急に心臓が早はや鐘がねを打ち出した。

　明らかに違う種類の〝好き〟なのに、それを表す言葉がサーシャの中に見つからない。もっと本を読んで勉強したら、この気持ちを説明できるのだろうか。

　レドワルドを見つめながら、

「レド……、すごく、好き」　>>>♥

　結局そう言うしかない。

　レドワルドは笑いながら、また目を閉じた。

「私もおまえが好きだ。可愛いからな」

　違うのだけれど、レドワルドから初めて好きと言われたので、心がふわんと舞まい上がった。

　とくんとくんと鳴る心臓の音だけが、サーシャの耳に響ひびいている。

　まぶたを閉じた穏おだやかな顔を見つめていたら、このまま膝で眠ねむってほしくなった。気づけば、レドワルドの頭や頰を撫でながら、子こ守もり唄うたを歌い出していた。

　目を閉じたまま軽く笑ったレドワルドは、サーシャの手に自身の手を重ねた。

「母もよく歌ってくれた」

　しばらく聞き入ってから、ぽつりと呟つぶやく。

「不思議だな。子どもにしか思えなかったのに……」

　そっとサーシャの手のひらに口づけてから、手を握にぎり直した。

　そのままレドワルドから寝ね息いきが聞こえてくるまで、歌を口ずさみ続けた。




　　　　＊




　本からの単語の抜ぬき出しが終わると、サーシャは次の本を取りに図書室へ行く。

　初等教育で使う教本は決まっているけれど、その年とし頃ごろの子どもが読む本からも単語を抜き出すためだ。

　サーシャは図書室と部屋の往復だけで他ほかに足を向けないので、最近はネイサンもついて来なくなった。

　ネイサンもレドワルドも、呆あきれるくらいサーシャに対して慎しん重ちようだけれど、さすがに少しずつ目を離はなす時間が増えている。

　いつものように図書室を出ると、豪ごう華かなドレスに身を包んだ華はなやかな女性が数人の侍じ女じよを引き連れてこちらに歩いてきた。

　歳の頃は二十代中なか頃ごろか。

　美しく結ゆい上げた髪と、舞ぶ踏とう会にでも出席するような出いで立ち。とても美しい顔立ちをしている。貴族を見慣れているサーシャにはわかる。これは名のある貴族の令れい嬢じようだ。

　年ねん齢れいからいうと夫人の方が妥だ当とうだが、ドレスの色や形、装そう飾しよく品で未み婚こんだと判断した。

　女性はサーシャの前まで来ると、足を止めた。

　高こう慢まんに顎あごを上げ、居い丈たけ高だかにサーシャを見下ろしている。汚きたないものを見るような目に体が強こわばった。

「あなたが、陛下がお可愛がりになっている仔猫キトンね」

　澄すんだ声だが、氷のように冷たい。

　女性は閉じた扇おうぎの先でサーシャの顎を上げさせると、首輪に目をやる。そしてサーシャの瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

「キトンブルー……。幼く見えるけど、成長抑よく制せい剤ざいを飲んでいれば子どものような形なりをしているものだものね。あなたおいくつ？」

「じゅ、十七になりました……」

　誰だれだろう。怖こわい。

　パーティーに参加していた貴族たちが連れていた令嬢の中にはいなかった。

「そう。それくらいでしょうね。そろそろ発情期も来るんじゃないかしら。でも……」

　女性の瞳がぎらりと光り、突とつ然ぜん扇で横よこ頰ほおを叩たたかれた。

「あっ……！」

　驚おどろいたはずみに、床ゆかに転んで本を取り落としてしまう。

　頰の痛みより驚きの方が大きくて、呆ぼう然ぜんと女性を見上げた。なんでいきなり……。

　女性は燃えるような目で、サーシャを睨にらみつける。

「発情期が来ていなくても、脚を開くことはできるわよね。娼しよう婦ふみたいに。甘えた声を出して、毎晩陛下を引き留めているんでしょう？　陛下はただでさえ恬てん淡たんなお方なのに、あなたのような淫いん猫ねこがいたんじゃ、ますます後宮に足が遠のいてしまわれるわ。実際、もう何ヶ月もお出いでがないのよ」

　憎にく々にくしげな声で言い、持っていた扇でサーシャの肩かたを打った。

「淫猫が！　いやらしい体をして、陛下を誑たぶらかしているんでしょうっ!?　このまま発情期が来るのを待って、陛下のお子を身み籠ごもるつもりじゃないでしょうね！　淫猫の分際で！」

「つ……っ！　や……、やめて……」

　レドワルドと関係を持っていることは、秘密にしなければならない。

　けれど生まれてこの方、噓を吐つくことのなかったサーシャに否定の言葉は言えなかった。ただ口を噤つぐんだまま、丸めた背や肩を打たれ続ける。

「いいこと？　陛下があなたなんかを可愛かわいがっているのは、動物を飼ったこともないし、お子もいらっしゃらないからよ！　初めて小さくて弱いものが側そばにいるから、庇ひ護ご欲よくを駆かり立てられているだけ！　お子さえできれば庇護欲はそちらに向くんだから、あなたなんか用なしよ！」

　女性は自分の言葉により煽あおられたように、ますます激げき昂こうしてサーシャを叩く。

「陛下は早くお世よ継つぎを儲もうけなければいけないの！　陛下を変わり者のウィラードみたいに、後ろ指を差されるような人にしないで！　あなたなんか出て行きなさい！」

　ウィラード……？

「お止やめください、アデラインさま！」

　声とともに、自分に覆おおい被かぶさる影かげがあった。バシン！　と最後に一度音がして打ちよう擲ちやくが止む。

　急いで見上げると、間近にはサーシャを庇かばって打たれたネイサンの顔があった。ネイサンはサーシャを背に隠かくしながら、女性を見上げる。

「アデラインさま。誤解されていらっしゃるようですが、陛下が後宮へ通われないことと、このオメガとは関係がございません。陛下の可愛がっている仔猫にこれ以上危害を加えるなら、陛下のご不興を買うことになります」

　アデライン……。かすかな記き憶おくを呼び起こした。

　確か、七、八年ほど前に後宮入りしたギャレット子し爵しやくの令嬢ではなかったろうか。今の夫人ではなく、亡なくなった前夫人の令嬢だった。一度だけだが、サーシャもパーティーで見たことがある。

　当時は貴族一の美び貌ぼうを誇ほこり、妃きさき候補の筆頭と言われていた。

　デューゴー伯はく爵しやく家では後宮に捧ささげられる娘むすめがいなかったので、仲のよいギャレット子爵の娘を可愛がっていた記憶がある。サーシャも幼かったから、一度見ただけのアデラインの顔はまったく覚えていなかったけれど。

「どうぞ後宮にお戻もどりくださいませ、アデラインさま。このことは陛下には内密にしておきますので」

　アデラインは炎ほのおのような目でサーシャとネイサンを見ていたが、やがて踵きびすを返して去っていった。

　ネイサンは本を拾って立ち上がると、サーシャの手を取って立たせた。

「大だい丈じよう夫ぶですか。すぐに冷やしましょう」

　こくりと頷うなずくが、体が震ふるえている。

「今の方は、ギャレット子爵の……」

「ご存じでしたか。アデラインさまは、後宮の中でもいちばん長くいらっしゃるお方なので、あなたさまが現れて焦あせっておいでなのでしょう」

　通常、後宮へ上がった女性は三年ほど経たって身籠れなかった場合、後宮から下がる。長くても五年程度までが一いつ般ぱん的だが、アデラインには妃筆頭と目されていた意地があるのだろう。

　若く、誰よりも美しかった彼女は、すぐに世継ぎを身籠って正妃になれると期待していたに違ちがいない。

　王家の複雑な部分を垣かい間ま見みてしまい、気分が重く沈しずんだ。

「ご不快な思いをさせてしまって申し訳ありません。あなたさまはこれまで通り、レドワルドさまのお相手をなさってくださいませ」

「でも……」

　浅はかにも今まで考えなかったが、レドワルドは世継ぎを儲ける義務がある立場だ。まったく後宮に足を向けないのでは、アデラインが怒おこるのも無理からぬことと言えよう。

　アデライン以外にも、何人もの女性がレドワルドの訪おとずれを心待ちにしているだろう。だがレドワルドが自分以外を抱だくと思うと、心臓が絞しぼられるほど苦しくなった。

「…………」

　胸に手を当てたまま苦しげな顔をするサーシャを覗き込み、ネイサンは一文字一文字区切るように繰くり返した。

「今まで通り、陛下のお相手をなさってくださいませ。いいですね？」

　ネイサンの瞳に、有う無むを言わせぬ光が宿っているのを見てうつむいた。

　どうしてだろう。世継ぎができなければ困るのは王家なのに。

　釈しやく然ぜんとしないものを感じたが、レドワルドと離れなくていいと許可された安あん堵どが勝まさって、なにも言えずに小さく頷いた。










「どうした、部屋を暗くして」

　夜、レドワルドが部屋に戻ってくるまで、サーシャは暗い部屋の中で膝ひざを抱かかえてベッドに座っていた。

　レドワルドが灯あかりを点つけ、サーシャの隣となりに腰こしをかける。

「おかえりなさい……」

「なんだ、いつもみたいに飛びついて迎むかえてくれないのか」

　サーシャの顎あごを取り、上向かせて目を合わせる。

「体調がよくないのか。それともなにか嫌いやなことでもあったか」

　少しサーシャの様子が違うだけで気にしてくれる。やさしい人だなとあらためて思う。

　そんなやさしい人の立場を悪くしたくない。王が子作りという重責を放ほうり出していることに、少なからず責任を感じた。

　ネイサンには今まで通りにしろと言われたけれど、何度考えても、それでいいわけはないと思ってしまう。

「なんでもありません。あの……」

　後宮へも、足を向けてください。

　そう言わねばと思うのに、口を縫ぬいつけられたように言葉が出てこない。

　レドワルドの顔を見ていたら愛いとしさがこみ上げて、泣きそうになった。この人が自分以外を抱く？

　いやだ、そんなの。

　子どもを作るためだけに何人もの女性と関係を持って、いずれ子を身籠った女性と結けつ婚こんする。好きかどうかなんて二の次で。

　それが王の役目だとわかっている。でもいやだ。せめて、レドワルドには好きな人と結婚してほしい。ただの淫猫の自分が思うのは傲ごう慢まんだけれど。

「レド……」

　その〝好きな人〟にはオメガである自分は絶対になれない。可愛がってくれていても、それは飼かい猫ねことしてだからだ。

「ん？　どうした」

　やさしく瞳ひとみを覗のぞき込んで尋たずねてくれる。

　いずれ誰だれかのものになってしまうと考えると、心臓が引きちぎれるように痛い。

　幸せになってほしいと思うのに、自分以外とと考えると涙なみだが零こぼれそうだ。どうしてこんなふうに思うんだろう。

「レド……、レド、好き……！」

　ただ好きだという気持ちが溢あふれてきて、思うまま口にした。父や母に感じていたのとは違う好き。独ひとり占じめしたいと思う、わがままな気持ち。

「抱だいて……！」

　力強くサーシャを抱きしめ、嚙かみつくように唇くちびるを重ねてきたレドワルドを受け止め、ベッドに沈んだ。

「好き、レド……。好きなんです……」

　熱に貫つらぬかれながら何度も繰り返すサーシャに、レドワルドはふっと笑って子どもにするように額に口づけた。

「ああ、私も好きだ」

　違うのに。

　上手うまく伝えられないことがもどかしくて頭を左右に振ふった。そんな様子が駄だ々だっ子のようで、余計自分が嫌になる。

「違う、好き」

「なにが違う」

　他ほかの誰にも触ふれさせたくない。自分だけのものにしたい。

「わかんない……っ」

　快楽に溺おぼれるゆえのうわ言と思ったか、レドワルドは激しく口づけてサーシャの言葉を奪うばった。

　────ごめんなさい、サーシャは悪い子です。いけないと思うのに、この人を引き留めておきたい。ごめんなさい、ごめんなさい。

　心の中で何度も謝りながら、淫いん欲よくに吞のみ込まれていった。










　レドワルドへの気持ちを説明できないまま、日々は過ぎていく。

　サーシャが読む本の中には、的確に想おもいを表現する言葉は見つからない。心をちりちりと焦こがすような痛みと、窒ちつ息そくしそうになるほど詰つめ込まれる甘いもの。

　もしかして、病気なのかな……。

　思ったら、少し不安になった。今度ネイサンに相談してみようか。

　もの思いに耽ふけりながらふらふらと王専用の庭を散歩していると、突とつ然ぜん木の上から声をかけられた。

「おい、あんた。王の仔猫キトンだろ」

　びっくりして声のした方を見上げると、木の上に一人の少年の姿を見つけた。なぜ王専用の庭に人がいる？

　少年は身軽に木から飛び降りて、サーシャの前に立つ。砂色の髪かみと褐かつ色しよくの肌はだ、敏びん捷しようそうなしなやかな体を持つ、異国風の美び貌ぼうの少年だった。細い顎とつり目がちの瞳が印象的で、サーシャより少し年上に見えた。

　そして少年の瞳もキトンブルーだった。発情期が来て瞳の色が変わるのは、成長抑よく制せい剤ざいを飲んでいなければ通常は十代前半、飲んでいても十六、七には来るから、この年とし頃ごろでまだ仔猫なのは珍めずらしい。

　不ふ審しん者に逃にげ出そうとしたサーシャだったが、少年が王家の刻印のある首輪をしているのを見て留とどまった。

　少年は遠えん慮りよなくサーシャの瞳を覗き込む。

「ふーん、きれいな色。なあ、あんたもう発情期来てんだろ。で、目の色が変わらないわけだ。王が仔猫飼い始めたって聞いてぴんときたよ」

　どきりとした。

　肯こう定ていできずに顎を引くと、少年はにやにやと笑う。

「隠かくすなって。おれも同じだからさ」

「え？」

　思わずもう一度少年の瞳を見る。

「あの、あなたは……？」

　大きな青い瞳が、ニッと細まった。

「おれはハジ。ウィラードの飼い猫だよ。不本意だけど」

「ウィラード？」

　そういえば激げき昂こうしたアデラインがそんな名を口にしていた気がする。

「王の従兄いとこなんだけど。知らないのも無理はねえかぁ、あいつ王家では爪つまはじきだもんな。黒くろ豹ひようの血ィ引いてるってのにさ」

　ぎゃはは、と笑うハジに驚おどろいた。

　サーシャの周りでは、こんな言こと葉ば遣づかいをする人も、こんな笑い方をする人もいなかった。とても新しん鮮せんに映った。

「どうやってここに入ったんですか」

「ああ、この庭と隣となりの庭は塀へい越ごしに繫つながってんだよ。つっても、塀は高いし見張りがいるから登れないけどな。隣も王家の庭なの知ってんだろ。おれはそっちの庭から来たんだ。塀の途と中ちゆうに扉とびらがあってさ」

　知っている。

　サーシャも一度塀まで行って扉を見た。

「でも鍵かぎがかかってて開かないはずじゃ……」

　ハジはにんまり笑うと、針金と釘くぎを取り出した。

「王族同士だからって、あいつら簡単な鍵しかかけてねえんだよ。おれならこれで開けられる」

「すごい！　手品師みたい！」

　そんなことができるなんて！

　尊敬の眼まな差ざしで見たサーシャに気をよくし、ハジは尖とがった鼻を上向けた。

「いいね、あんた。素す直なおで。もっとお高くとまった仔猫だったら挨あい拶さつだけで逃げようかと思ったけど、気に入ったよ。名前なんてーの？」

「サーシャ」

「かぁわいい。似合ってるよ」

　名前を褒ほめられ、優ゆう雅がな仕草で「ありがとう」と礼を言った。

「なんっか、いいとこのお坊ぼつちゃまって感じ。いい家で飼われてた？」

「……デューゴー伯はく爵しやく家の仔猫でした」

　つきん、と胸が痛む。

　ハジは目を丸くして、サーシャを指差した。

「おー！　あの品評会で毎年優勝してるっていう伯爵家の！　そりゃあ高級な仔猫だわ、よく手放したな」

　捨てられたのだということは、理由が理由だけに言えなかった。

「じゃああんた、伯爵家から王に召めし上げられたんだ？　ロイヤルキトンだから」

「ロイヤルキトン？」

　聞いたことがあるようなないような。

　サーシャが首を傾かしげると、ハジは真ま面じ目めな顔になった。

「そっか。やっぱ知らないんだ。おれたちは〝特別なオメガ〟なんだよ」

　どくん、と心臓が鳴った。

「瞳ひとみの色が変わらないから……？」

　なにか怖こわいことを聞かされそうな予感がした。でも自分自身のことだから聞きたい。

「そう。っていうか、瞳の色が変わらないオメガには、特別な能力があるんだよ。能力っつーか、体質？」

「どんな……？」

　胸の前で、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。

「黒豹の血を引く王族とそのごく周辺にしか知らされてないけど、黒豹の子を身み籠ごもれるのはロイヤルキトンだけなんだ」

　心臓を、殴なぐられた気がした。

「……でも、レド……、王は、後宮を持ってて……」

　子を作るために貴族の女性を何人も囲っている。

　でもあまり足を向けない。単純に気が向かないだけだと思っていたけれど、普ふ通つうの女性には黒豹の子を身籠ることができないと知っているから……？

「そこが王家のいやらしいところだよ」

　ハジは憎にく々にくしげに、吐はき捨てるように言った。

「あいつら、オメガなんかが神の子孫を産むのを恥はずかしいと思ってんだ。だから形だけ後宮に女を囲って、ロイヤルキトンに子を産ませたら、その中の誰だれかが産んだことにして結けつ婚こんする。もちろんロイヤルキトンから赤ん坊ぼうは取り上げられるんだぜ。そんで、そのことは周りには隠している」

　あまりに衝しよう撃げき的な内容に、開いたままの唇くちびるを震ふるわせた。

「ロイヤルキトンの数は少ないからな。見つけたら黒豹同士で秘ひ密みつ裏りに奪うばい合いさ。前の前の王なんか、他ほかにロイヤルキトンが見つからなかったからって、兄弟で同じオメガに子どもを産ませたんだぜ。兄王は弟に自分のオメガを子を産む道具として貸したんだ」

「うそ……」

　子を産む道具……。

　信じられない。確かにオメガには子を産む機能が備わっているけれど、人間の女性と同じで……。いや。

　レドワルドと関係を持ったときからのことを次々と思い出す。

　ネイサンはサーシャの瞳の色が変わらないことにひどく驚いて、それから大事に囲い込むようになった。

　アデラインに責められたときも、サーシャは今まで通りレドワルドに抱だかれるよう、やたらに強く言ってきた。

　そういえば、レドワルドの母親も実の母ではないと言っていた────！

「あ……！」

　そこまで思って、思わず悲鳴を押し殺すように両手で口もとを覆おおった。

　全部が、ハジの言葉が真実だと証明している。

　じゃあ、レドワルドがサーシャを飼うことにしたのは、ロイヤルキトンだから？　毎晩抱くのも、子どもを作るためだけに？

　思ったら、暗い穴に落ちていくような気がした。

「なんで……、ハジはそれをぼくに教えるの……」

　知らなければ、素直にレドワルドに甘えていられた。可愛かわいがられて、いつか彼の子を身籠ったとしても、産まれるまではなにも知らずに幸せでいられた。

　ハジは親指の爪つめを嚙かみながら、なにかを思い出すように険しい顔つきをした。

「許せねえんだよ、そういうの。本人が納なつ得とくしてるならともかく、子を産ませるためになにも知らないオメガを利用してさ。オメガは動物じゃない。あいつらと同じ人間なんだ」

「人間……」

　ハジの言葉に驚いた。

　自分は人間のような形なりをしているけれど、飼われている愛あい玩がん動物だ。同じだなんて考えたこともない。

「そうだろ？　おれたちだってものを考える。しゃべる。仕事もできる。ただオメガってだけであいつらに全部取り上げられて、そんなのおかしいじゃねえか。おれは生まれも育ちも悪いけど、自由だった。ロイヤルキトンなことがわかって捕つかまるまでは」

　ハジの考え方がわからない。

　いきなり自分が人間だなどと言われても混乱してしまう。信じたくないことを聞かされて、理解が追いつかない。

　怖くて、ハジから一歩後ろに下がった。

「おい？」

　サーシャは両手で抱かかえた頭をぶるぶると横に振ふる。

「待って……、わかんない。急に人間だって言われても……」

　ハジはぎゅっと下した唇くちびるを嚙んだ。

「そうだよな。ずっと飼われてきたんだもんな。外に出たって首輪のないオメガは捕ほ獲かくされて、奴ど隷れいみたいに働かされたり、娼しよう館かんに売られて発情薬漬づけにされたりすんだ。でも諦あきらめて受け入れるだけなんて悔くやしいじゃねえか。せめて、人間だって誇ほこりは持ちてえよ」

　野の良らの犬いぬ猫ねこが捕まってしまうように。

　美しい仔こ犬いぬや仔こ猫ねこが高値で売買されるように。

　オメガはそういう生きものなのだと、なんの疑問も持たずに生きてきた。

「ま、言われてすぐに、はいそうですかって納得するわけにはいかねえよな。でもおれたちがロイヤルキトンなのは知っといて欲しかった。おれの勝手な気持ちだけど、やっぱなにも知らない仲間を道具みたいに使われたくない。そういうのが幸せだって、おれ思えないから」

　ハジなりに、サーシャがあとで傷つかないようにと教えてくれたのだ。

「幸せ……」

　父と母に捨てられて、なにが幸せなのかサーシャにもよくわからなくなっている。

　ほんの少し前までは、いつも温かい陽ひだまりの中にいるように毎日が楽しくて幸せだった。発情が来てすべてが変わって、でもレドワルドの側そばにいるのはどきどきしてわくわくする。

　これは幸せなのか。

「ハジは……、幸せなの……？」

「へ？　え？　おれ？」

　自分が尋たずねられるとは思っていなかったらしく、ハジは驚おどろいて自分の鼻先を指差した。

「えーと、うん、まあ……。なんつーか、ウィラードは変わってるっつーか……、いや、それが正しい形だとおれも思うんだけど……」

「？」

　ごにょごにょと言い淀よどむハジの言葉の意味がわからない。

　ハジはなぜか頰ほおを紅潮させて、鼻の頭を指で搔かいた。

「お、おれとウィラードは、結婚してんだよね。いや、あいつがどうしてもおれがいいって言うから！　だから、ほんとはおれは外の世界の方がいいけど、あいつの側にいて……」

「結婚？」

　サーシャが驚いて繰くり返すと、ハジはボッと音がしそうなほど顔を赤くした。

「だからっ、そんなやつ他にいねえだろっ？　オメガを嫁よめにとかさ。そりゃ、繁はん殖しよく用奴隷とかはオメガと結婚したりするけど、王族がさ。でも、それって正しい形じゃねえ？　ウィラードは、誰に馬ば鹿かにされたっておれと結婚したいって言ってくれたから、おれもプロポーズを受け入れて……」

　変わり者のウィラードと、アデラインは言っていた。

　確かに、オメガと結婚する王族なんて想像もできない。人々の意識的には犬猫と結婚するも同然だからだ。

「その……、えっと、なんだ……、まあ、うん……、し、し、し、幸せ……？　かな……」

　真っ赤になってうつむいたハジが、とても可愛く見えた。

　きっとすごくウィラードのことが好きなのだろう。ウィラードも、ハジのことを。

　いいな、と思った。

　ハジが照れて横を向いたとき、

「ハジ！」

　吠ほえるような声が名を呼んだ。

　ハジは声のした方を振り向き、「げ」と口もとを押さえた。

「こんなところにいたのか。探したぞ」

　こちらに向かって歩いて来るのは、黒くろ豹ひようの頭部を持ったレドワルドとは違ちがう男性だった。

「ウィラード！」

　ハジは気まずそうに首を竦すくめる。

　ウィラード。この人が。

　顔立ちはレドワルドに酷こく似じしているが、服装が王族らしくなく簡素である。動きやすいのか、簡単な長衣に上着を羽織っているだけだ。

　黒い布地が、荒あら々あらしい黒豹の気き性しようを際きわ立だたせているようだった。

「おまえは！　勝手に王の庭に忍しのびこんだりして、見つかったら処しよ罰ばつされるぞ！」

　ごん！　と音がするほどハジの頭を殴なぐって怒ど鳴なりつける。

　びっくりしたサーシャの体が固まった。

　なんだかハジの話を聞いて想像していた人物像と違う。もっと穏おだやかでやさしい人かと思っていた。すべてを包み込んでくれるような。

「ってぇな！　あんな簡単な鍵かぎかけてる方が悪いんだろ！　かけてる意味なんてねえよ、入ってくださいって言ってるようなもん……ってててててえっ！」

　ウィラードはハジの頰をつまんで、両側に引っ張っている。

「王家の庭でコソ泥どろみたいな真似まねをするやつがいないだけだ！　まったく、珍めずらしくおとなしく首輪をつけさせると思ったら、油断も隙すきもない！」

　ハジはウィラードの手を叩たたき落とすと、ひりひりするらしい頰を押さえて怒鳴り返した。

「王の仔猫と話したかったんだからしょうがないだろ！　じゃなかったら誰だれが首輪なんかつけるか！　城にだって来たくなんかねえっつーの！」

「おまえが城に来たいと言うなんておかしいと思ったら……、バ・カ・が！」

「いででででで……っ！」

　今度はウィラードは、握にぎった拳こぶしをハジのこめかみに当ててぐりぐり回している。されたことはないが、痛そうだ。

　やっと我に返ったサーシャは、

「ハジを虐いじめないで！」

　と叫さけびながらウィラードの腕うでに取りすがった。

　暴力を振るう人は怖こわいけれど、サーシャを仲間だと言ってくれたハジが虐められているのは見過ごせない。

　今度はウィラードが驚いたように目を見開いて手を離はなし、ハジは頭を抱えてしゃがみ込んだ。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　ハジを背に庇かばいながら、弱々しい目でウィラードを睨にらみつけた。

「ハ、ハジを虐めないでください……っ！」

　ウィラードは呆ぼう然ぜんと口を半開きにしている。

「いや、俺は……、というか、俺たちは……。おい、ハジ！」

　ハジを見ると、しゃがんだままウィラードを見上げて、べー、と舌を出していた。

「この、くそガキが……」

　ハジは立ち上がると、サーシャを背後からぎゅっと抱だきしめた。

「ありがとなー、サーシャ。あんたいい子だな。こんな馬鹿デカい黒豹怖かっただろうに、おれのために」

「だって……、ハジが殺されちゃうかと思って……」

　ハジはブッと吹ふき出すと、涙なみだを流すほど笑い転げた。

「いやいやいや、そうだよなー、伯はく爵しやく家の仔猫だったんだもんな。こういうやり取りは見たことねえか。なんつーか、気心知れた間だからできる言い合いっていうか？　んーと、とにかく虐められてるんじゃねえから心配すんな」

「ただの痴ち話わげんかだ」

　腕を組んで、ふん！　と鼻を鳴らしたウィラードが引き取った。

「そうなの……？」

　そう言われて困こん惑わくした。

　サーシャの今までの常識が覆くつがえりそうだ。

「とにかく、さっさとここを出るぞ。庭の扉とびらの鍵が不正に開けられたなんて知られたら大ごとだ」

「はいはい。じゃあな、サーシャ。今度はうちに招待するから、王を説き伏ふせて遊びに来いよ」

　手を振ふるハジの肩かたをウィラードが抱き寄せ、去り際ぎわにサーシャを振り向いた。

「すまないが、ここで俺たちに会ったことは誰にも言わず秘密にして欲しい」

　二人は連れ立って塀へいの方に向かって歩いていってしまった。

　まるで嵐あらしに遭あったようだった。

　ハジの言葉も、存在も、レドワルド以外の獣じゆう人じんもすべてが驚きで、まだ頭が整理できない。

　二人の姿が見えなくなってから、サーシャはとぼとぼと自分の部屋に向かって歩き始めた。

　────ぼくは、人間なのかな？

　胸に浮うかんだ疑問は、インクの染しみのようにサーシャの頭にこびりついた。
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　部屋に戻もどってから、なんだか気分が悪くてベッドに寝ね転ころがった。

　ロイヤルキトン────。

　その言葉を反はん芻すうしているうちに、自分が人間かどうかということより、レドワルドにどう思われているかということの方が気になった。

　レドワルドが自分を側そばに置いているのは、子どもを産ませるためなのだろうか。

　怖くてネイサンには聞けなかった。それに、そんなことを聞いたらハジとウィラードに会ったのがわかってしまう。

　ため息をついて、何度も寝ね返がえりを打った。

　自分は子を産む道具なのだと聞いても、だからどうすればいいのかわからない。逃にげ出す？

　いいや、ここから逃げたいなんて思っていない。

　ただ、胸の中に空くう虚きよな穴ができてしまったような気がしている。

「レド……」

　ぽつりと呟つぶやいたときに、レドワルドが姿を現した。

「呼んだか？」

　ちょうど部屋に戻ってきたレドワルドに聞かれてしまった。まだ部屋に戻ってくるには早い時間だ。

　レドワルドの姿を見ると、ウィラードを思い出して不思議な気持ちになる。この人以外にも黒豹の姿を持つ人間がいるなんて。

　王家の男子の血を引いた黒豹姿の人間が他ほかにもいるのは知識では知っているが、初めて見たからようやく実感した。

「具合が悪いようだとネイサンに聞いたが、大丈夫か？」

　ああ、ネイサンから聞いたから、仕事を切り上げて様子を見に来てくれたのだ。

　ベッドに横になったサーシャの髪かみを、レドワルドがそっと撫なでる。

「どこか痛いのか？　医師を呼ぶか？」

　やさしいなと、嬉うれしくなった。

　ハジもウィラードと仲がいいと言っていたけれど、サーシャから見るとすごい喧けん嘩かをしているようで落ち着かなかった。ハジには申し訳ないけれど、自分はやっぱりこうやってやさしくしてくれる人がいい。

　手の感かん触しよくが気持ちよくて目を閉じる。

「大丈夫。ちょっと気持ち悪くなっちゃっただけ」

　多分、ハジから聞いた内容がショックだったから。

　休んでいるうちに大分楽になった。

　起き上がって、レドワルドの首に腕を回して抱きしめた。無む性しようにレドワルドに触ふれたくてたまらない。

　ふかふかの首に頰ほおを寄せ、すりすりと毛皮の感触を楽しむ。太い首に歯を立てて甘あま嚙がみした。

「こら。もう大丈夫なのか？」

「うん……」

　レドワルドの熱が欲しい。

　やたらに不安なこの気持ちを快感で忘れさせて、胸に開いてしまった穴に熱い情熱を注ぎこんで埋うめてほしい。

「サーシャ……」

　名を呼んでくれる声に、なぜか泣きそうになった。

　温かい舌が唇くちびるを割ってくる。サーシャの口いっぱいになってしまう、黒くろ豹ひようの長い舌が。

　レドワルドの味を感じたら、下腹がきゅんと引き攣つれた。

　ベッドに横たえられ、たくましい重みを受け止める。

「レド……、すき……」

　口に出したら、ぶわっと気持ちが溢あふれてきた。

　好き。この人の子どもが欲しい。

　思った瞬しゆん間かん、

　────子を産ませるためになにも知らないオメガを利用してさ。

　ハジの言葉を思い出し、衝しよう動どう的にレドワルドを突つき飛ばしていた。

「いやっ……！」

　サーシャの非力な腕うでではレドワルドの体を押し返すことなどできなかったが、すでに息を荒あららげ始めていたレドワルドは素す直なおに上半身を起こしてサーシャを見つめた。

「……どうした」

　レドワルドの顔を見たら、急に涙が零こぼれた。

「サーシャ？　どうした、嫌いやならしなくていい。具合が悪いなら無理をするな」

　声の調子はあまり変わらないが、レドワルドが困っているのがわかる。

　自分から誘さそって突き飛ばしたのに怒おこるでもなく、心配してくれる。そんなレドワルドがとても好きだと思った。

　この人の子どもが欲しい。

　でも、取り上げられるのは嫌だ。

　まだハジから聞いた内容は自分の中で嚙かみ砕くだけていない。けれどおそらく真実だということはわかる。

　抱だかれて、大好きなレドワルドの子どもを産んで、でもそうしたら取り上げられる。

　そんなの嫌だ。

「う……、ひっ、く……」

　嗚お咽えつがこみ上げてくる。ハジとウィラードに会ったことは言えないから、自分のことも尋たずねられない。

　自分も結けつ婚こんしたい。ずっとレドワルドといられるなら。

　やっと、ハジがうらやましいのだと気づいた。

　結婚なんて、人間の男女がするものだと思っていた。自分にはまったく関係のないことなのだと。

　でもウィラードはハジを選んで、変わり者と言われても結婚した。そんなに好きになってもらえるハジがうらやましい。

　同じ王族とはいえ、国王であるレドワルドと王位継けい承しよう権があるだけのウィラードとでは立場がぜんぜん違ちがう。オメガと結婚なんて許されない。それくらいは、一いつ般ぱん的な知識が足りない自分にもわかる。

「どうして泣いている。わかるように説明してみろ」

　言えない。

　子どもを産んだらきっと捨てられる。だったら子どもはいらない。そうしたらずっとレドワルドの側にいられる。

　好きだから抱だかれたいけど、好きだからもうこれ以上抱かれたくない。

「すき……、だから、やだ……」

　上手うまく言えず、両手で目を隠かくして泣いた。

　両親に捨てられたときも絶望的に悲しかったけれど、レドワルドに捨てられたらきっと死んでしまう。

「もう……、捨てられたくない……」

　レドワルドの胸に顔を隠して、震ふるえながら泣いた。レドワルドの心臓がどくどくと速い音を立てている。

「大だい丈じよう夫ぶだ……。大丈夫、捨てたりしない。だから泣くな」

　壊こわれもののようにそっと胸に抱きしめ、サーシャの頭や背を撫でた。

「怖こわい夢でも見たのか。大丈夫だ、私がいる。おまえはここにいればいい」

　温かさに、また涙なみだが零れた。レドワルドは何度も大丈夫と繰くり返し、泣き疲つかれたサーシャが眠ねむってしまうまで抱きしめてくれた。

　一いつ緒しよのベッドにいてなにもしないで眠る夜は初めてだった。










　それからもサーシャはレドワルドとの情交を拒きよ否ひし続け、同じベッドで眠るだけの日々が続いた。

　レドワルドはなにも言わずにサーシャを胸に抱いたまま眠ってくれる。レドワルドの匂においを嗅かぐと安心した。

　もともと少食だが、さらに食べなくなったサーシャを、レドワルドもネイサンも心配している。気分の問題だけでなく、なんだか気持ちが悪くてあまり食べものがのどを通らない。

　ネイサンは医師を呼ぶと言ったけれど、体を調べられてレドワルドと情交していないことがわかるのが嫌で拒否をした。

　レドワルドも無理に診みせなくていいと言ってくれ、ホッとした。

　それでも教本からの単語の抜ぬき出しは進めている。この作業をしていると、自分が仕事をしているのだと思えるから好きだ。まるで人間みたいに。

「…………、人間、なのかな」

　自分の両手をじっと見る。

　人間とまったく同じ形。どこが違うのだろう。ずっと頭が考えることを拒こばんできたけれど、ハジの言葉がだんだん自分に滲しみこんでいったようだ。

　人間なら、好きな人と一緒にいる権利があるのではないか？

　もし人間であっても、身分が違うからレドワルドと結婚など望めないだろうが。

　自分はなにがしたい。どうしたい。

　手を止めて考えているところへ、ネイサンが眉み間けんに皺しわを寄せながらやってきた。

「失礼いたします、サーシャさま。ウィラード公からお茶会のご招待のお手紙が届いておりますが、どこかで面識がございましたか」

「え……、い、いいえ……」

　どきっとした。

　ハジだ。

「そうですか」

　ネイサンが考え込む。

　隠しごとができないサーシャは、顔を見られないよううつむいた。最近はサーシャの調子がよくないので、そんな仕草も不自然に思われなかったようだ。

「ウィラードさまはほとんど王族と関かかわり合いにならないお方ですが、陛下が仔猫キトンを飼ったと聞いてご興味をお持ちなのかもしれませんね。あちらにもオメガがおりますし、友人を探していらっしゃるのかも」

　どきどきしながら、ネイサンの言葉に乗った。

「あ、あの……、他ほかにオメガがいるなら、ぼくも会ってみたいです。ここには、友達もいないから……」

　伯はく爵しやく家でだって友達なんかいなかったけれど。

　ネイサンはしばらく考えてから、うなずいた。

「お友達が一人もいらっしゃらないのは確かに寂さびしいですね。あなたさまがご不満をおっしゃらないので、気が回りませんでした。大勢の人が集まるパーティーではありませんし、陛下のご許可が出るなら、ご招待をお受けしましょう」

　またハジに会えるかもと思うと、嬉うれしかった。










「よく来たな、サーシャ。また会えて嬉しいぜ」

　ウィラード公こう爵しやく家の庭でハジに手を引かれながら、池に浮うかぶ小さなボートに乗り込んだ。

　ハジは慣れた手つきでオールを漕こぎ、あっという間に池の中心まで来てしまった。

「ここなら声聞こえないだろ」

　岸辺ではウィラードとレドワルドがティーテーブルを囲んでこちらを見ている。驚おどろいたことにハジはもう二人も子どもがいて、三歳と一歳の子どもたちはテーブルの周りで走り回って遊んでいた。どちらも男の子で黒くろ豹ひようの外見を持っている。

　ハジは岸に向かって大きく手を振ふった。

　ウィラードが小さく手を上げてそれに応こたえる。

「それにしても、すんなり招待受けてくれて驚いたぜ。もっと渋しぶられるかと思ったけど」

　レドワルドはサーシャがどうしたいかを聞いてくれ、行きたいと言うと簡単に承しよう諾だくしてくれた。

　館やかたに着くと初対面のようにウィラードとハジと挨あい拶さつをし、サーシャが家庭教師に仕込まれた完かん璧ぺきな挨拶をすると、ハジは目を丸くしていた。伯爵夫人と貴族の館に招かれたことは何度もあるから、そこは身に沁しみついた動作である。

　おまえも少しは見習え、とハジがウィラードに小こ突づかれているのを見て、ハジと初対面だったらしいレドワルドは二人のやり取りに驚いたようだった。

「どうしてぼくを呼んでくれたの？」

「んー？　別に、普ふ通つうに会いたいと思ったから。そういうもんじゃねえの？」

　会いたいと思ってくれた。

　パーティーに行っても他のオメガから嫌きらわれていた自分には、初めて聞く嬉しい言葉だった。

「ここにいる間くらい首輪取れよ。鬱うつ陶とうしいだろ」

「慣れてるから」

　伯爵家に引き取られたときから、首輪のなかったのは捨てられたときだけだ。それにレドワルドのくれた首輪は軽くてやわらかいから気にならない。

「ふーん、おれは苦手だけどな。外出るときは仕方なくつけるけど、家ではごめんだわ。つーか……」

　身を乗り出してきたハジが、まじまじとサーシャの首輪を見た。

「鈴すずついてんじゃん。これアレだろ、ヤッてるときに音すんだろ。やーらしー。ウィラードも大たい概がいすけべだけど、王さまも相当だな」

　にひひ、と笑われて頰ほおを染める。

　レドワルドたちと離はなれていてよかった。こんな会話を聞かれたら𠮟しかられてしまう。

　真っ赤になってうつむいていると、ややしてハジがぽつりと言った。

「なんかさ、こないだはごめん」

「え？」

　ハジは鼻の頭を指先で搔かいている。彼の癖くせらしい。

「ウィラードにすげえ怒おこられた。おれが思う幸せが、みんなに当てはまるわけじゃねえよな。おれはそれこそ、自由になりたくて最初は何度も脱だつ走そうしたし、子作りなんてぜってぇごめんだって突つっぱねてたんだけど、それはおれがもともと野の良らだからであって。あんたみたいな人の手に慣れた飼かい猫ねこが外に出たって、多分すぐにっちもさっちもいかなくなる」

「脱走なんかしたんだ」

　サーシャには到とう底ていできそうもない。

　もし脱走したとしても、どこに行っていいかわからなくてウロウロしているうちに捕つかまってしまうだろう。

「おれも、さ。ロイヤルキトンなんて希少種だから、外出たらすぐ捕まって売られちまうと思うんだ。ウィラードのこと好きじゃなかったら、それでも逃にげようと思うんだろうけど。あいつのこと好きだから、不自由でもここにいることを選んだんだ」

　自由より、好きな人の側そばにいることを選ぶ。

　それがハジの選せん択たくなのだ。

「怪け我がをさせたくないから閉じ込めとくってのも違ちがうと思うけど、人の手もとで生まれた動物に、自由になれって森に放すのも違うよな。牙きばもない仔猫は、すぐに喰くわれちまう」

　自分はまさに、牙のない仔猫だ。

　野放しにされたら途と方ほうに暮れて、あっという間に飢うえて死んでしまうだろう。

「だからさ、誰だれかの幸せって他人が測れるもんじゃないなって。言わなくていいこと言っちまってたらごめん。でも、あんたが自分の幸せを考える材料のひとつにしてくれたら嬉しい」

「材料……、そんなふうに考えたことなかった」

　サーシャの小さな世界。

　伯爵家の中だけで満足していた。捨てられてレドワルドに出会って、最初は戸と惑まどったけれど今は嬉しい。出会わなければよかったとは思わない。

　捨てられる前に戻もどって、未来が選べるならどちらがいいかと聞かれたら、自分はレドワルドと出会う方を選ぶ。たとえ両親に捨てられて悲しいとわかっていても。

　多分、レドワルドを知らなかったらそう思わないだろうから、これでよかったのだ。

　同様に、ハジと知り合えたこともよかったと思う。ハジの言うこともハジ自体にもびっくりすることだらけだけれど、不思議と彼から目が離せない。もっと一いつ緒しよにいたい。同年代でサーシャに親しく話してくれた初めての人だからだろうか。

　ハジがもたらしてくれた情報は、サーシャにとって知りたくないことだった。でも知らなくても、それが事実であることは変わらない。

　だったら知っておいてよかった。ハジの言う、幸せを考える材料のひとつだから。

　自分はそれでもレドワルドの側にいたい？　利用されているのだとしても？

　心の中で、自分自身に問いかけてみる。答えは────。

「……うん」

　意識せずに口から答えが零こぼれた。

　とたん、目の前がパァッと明るく輝かがやいた気がした。

　難しいことは考えられない。でもレドワルドが好きで、一緒にいたい。その先に別れが待っているとしても、だったら先に離れてしまおうなんて思わない。

　だって好きだから。

　思ったら、胸がむずむずした。レドワルドに甘えたくてうずうずする。あとで岸に帰ったらいっぱい甘えよう。

「お、なんか吹ふっ切れた？　急に元気になったみたいだな」

　サーシャの表情を見たハジが、大きな目で覗のぞき込んでくる。

「うん。上手うまく言えないけど、ぼくはレドの側にいたいってわかった」

「そっか。あいつやさしい？」

「うん！」

　思いきり頷うなずいたサーシャに、ハジの笑え顔がおも明るくなる。

「なあ、ボート漕いだことある？」

「ううん、誰かが漕いでくれるのに乗ったことがあるだけ」

　伯爵夫人と何度か乗ったことがあるが、漕ぎ手と船頭がついて、日よけの大きな傘かさを差してくれる下で座っていただけだ。

「やってみろよ」

「いいの？」

　実はやってみたかった。素す直なおにわくわくして、ハジの隣となりに並んで座る。ハジが左で、サーシャが右だ。

「オールの持ち方はこう。この繫つながってるところを中心に回すように。タイミングが合ってないと進まないから、イチニ、イチニの声に合わせて漕こぐぞ。イチで水面の前につけて、ニで水を搔く。わかった？」

「うん」

「はい、イーチ」

　ハジのかけ声に合わせて、オールをぐるりと回す。

　水から上げるだけで、想像よりずっと重かった。

「ニーイ」

　ばしゃん！　と水につけたオールで水を搔いた……つもりだった。

「わっ！」

　水の抵てい抗こうは思ったより強く、サーシャの回したオールはおかしな角度で水の表面をすくって、盛大にボートに水がかかった。

「ぷあっ」

　二人とも頭から水を被かぶってしまう。

　前まえ髪がみから水をしたたらせながら顔を見合わせ、ぷっと噴ふき出した。

「すっ、すっげえ、ヘタクソ！　おれボートでこんなずぶ濡ぬれになったの初めてだわ！」

　ぎゃはははは、と腹を抱かかえて笑うハジにつられて、サーシャも笑い出した。

　濡れるのがこんなに楽しいなんて。

「ほら、もう一度。もっと深くオールを水に入れて。違うって、こう！　それじゃおれの方ばっか水搔かいて、ボートが回っちまう。わかった、力がないんだな」

　一緒に漕いでいるつもりなのに、力の差がありすぎてボートは同じ場所をくるくる回る。

　それすらもおかしくて二人で笑い転げた。こんなに口を大きく開けて笑ったことはない。

　やっと岸に帰って来たときは、二人とも笑い疲つかれてくたくただった。でもこんなに楽しい疲れは初めてだ。

「かあさま、おかえりなさい！」

　ハジの子どもたちが、膝ひざに纏まとわりついた。ハジは愛いとしげに笑って小さな黒くろ豹ひようたちの頭を順に撫なでる。

　目を細めて笑うレドワルドがサーシャにタオルを貸してくれ、

「楽しかったようだな」

「うん！」

　と笑顔で返事をした。

　レドワルドに甘えたいけれど、さすがにここで膝に乗るわけにはいかない。城に帰ってからのお楽しみ、とそわそわする心を抑おさえて隣の椅い子すに腰こしかけた。

　たくさん笑ってのどが渇かわいたからお茶が美味おいしい。

　ハジはウィラードの隣に座って、「笑ったら腹へったー」と菓か子しを両手に持ってばくばくと口に詰つめ込んでいる。

「客人の前で下品だぞ」

　ウィラードがたしなめるが、ハジはどこ吹く風といった態ていだ。ハジと笑い転げた余よ韻いんが残っていて、それを見て思いきり笑ってしまった。

「そんな笑い方をするおまえを初めて見る」

　レドワルドは少々面めん食くらったような顔でサーシャを見た。

　はしたなかったかな、と姿勢を正したとき、服を濡らした水が肌はだに染しみてきてくしゃみをした。

「服濡れちまったから、着き替がえるだろ。おれのでよかったら貸すよ。サーシャのが小こ柄がらだけど、袖そでとすそ折れば着られるよ」

「ありがとう」

　季節は涼すずしくなりかけていて、濡れたままでは風か邪ぜを引きそうだ。

　一緒に立ちあがったとき、ハジがこそっとサーシャにだけ聞こえる声で耳打ちした。

「さっき言ってたアレ、見せてやるよ」

　ぽっ、とサーシャの頰ほおが赤くなる。

「ほ、ほんとにいいの……？」

　さっきボートの上で、ハジがとっておきの春画を見せてくれると言ったのだ。正直、見てみたいと思った。　>>>♥

　レドワルドはこそこそと内ない緒しよ話ばなしをする二人を不ふ審しんげに見た。

「なんだ。なんの話をしている」

　ハジはレドワルドに対しても臆おくすることなく、べーと舌を出した。

「ナイショ」

「こら、王に対してなんだ。俺じゃないんだぞ」

　ウィラードもたしなめはするが、諦あきらめているようだ。

　ハジはニッと笑うと、眉み間けんに皺しわを寄せるレドワルドに見せつけるようにサーシャの肩かたを抱だいた。レドワルドの黒い尻尾しつぽがぱたりぱたりと椅子を叩たたく。

「んじゃ、ちょっと着替えてくっから」

　連れ立ってテーブルを離はなれたが、サーシャは不ふ機き嫌げんそうに見えたレドワルドが気になって後ろを振ふり向いてしまう。

「なんか、レド機嫌悪かった？」

　ボートから下りたサーシャをテーブルで迎むかえたときは機嫌よさそうだったのに。

　ハジはいひひ、と笑った。

「おれがサーシャと仲いいから、王さま妬やいてやんの。自分がいちばんだと思ってたのに、そりゃあ焦あせるよなー」

「妬いてる？」

　怒おこっているの間ま違ちがいではないのか。

「だって妬いてるときのウィラードとそっくりだもん。尻尾ぱたぱたして、眉間に皺寄せてさぁ。大の男がヤキモチって可愛かわいいじゃん。意地悪したくもなるって」

　妬いている。レドワルドが。

　嫉しつ妬とするほどサーシャのいちばんでいたいと思ってくれているんだと考えたら、口もとが弛ゆるんでしまった。










「今日は来てくれてありがとう。ハジも普ふ段だんは館やかたに閉じ込めきりで友人もいないから、とても楽しかったようだ。俺もなかなか会えない従弟いとこと久しぶりにゆっくり話せてよかった」

　ウィラードが挨あい拶さつをし、レドワルドと握あく手しゆをした。

「よかったら、次は城の方へも遊びに来てくれ。また話したい」

　そしてレドワルドはちらりとハジを見下ろすと、

「きみも」

　どこか冷ややかさを感じる声こわ音ねで誘さそう。

　表情は取り繕つくろっているが、敵対心を隠かくしきれていない。

　ハジは笑いを嚙かみ殺したような表情で、サーシャに握手を求めた。

「おれは城とか息苦しいからごめんだけど、また遊びに来いよ。なんだったら、オイソガシイ王さまは抜ぬきでもさ」

　明らかに挑ちよう戦せん的なハジの言葉に、レドワルドの瞳ひとみがぎらりと光る。

　ウィラードはもう注意をする気力も失くしたようで、隣でため息をついた。

　馬車に乗り込むと、動き出すかどうかといううちに、レドワルドがサーシャを抱き上げて膝に乗せた。

　サーシャの首筋に顔を埋うずめ、深く匂においを吸い込む。

「ふぅ……」

　やっと安心したように、尻尾をぱたりと揺ゆらした。

　疲れたように見えるレドワルドに申し訳なくなった。

「ごめんなさい、ご公務で疲れてるのに、遊びに行きたいなんてわがまま言って」

「いや。おまえが元気になってくれたのなら嬉うれしい。ただ……」

　ぎりっ、と牙きばを嚙みしめる音が聞こえた。

「この服の匂いは気に入らん」

「あっ……」

　するり、とハジから借りたぶかぶかの服のすき間から手を入れられ、脇わき腹ばらを撫でられる。

「あのっ……、あの……っ」

　しばらくレドワルドに抱かれていなかったから、手のひらの熱さに戸と惑まどう。

　レドワルドはサーシャの着ている服のボタンを外しながら、髪かみにキスをした。

「脱ぬがせるだけだ。私のマントで包くるんでやれば寒くはないだろう？　おまえが他ほかの人間の匂いを纏まとっているのは気に入らん」

　露ろ骨こつな嫉妬の言葉に、サーシャの頰が赤くなる。

　やっぱりハジの言う通り妬いていたのだ。ハジもオメガで、サーシャとどうこうはならないのに。

　嬉しくて、たくさん甘えたいとボートで思った気持ちが鮮あざやかによみがえった。

「レド……」

　抵てい抗こうせずに服を剝はがれて、首輪ひとつを身に纏った姿でレドワルドに抱きついた。

「レドも脱いで」

　マントより、黒くろ豹ひようの毛皮に包まれたい。

　自分から積極的にレドワルドの服を開いていく。レドワルドはサーシャの好きにさせた。

　レドワルドの上半身を脱がせたところで、首に抱きつく。素す肌はだに当たるふかふかの温かさが心ここ地ちいい。

「気持ちいい……」

　ずっと情交を拒こばんでいたので、裸はだかで触ふれ合うのは久しぶりだ。

　レドワルドは感かん極きわまったようにサーシャを抱だきしめ、頰をすり寄せた。黒い毛を通して、レドワルドの心臓が鳴っているのを感じる。

　自分の心臓と同じくらい速く打っていて、すごくレドワルドが欲しくなった。

　この人が好きだ。

　ハジたちのように結けつ婚こんという形は取れなくても、利用されているのだとしても。

　それでもいい。側そばにいたい。自分がレドワルドを好きだという気持ちは変わらないから、側にいられる時間をいっぱい楽しもう。

「抱いて……」

　甘い香かおりが、サーシャの脚あしの間から漂ただよい始める。

　レドワルドは苦しいほどきつくサーシャを抱きしめた。

「いいのか」

「うん……」

　早くも体温が上がり始め、気持ちが急せいてくる。

　発情期には、心より先に体が欲しがった。でも今は、好きだからしたいと思う。動物じゃなくて、心が伴ともなうのが人間なのだと強く感じた。

「サーシャ！」

　突とつ然ぜん荒あら々あらしく唇くちびるに舌をねじ込まれる。

　レドワルドは誘ゆう惑わく香こうで理性を失ったように、サーシャに覆おおい被かぶさって唇を貪むさぼる。レドワルドの膝ひざの上で腰こしに腕うでを回され、上半身を後ろに反らして激情を受け止めた。

　食い殺されそうな激しさに恍こう惚こつとなる。

「私のものだ、サーシャ……！」

　鋭するどい牙が肌はだに食い込みながら、下へと落ちていく。小さな胸の尖とがりをざらついた舌で舐なめ回され、悲鳴を上げそうになった。

「ひゃうっ……、ん、んぅ……っ」

　慌あわてて自分の手で口を押さえる。

　御ぎよ者しやに聞かれてしまう！

　一いつ瞬しゆんだけ躊躇ためらいが走ったが、昂たかぶり始めた体はもう止まらない。久しぶりの快感を貪どん欲よくに拾おうと、サーシャの肉にく筒づつが蠕ぜん動どうを始める。

「レド……、キス、して……」

　漏もれる声を吸い取ってほしい。

　レドワルドの肩かたに手を当てて体を預けながら、膝で腿ももを跨またいでキスをする。いつも丁てい寧ねいに愛あい撫ぶするレドワルドの指が、待てないというように性急に後こう孔こうに忍しのんできた。

「は、あぁっ……」

　体が餓うえているようにレドワルドを欲しがって、指から滴したたるほど蜜みつ液えきが溢あふれてくる。

「まだ大して触れていないのに、発情期のようにやわらかいぞ」

　耳じ朶だを舐め上げられ、声を殺して身み悶もだえた。レドワルドの息いき遣づかいも興奮している。

「いれて……」

「もうか？」

　だって欲しい。我が慢まんできない。

　自分から尻しりをくねらせ、レドワルドの指を奥まで吞のみ込んだ。

「んん……」

　しばらくぶりの快感がよくて、腰を上下してレドワルドの指で孔あなを扱しごく動きが止められない。こんなの、レドワルドの指を使った自じ慰いだ。

　ぬちゅっ、ぬちゅっ、と音が立つたび理性が崩くずれていく。

　途と中ちゆうで指を増やされ、小さな入り口をこじ開けられる卑ひ猥わいな痛みに涙なみだが出るほど感じた。

　めいっぱい引き伸のばされた肉にく襞ひだが、指を奥へ引き入れようとする。

「や……、あん、いいの……、もっと、おく……、ほしい……」

　自分の手でレドワルドの雄おすをズボンの前立てから取り出した。ぞろりと並んだ棘とげの感かん触しよくに身み震ぶるいする。

　いつもなら口で愛撫して濡ぬらしてから挿いれてもらう。

　でも待てなくて、尖った雄の先せん端たんをぐず濡れの後こう蕾らいに当てた。

「待て。馬車が揺れてこの形では動きにくい」

　レドワルドはいとも簡単に腕の中でサーシャを反転させると、両腿の裏を持ち上げて両側に大きく開いた。

「ひゃ……っ？」

　後ろからサーシャを抱かかえ腕の力だけで上下する、体格差がないとできない体位だ。

「充じゆう分ぶん濡れているな」

　ぐぅぅっ、と下から剛ごう棒ぼうが潜もぐり込んで来るとともに、サーシャの唇も開いていく。

「あ、ぅ……、ああ……」

　ゆっくりと串くし刺ざしにされていき、レドワルドに背を預けた体をびくんびくんと震ふるわせる。

　凶きよう暴ぼうな棘だらけの異物を最さい奥おうまで吞み込まされ、ぐるりとかき混ぜられたときは快感で気が遠くなった。

　思わず高い声を上げそうになったサーシャの耳朶を、レドワルドが嚙かんで𠮟しかる。

「自分で口を押さえていろ。私は口を覆ってやれん」

　熱い息とともに囁ささやかれ、急いで両手で口を塞ふさぐ。

　同時に、待ちきれなくなったレドワルドが深々と腰を打ち入れた。

「んんんんん────……っ！」

　いや、下から突つき上げられただけではなく、自分の体を上から落とされたのだ。

　レドワルドのたくましい腕が軽々とサーシャの瘦そう身しんを持ち上げ、また落とす。

　下からリズミカルに突き上げる腰の動きに合わせて体を上下されるたび、腸の最奥に当たって意識が白く濁にごる。

「んんんぅっ、んん……、あぅ……っ！」

　サーシャからは、大きく広げた脚の間で屹きつ立りつする雄お蕊しべが左右に揺ゆれる、いやらしい姿が見える。

　ときおり大きく体を回されて、内ない腔くうをこそげる棘の感触に失禁しそうになる。ガツガツと穿うがたれ、こね回され、サーシャの意識が飛ぶのとレドワルドが耳もとで囁いたのは同時だった。

「サーシャ、サーシャ……、私の子を孕はらめ……！」

　どぷりと、熱いものが腹の中に広がった。
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　いつも通りサーシャが図書室に本を取りに行くと、華か麗れいなドレスに身を包んだアデラインが待ち伏ぶせていた。

　彼女の姿を見てどきりとして足を止めたが、露ろ骨こつに踵きびすを返して逃にげ出すのはさすがに礼を失する。また罵ば倒とうを浴びせられるのだろうかと怯おびえながら、控ひかえめに頭を下げた。

　アデラインが近づいてくる。

　心臓がきゅっと縮まった気がした。

「そんなに怖こわがらないでちょうだい、仔猫キトンちゃん。もう叩たたいたりしないわ。いつぞやはごめんなさいね。顔を上げて」

　こういうのを猫なで声、と言うのだろうか。

　やたらにサーシャの機き嫌げんを取るような言い方だった。

　おそるおそる顔を上げると、麗うるわしくほほ笑えむアデラインが自分を見下ろしていた。笑え顔がおではあるが、目が笑っていないように思えるのは自分が彼女を怖がっているからだろうか。

「あのときの非礼をお詫わびしたいの。王の大事な仔猫ちゃんですものね、わたくしも仲よくしたいわ。仲直りのしるしに、お茶に招待します。わたくしのサロンにいらっしゃいな」

　急にそんなことを言われても戸と惑まどう。

　仲よくしたいと思ってもらえるのはありがたいけれど、あのときの恐きよう怖ふが残っていて彼女が怖い。

　だが貴族のサロンへの誘さそいを断るのは、非常に無礼な行こう為いであると知っている。なんとか逃のがれたいけれど……。

「ご招待いただき光栄です。あの……、今日は……、ごめんなさい、具合があまりよくなくて……。また日を改めていただいていいでしょうか」

「まあ、だったらちょうどギャレット家の主治医がわたくしの館やかたに来ていますのよ。とても腕のいい医師ですの。診みさせますわ」

　逃げ道を塞がれた気になった。

　それでも、なんとか断ろうと言葉を探す。

「でも、勝手に外に出てはいけないとネイサンさんにも言われていますし、許可を取ってから……」

　アデラインは不ふ愉ゆ快かいげに眉まゆを寄せた。

「王の妃きさき候補であるわたくしが怪あやしい人間だとおっしゃりたいの？　王に対する侮ぶ辱じよくですわよ。それに、後宮は王家の敷しき地ち内です。外ではなくてよ」

　そうなのだけれど……。

　アデラインが目で合図をすると、侍じ女じよたちがサーシャの周りを取り囲んだ。

「行きましょう。お茶一いつ杯ぱいだけよ、遅おそくはならないわ。心配ならネイサンには使いの者を送っておくから。子どもが好きな甘いお菓か子しもたくさんあるの。あなたもきっと気に入るわ」

　侍女たちの視線も、妃候補の招待を無下にしようとする無礼な仔猫に対する冷たいものになっている。

　もしもサーシャが大声を出したとしても、警備兵に捕とらえられるのは自分の方だ。それに、そこまでするほど怪しい誘いをされたわけではない。客観的に見ても、反応が過か剰じようすぎるだろう。

　不安を抱えながら、アデラインに連れられて歩いていった。










　後宮といっても、広大な城の敷地の中に館が点在していて、それぞれ大勢の使用人とともに妃候補の女性たちが暮らしている別べつ邸ていのようなものである。

　馬車でアデラインの館に連れて行かれ、サロンに通された。サロンには、恰かつ幅ぷくのいい中年の男性がいた。

「こちらがギャレット家の主治医よ。どこが悪いのかおっしゃってみて」

　男性の身なりは立派だが、片眼鏡の向こうに見える目つきがサーシャを値ね踏ぶみしているようで怖い。

「服を脱ぬいでごらん」

　その言い方に寒気がした。

「いえ……、大だい丈じよう夫ぶです。お医者さまに診ていただくほどでは……」

　嫌いやな気配を感じて、ちらりとアデラインを窺うかがった。

　だがサーシャの予想とは裏腹に、アデラインと医師はすんなりと引いた。

「そう、ならいいわ」

　医師は部屋を出て行き、サーシャはそのままサロンで茶と焼き菓が子しを出された。向かいに座ったアデラインは艶あでやかにほほ笑んでいて、本当に普ふ通つうにお茶に招待してくれたらしい。

　怖がったりして申し訳なかったかな、と思ったが、つい警けい戒かいしてしまって茶にも菓子にも手が伸ばせない。

「あなた、デューゴー伯はく爵しやく家の仔猫だったんですってね。王に譲ゆずられた……、いえ、召めし上げられたとか」

　どきっとした。

　経緯いきさつを説明するわけにはいかない。なんと言って返事をしようか迷っていると、アデラインは内ない緒しよ話ばなしをするように声を潜ひそめた。

「隠かくさなくてもよろしいのよ。伯爵夫人から聞きましたわ」

　アデラインは美び麗れいな眉をかすかに顰ひそめ、同情するように頷うなずいた。

「一時の感情に任せてあなたに酷ひどいことをしてしまったと、とても気に病やまれていて。夫人に至っては、あなたを失ってしばらく寝ね込こまれていらっしゃったそうよ。王家からあなたの代金だと無理にお金を渡わたされたけど、そんなものよりあなたを返して欲しいと何度も王にお願いをしたけれど、どうしても返してもらえないと泣いていらっしゃるの」

「お母さまが……」

　寝込んだと聞いて、サーシャの小さな胸が痛んだ。

　感情のふり幅はばの激しいところのある人だ。だからあのときは頭に血が上った勢いでサーシャを捨てたけれど、後こう悔かいしてくれたに違ちがいない。

「実は、デューゴー伯爵夫妻が今こちらの館に来ていらっしゃるの」

「えっ」

　お父さまとお母さまが？

「デューゴー伯爵夫妻には、わたくしも子どもの頃ころはずいぶん可愛かわいがってもらったのよ。おじさまとおばさまが悲しんでいらっしゃるのを見て、なんとかひと目だけでもあなたに会わせてあげたいと思って、強ごう引いんにあなたを連れてきてしまったの。ごめんなさい」

　どくん、どくん、と心臓が鳴る。

　まさかアデラインがそんな目的で連れてきてくれたなんて。

　あんな捨てられ方をしたけれど、サーシャにとってはずっと可愛がって育ててくれた父と母だ。たった一度酷いことをされたからといって、すぐに嫌きらいになれたわけではない。

　やっぱり二人もサーシャを大事に思ってくれていた。

　大好きだった父と母に嫌われていなかったと思うと、胸の中に詰つまっていた重いものが消えてなくなった気がした。

「どこにいらっしゃるんですか」

　思わず体を前のめりにして聞いた。

　早く会いたい。

　アデラインが「入ってくださいな」と扉とびらに向かって声をかけると、隣となりの部屋からデューゴー伯爵と夫人が姿を現した。

「サーシャ！」

　涙なみだを浮うかべんばかりの表情で、サーシャに駆かけ寄ってくる。

　サーシャも椅い子すから飛び出して、二人に抱だきついた。

「お父さま！　お母さま！」

　二人はサーシャを抱だきしめ、髪かみに頰ほおずりをする。

「ああ、元気そうね。会いたかったわ、わたくしの可愛い子。ごめんなさいね、お父さまもお母さまもどうかしていたのよ。あなたがいなくなって、毎日がお葬そう式しきのように悲しいの」

「悪かった、サーシャ。もう二度と悲しませない。おまえは私たちの子だ」

　胸の奥から喜びがこみ上げた。

　アデラインもホッとして、にこやかに着席を促うながす。

「さあ、久しぶりの親子の対面ですもの。たくさんおしゃべりしてくださいな。伯爵家に帰るのは難しいけれど、ときどきこうして会う機会を作るお手伝いができたらと思うのよ」

　二人はサーシャを間にして座り、菓子を勧すすめた。

「このお菓子、あなた好きでしょう。お母さまが持ってきたのよ、食べてちょうだい」

　そう言えば、サーシャの好物でよく食べた菓子だ。

「いただきます」

　さっきまでは緊きん張ちようと警戒で手が出なかった菓子も茶も、父と母に挟はさまれていると美味おいしくておかわりまでしてしまった。

「元気だったか」

「はい。王さまはとてもよくしてくださるので、毎日楽しいです。あ、ぼく、今お仕事をさせてもらってるんですよ。文字を教えてもらって、単語を説明する本を作るお手伝いをしてるんです」

　誇ほこらしい気持ちで報告した。

　家では可愛がられるだけだったサーシャが仕事までできるようになったと聞いたら、両親は喜んでくれると期待して。

　ところが、二人は一いつ瞬しゆん顔をしかめた。

「あの……？」

　伯爵と夫人は慌あわてて取り繕つくろった笑えみを浮かべ、サーシャの頭を撫なでた。

「そう、偉えらいわね。まるで人間みたい。でもお母さまは、あなたにそんなこと必要ないと思うわ。あなたはそこにいるだけでいいのよ」

　母の言い方に、不快感を覚えた。

　たしかに、自分は飼かい猫ねこだと子どもの頃から教えられてきたけれど、レドワルドもネイサンも、サーシャのことを認めて仕事を任せてくれた。

「オメガは人間ではないのですか」

　言うと、二人は目を丸くした。

「え……、ええ、そう……、人間、かしらね……。結けつ婚こんできなくもないし。でもそういうことを考えるの、お母さまは好きじゃないわ」

　そういうことを、考える。

　母の言葉で、自分は家にいたときは考えることを奪うばわれていたのだと悟さとった。

　本も知識も外出の自由も与あたえられず、ただ愛あい玩がんされるための存在だった。そのことに疑問を持つことすらなかった。

　レドワルドとネイサンから勉強を教えてもらい、ハジから選せん択たくすることを教えてもらい、少しずつだけれど自我が芽生えて。

　思えば、レドワルドは最初からサーシャを人間として扱あつかってくれた。

　首輪こそつけられたが、その他ほかはすべて人間らしく接してくれた。首輪だって本当はつけたくないと言っていた。

　サーシャの意志を尊重してくれ、決して考えを押しつけない。父や母のように、サーシャを支配しなかった。

「ぼくは……、人間です」

　やっと、両足で地面に立った気がした。自分は人間なのだと、初めてしっかりと思う。

「サーシャ……」

　夫人の困ったような顔が突とつ然ぜんくにゃりと歪ゆがみ、目め眩まいがした。

　抗あらがいがたいほどの眠ねむ気けが襲おそってきて、隣の夫人によりかかってしまう。

「あれ……？」

　目を開けていられず、まぶたを閉じた瞬しゆん間かんに意識が暗くら闇やみに落ちていく。

「あらあら、城の暮らしで疲つかれているのかしら、わたくしの可愛い仔猫キトンちゃんは。お仕事なんて無理をするからよ。おうちにいたときみたいに、お母さまのお膝ひざで少しお休みなさいな」

「お部屋に……、戻もどらないと……」

　ネイサンが心配する。

　ああ、でも、ネイサンには使いを送るとアデラインが言ってくれていたっけ。

　そう考える間にも、どんどん意識が重くなっていく。

　慣れた手つきに促されるまま、横になって伯はく爵しやく夫人の膝に頭を載のせた。どこか冷たい手が、サーシャの頭を撫でる。

「うふふ。睡すい眠みん薬やく入りのお菓か子しは美味しかったでしょう。戻る必要なんかないわ。あなたはわたくしたちが高いお金をかけて育てた仔猫なんだから」

　お菓子になにか入っていたのだろうか。

　夫人の声を最後に、サーシャの意識は深い眠りに沈しずんでいった。
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　口の中に、なにかが流し込まれた。

　サーシャは反射的にそれを飲み込んでしまう。甘ったるい苦みが口の中に広がった。

　その味でゆらゆらと意識が浮ふ上じようしてくる。まぶたが重くて上げられない。

　────なんだろう、体が熱い。

　急速に体温が上がってきたようで、やたらに呼吸が苦しい。心臓がどくどくと鼓こ動どうを打ち始めた。

　誰だれかが湿しめった手で自分の体を触さわっているのがわかる。いや、湿っているのは自分の体が汗あせばんでいるからかもしれない。

「う……、ぁ……」

　触ふれられた肌はだから、下腹が熱くなるような疼うずきが生まれる。陰いん茎けいがじんじんと甘あま痒がゆい痛みを持ち始めた。

　手はサーシャの体を撫で下ろし、両の尻しりたぶをつかむ。

　丸く撫でられ、つかんで揉もまれ、小さな窄すぼまりを晒さらすように横に開かれた。いやだ。

「や……」

　弱々しい声が漏もれるが、体に力が入らない。

　甘ったるい匂においが鼻につく。これは……、この匂いは……。

「ひっ……！　い……！」

　突然後こう蕾らいを鮮せん烈れつな快楽が突つき通し、衝しよう撃げきで目を開けた。視界がぐらりと回る。

　サーシャを貫つらぬいたなにかは奥に進み、みっちりと肉にく筒づつを埋うずめて止まった。甘い匂いの正体が、自分の誘ゆう惑わく香こうだと気づくのに時間はかからなかった。

　気づけばベッドの上にうつぶせで寝ねている。

　ここはどこだ。窓もない。地下室だろうか。

「い……、なに……？」

　ぼやける視界で後ろを振ふり向き、大おお柄がらな男の影かげにぎくりとした。

　誰？

　尻に嵌はまったなにかがいやで、取り出したくて手を伸のばそうとした。そこで初めて、自分の両手首を縄なわで縛しばられていることに気づく。

「え……」

　しかも服を着ていない。

　身じろぎしたはずみに首の鈴すずが鳴って、首輪だけを身に着けているのだとわかった。

　混乱した頭でサーシャの後ろに陣じん取どる人物を凝ぎよう視しすると、さきほどアデラインが医師と紹しよう介かいした男だった。

　医師が手に持ったなにか長いものを動かすと、サーシャの淫いん道どうに塡はめられたものが一いつ緒しよに動いた。

「ひゃうっ」

　びくんと体を跳はねさせる。

　医師の手をよく見れば、持っているのは動物の長い尻尾しつぽのようだった。しかもその尻尾はサーシャの尻から伸びている。

　医師は下げ卑びた笑えみを浮うかべた。

「よく似合うぞ。やはり仔猫には尻尾が必要だな。いやらしい声で鳴いてみろ」

「ひゃっ！　やっ、やああ……っ！」

　尻尾の根もとを握にぎったまま男が手を前後に動かすと、太くて硬かたいものがサーシャの後こう腔くうをずりゅずりゅと行き来した。

　粘ねん膜まくがひどく敏びん感かんになっていて、勝手に異物を締しめつけてしまう。激しい抽ちゆう挿そうに合わせて飛び散る蜜みつ液えきが、サーシャの内うち腿ももを濡ぬらす。

　サーシャは縛られた手でシーツをつかんで叫さけび声を上げた。

「やああっ、やぁ──……っ、っ、っ」

　ぴんと勃たち上がった雄お蕊しべから、勢いよく白はく濁だくが噴ふき出した。全身ががくがくと震ふるえて、口くち端はしから涎よだれを垂らしてシーツに沈み込む。

「ふむ。鳴き声も締まりもいい。ロイヤルキトンというだけで稀き少しようなのに、この顔と体。これは高値がつきますぞ、デューゴー伯爵」

　伯爵……？

「そうだろう。アデラインから、王がうちから買い上げたオメガがまだ仔猫だと聞いて驚おどろいたぞ。発情期が来て瞳ひとみの色が変わったはずなのにキトンブルーを失っていないなんて、ロイヤルキトンの証あかしじゃないか。まったく、幼い頃ころからいくらかけて磨みがき上げたと思ってるんだ、王め。通常の仔猫キトンに色をつけた程度の金額なんかで買われたら大損だ」

「このロイヤルキトンなら、城ひとつ買えるくらいの値がつきますよ」

　サーシャはひゅうひゅうとのどを鳴らしながら、かすんだ目を伯爵に向ける。

　伯爵はぎらぎらした瞳で、サーシャを見ていた。

「おとう……さま……」

「どうだ。発情誘ゆう発はつ薬を飲ませてやったから、犯おかしてほしくて仕方ないだろう。本当なら家に置いて、発情薬漬づけにして毎日客を取らせたいところだが、王の捜そう索さくが入るといかんからな。さっさと売り払はらう」

　父の言っていることが理解できなかった。

　血は繫つながらずとも、自分は父の子ではないのか。さっきそう言って抱だきしめてくれたのに。

「ぼく……、お父さま、と……、お母さまの、子どもでしょう……？」

　伯爵は苦々しげに顔を歪ゆがめて笑った。

「馬ば鹿かか。オメガみたいな畜ちく生しようが、貴族の子どもだと。一人前の人間のつもりか、笑わせるな。愛あい玩がん用のオメガなど、他人に自じ慢まんするための道具にすぎん。おまえは私たちが育てたんだから、私たちに売る権利がある。横から王にかっさらわれてたまるか」

　吐はき捨てるようにサーシャを突き放した伯爵の言葉が、じわじわと脳に染しみていった。

　飼かい猫ねこという名で呼ばれていても、本当の子ども同然だと思っていた。父と母が喜んでくれるから、芸事も頑がん張ばった。

　なのに、彼らにとっては道具でしかなかったと。

　心がズタズタに踏ふみ潰つぶされた気がした。

「売り飛ばす前に、一度くらい味わっておかんとな。今日は妻も承知だ。アデラインの館やかたからも移動しているし、助けが入ると思うなよ」

　言いながら、上着を脱ぬいでシャツのボタンを外し、ズボンの前立てを開いた。

　誘惑香に中あてられたせいか、すでにふてぶてしく体積を増したどす黒い男根を取り出し、サーシャの口もとに当てる。

　後ろにいた医師が、猫の耳を模した頭飾かざりを取り出した。

「これもつけるとより仔猫キトンらしい雰ふん囲い気きが出ますよ。鈴つきの首輪もつけてますからね」

「耳と尻尾か。これはいい。好き者の貴族たちが喜ぶだろう。だが首輪はどうだ。王家から盗ぬすんだことがわかるとまずいんじゃないか？」

「どうせ裏で売るんです。王家の紋もん章しようが入った首輪をつけている方が、値がつり上がります。だから外さず持ってきたんですよ」

　卑いやしい会話に、耳を塞ふさぎたくなった。

　だが両手首を縛られているのでほとんど身動きが取れない。

　伯はく爵しやくの男根から顔を背そむけたときに鈴が鳴って、レドワルドの顔がくっきりと頭に浮かぶ。黒くろ豹ひようのたくましい体を思い出したら、発情薬で昂たかぶった体が急速に熱を上げた。

　強きよう烈れつな誘惑香が辺りに漂ただよう。

「あ……」

　レドワルドを欲ほつした体が男たちの欲よく情じようを誘さそってしまう。

　伯爵は欲情に目を光らせると、サーシャの頰ほおを取って自分の雄おすを唇くちびるに押し当てた。

「ほら、美味おいしいミルクを飲ませてやるからしゃぶれ」

「んんん……っ」

　いやがって頭を振る。

　いくら発情しようと、レドワルド以外となんてしたくない。こんなふうに、おもちゃのように扱あつかわれるのは嫌いやだ。自分は道具じゃない。好きな人とでなければ……。

「レドッ……！」

　叫んだ瞬しゆん間かん、部屋の扉とびらが大きな音を立てて開いた。

「サーシャ！」

　レドワルドを筆頭に、王の兵士たちがなだれ込んでくる。ロイヤルブルーの服に身を包んだ鮮あざやかな黒豹の姿が、サーシャの目に飛び込んだ。

　サーシャの姿を見たレドワルドの鋭するどい金色の瞳が見開かれ、部屋を揺ゆるがすほどの咆ほう哮こうを上げた。

「ひぃっ！」

　みっともなく服をはだけた伯爵と医師は、頭を抱かかえて床ゆかに突っ伏ぷした。鼻先に剣けんを突きつけられ、首を絞しめられたガチョウのような声を出す。

　レドワルドは金色の双そう眸ぼうで二人を見下ろした。

「王の花はな嫁よめを誘ゆう拐かいした罪で拘こう束そくする！」

　レドワルドの言葉に、伯爵は目を剝むいた。

「は、花嫁……？」

　レドワルドは伯爵に剣を突つきつけたまま、片手で自身のマントを外してサーシャに着せかけた。サーシャを抱き寄せ、伯爵を鋭く睨にらむ。

「いかにも。このハーデク十八世、レドワルドの花嫁になる人物だ。このような無体を冒おかして、軽い処しよ罰ばつで済むと思うなよ」

「そんな……、オメガみたいな動物を……」

　目を剝いた伯爵が呆ぼう然ぜんと呟つぶやくのに、レドワルドは雷かみなりのような声で遮さえぎった。

「サーシャは人間だ！」

　伯爵の言葉に軋きしみかけたサーシャの心が、ぐいと大きな手で包まれた気がした。胸の奥が熱く潤うるんで、レドワルドの巨きよ軀くに身を寄せた。

　魂たましいが抜ぬけたような伯爵と医師を、兵士が後ろ手に縛しばり上げる。

「城へ連れて行け！」

　兵士たちが二人を引っ立てて部屋を出ると、レドワルドはサーシャから猫耳のついた頭飾りをむしり取り、手首の縄なわを断ち切った。

「大だい丈じよう夫ぶか、サーシャ？」

　サーシャの顔を覗のぞき込むレドワルドに安心した体が、爆ばく発はつ的な欲情を訴うつたえた。

「レド……、からだ……、体が……」

　レドワルドは床に落ちている空き瓶びんを見て舌打ちをした。

「発情薬か、くそ」

「これ、取って……」

　サーシャが尻尾しつぽを指すと、レドワルドはごくりと息を吞のんだ。

「後ろを向け」

　両手両足をついて腰こしを掲かかげたサーシャの後こう孔こうから、長い尻尾をゆっくりと抜き取った。

「う……、ああ……」

　無機質な硬かたいものが引き抜かれる感かん触しよくに背を震わせる。

　レドワルドが投げ捨てた尻尾を見ると、サーシャに埋うまっていた部分は男根を模した張り形になっていた。サーシャの蜜液でぬらぬらと光るそれを見たくなくて、レドワルドの胸に顔を押しつける。

　レドワルドはサーシャをきつく抱だきしめた。

「助けに来るのが遅おそくなって悪かった。怖こわかったろう」

　レドワルドの温かさに包まれたら、安あん堵どから涙なみだがこみ上げた。

　怖いより、悲しかった。

　大好きだった両親に、二度も裏切られたこと。彼らにとって自分は道具でしかなかったこと。でもレドワルドは、サーシャが人間だと言ってくれた。それがどんなにサーシャの心を救ってくれたか。

「レド……、ぼくを……、人間って言ってくれてありがとう……」

「人間だろう、おまえは」

　サーシャを抱く腕うでの力が強くなる。

　この人の腕の中にいると安心するのは、いつもサーシャを個人として大事にしてくれるからだ。でも……。

「ぼくを……、側そばに置いてるのは、ロイヤルキトンしか黒豹の子どもを産めないからなんでしょう……？　子どもを産んだら、もういらないんでしょう？」

　子どもを産む道具でも、レドワルドの側にいられるならいいと思った。でも人間でいたいと気づいたら、それじゃいやだと思った。

　自分は道具じゃない。

「違ちがう。子どもなんかどうでもいい。王位継けい承しようはいざとなればウィラードのところの子どもがいる。私はおまえといると、王ではなくただの男になれる。おまえを喜ばせたくて、喜んでくれれば嬉うれしくて……。公務で疲つかれていても、おまえの顔を見れば安らぐ。やることなすこと、可愛かわいくて愛いとおしい。おまえを、愛しているんだ」

「愛……？」

　かちりと、自分の中でなにかが嵌はまった。

　レドワルドを好きだと思う気持ち。両親を好きなのとは違って、でもなんと表したらいいかわからなかった気持ち。

　────愛してる。

　レドワルドは苦く笑しようして、サーシャの頰を包んだ。

「おまえがケーキより本より私のことを好きになってくれたら、求きゆう婚こんするつもりだった。さっき私の花嫁と口にしてしまったからもう諦あきらめて言うが、結婚してほしい」

「結婚……」

　思ってもいなかった言葉を呆然と繰くり返すと、レドワルドは慌あわてて言葉を継ついだ。

「いや、すぐに返事をしろと言っているわけではない。おまえが私と結婚してもいいと思うまで待つ。ただ……、するなら私として欲しいから、他ほかの人間は選せん択たく肢しに入れないでもらいたいんだが」

　レドワルドの言い方に、泣き笑いのように顔を歪ゆがめた。

　ちゃんとサーシャの意志を待ってくれるのに、心ここ地ちいい束そく縛ばくもする。レドワルドになら、居い丈たけ高だかに逃にがさないと言われてもいやじゃないけど、すごく嬉しい。

　身分に差があることなんてわかってる。きっと周りの目も厳しくて、苦労することも多いだろうと世間知らずのサーシャでさえ想像がつく。

　でもこの人と一いつ緒しよなら。

「ありがとう、嬉しい。あのね……」

　レドワルドの目を見て、納なつ得とくしたばかりの言葉を伝えた。

「ぼくも、愛してる」

　言うと、自分の中でしっくりと気持ちが言葉に当てはまった。

　愛しげに目を細めたレドワルドが唇くちびるを重ねてきて、発情薬で昂たかぶっている体が愛されたいと燃え上がった。

　ベッドに横たえられ、愛しい重みに組み敷しかれながらキスを受け止める。

　発情薬のせいか、肌はだを撫なでられただけで皮ひ膚ふの表面すべてが性感帯になったように感じた。でも別の男に触ふれられたときとぜんぜん違う。レドワルドの手だから。

「ん……、ん、や……」

　張り形を含ふくまされていた淫いん孔こうはぽっかりと口を開け、早く寄こせと肉にく襞ひだをひくつかせている。ろくに愛あい撫ぶもなしでねだるのは恥はずかしいけれど、発情で支配され始めた頭では欲よく望ぼうに逆らえない。

「レド……、おねがい……」

　腰をすりつけて甘えた。潤んだ瞳ひとみを見たレドワルドが、ごくりとのどを鳴らす。

　レドワルドは焦じらすことなく、着ているものを脱ぬぎ捨てた。その間にも、サーシャはどんどん薬が回って粘ねん膜まくが疼うずく。

　肉にく壁へきも陰いん茎けいを通る精路も、虫が這はっているのでないかと思うほどむずむずと甘あま痒がゆい。服を脱いだレドワルドのたくましい男根を見たら、理性が吹ふき飛んだ。

「はやく……！」

　真っ赤に熟うんだ淫いん道どうを、早くあの棘とげだらけの雄おすで引っかき回してほしい！

　はあはあと息を荒あららげ、ベッドの上で身み悶もだえる。

　レドワルドはベッドに仰あお向むけになったサーシャの膝ひざ頭がしらに手をかけ、両側に大きく倒たおした。大だい胆たんに開かされた脚あしの間で、サーシャの雄お蕊しべが先せん端たんから透とう明めいな花か蜜みつを滴したたらせながら屹きつ立りつしている。

　その屹立の裏筋を、張り形よりもひと回り大きいレドワルドの剛ごう直ちよくがぞりりと撫でた。

「ひゃぅっ、ああっ……！」

　茎くき同士を重ねて何度も往復され、ただでさえ敏びん感かんな部分を、たくさんの棘でこすられて腰が躍おどる。舌で舐なめられるのとも、手で扱しごかれるのとも違う快楽に、仔こ猫ねこ同然のしなやかな体を波打たせて溺おぼれた。

　陰茎に直接感じさせられる熱を埋めてかき回してほしいと、淫孔が涎よだれを垂らして口を開いている。

「やあっ、挿いれて……！　もう挿れて……！」

　我が慢まんもなにもなく、頭を打ち振ふるって懇こん願がんした。レドワルドは汗あせばむサーシャの額に口づけを落とすと、凶きよう器きのように昂った男根の先端を後孔に当てた。

「辛つらいだろう。今、楽にしてやる」

　震ふるえる後孔に尖とがった先端が潜もぐり込んだ。

「あああああっ……！」

　それだけで背をのけ反らせるほど感じる。

　棘でこすり上げられたサーシャの雄蕊がじんじんと痛みに似た快楽を訴うつたえ、奥まで吞み込まされたときに白はく濁だくを吐はき出した。

「あぅ……、うう……」

　顎あごを反らせたまま、容よう赦しやない快楽に貫つらぬかれて全身を震わせた。発情薬のせいで射精しやすくなった体は、まだまだ足りぬと訴えている。

　首輪まで飛んだ白濁を、覆おおい被かぶさってきたレドワルドが舐め取った。

「この首輪のおかげで、おまえの居所を追えた。黒くろ豹ひようの鼻でしか嗅かぎ取れぬ特とく殊しゆな香こう草そうを練り込んである」

　快楽に焼けつく頭が、レドワルド自身がサーシャを追ってくれたのだと、歓かん喜きで埋め尽つくされた。

「一生私だけの仔猫でいてくれ」

　やわらかな黒い毛でサーシャを包み込みながら求愛する黒豹が愛しくて、大きな頭を抱だきかかえて頰ほおをすりつけた。

「すき……、愛してる、レド……」

「愛してる、サーシャ……！」

　激しく奪うばいに来る唇が、黒豹王の情熱を物語る。

　腰こしを打ちつけられ、喘あえぐ声さえ口づけに紛まぎれてレドワルドに吸い込まれていく。　>>>♥

「やっ、あ……、……め、だめっ、おかしく、なっちゃう……！」

　薬の効果と愛しさが混ざって、脳まで蕩とろけるほど感じる。焼けつく肉壁がレドワルドの精を搾しぼり取ろうと全力で締しめ上げた。

「サーシャ……！　いくらでもおかしくなれ！　欲しいだけやる……！」

「ああああああ、あぁぁ────……っ、ああっ、やあ、もう……っ！　ああっ……！」

　愛してる。

　レドワルドのためなら、どれほどでも淫みだらな仔猫になる。一生、彼に食べられ続けたい。

　自らも腰を振り立て、愛する人を吞のみ込んだ。

「すき……っ！」

　体奥にどぷりと広がる熱に、王の仔猫は白濁を飛び散らせて瘦そう身しんを震わせた。

「く……！」

　黒豹のたくましい体もぶるりと震える。

　サーシャの中に精を吐き出しきってなお硬かたさも質量も変わらない雄が、白濁で潤うるおう肉にく筒づつをゆっくりとかき混ぜた。

「あ……、あん……、あぁ……」

　それをされるといつも甘い声で鳴いてしまう。

　達して敏感になった粘膜に、レドワルドの匂においをすり込まれる心地よさ。粘膜から精を吸収して、彼の匂いに染め上げられる気がする。

　愛いとしげにサーシャを覗のぞき込んだレドワルドが、顔中にキスを降らす。

　額に、まぶたに、頰に、鼻先に、そして唇に。

「愛しているという言葉は、プロポーズを受けてもらったと解かい釈しやくしていいのだろうか」

　少しだけ困ったようにほほ笑えみながら言葉を欲しがるレドワルドが、心から愛おしい。こんなに強くてたくましい黒豹が、仔猫の承しよう諾だくを待っている。

「はい、レド。結婚してください」

「サーシャ……！」

　レドワルドは息苦しいほどきつくサーシャを抱きしめると、首輪に牙きばを引っかけた。ぶつんと音がして、首輪が喰くいちぎられる。

「え……？」

　驚おどろいて見上げると、レドワルドは首輪を吐き捨てた。床ゆかに落ちた鈴すずが、最後にシャンと音を立てた。

「もうこんなものはつけさせない。私の妻だ。誰だれがなんと言おうと、私が守る」

　雄お々おしい宣言に、サーシャの心が震える。

　落ちた首輪は、サーシャが人間になった証あかしのように思えた。

　深い感動が身の内から湧わき上がり、くしゃりと顔を歪ゆがめてレドワルドに抱だきつく。

「レド……！　愛してる、ずっとレドの側そばにいる！　愛してください……！」

　獣けものの雄お叫たけびを上げたレドワルドが、再びサーシャに腰を打ちつけた。

　激しい抽ちゆう挿そうに、泡あわ立だつ白濁が剛ごう棒ぼうに絡からみつき、飛び散り、なおも奥深くに注がれる。

「愛している、サーシャ！　私の花はな嫁よめ……！」

　一生この人の側にいる。

　互たがいにきつく抱き合いながら、欲よく情じようが涸かれ果てるまで愛の言葉を伝え合った。




　　　　＊




　威い厳げん漂ただよう前王の御ご前ぜんで、サーシャは隣となりに立つレドワルドの背に隠かくれてしまいたい衝しよう動どうをなんとかこらえて、背筋を伸のばした。

　先の戦争で負傷してレドワルドに王位を譲ゆずった前王は、もう六十だというが、まだ荒あら々あらしさを失わない鋭するどい眼光を持つ男だった。

「脚を一本失っているものでな。座ったままで失礼する」

　声も威い厳げんに満ち溢あふれている。

　レドワルドが年を取ったらこうなるだろうと思うような、貫かん禄ろくのある黒豹だ。

「父上、こちらはアレクサンドル。求きゆう婚こんを受け入れてもらいました。私の花嫁になるオメガです」

　父に婚こん姻いんの許可を求めるのではなく、決定事じ項こうとして伝えるレドワルドに頼たのもしさを感じた。同時に、前王を怒おこらせないかとはらはらする。

　オメガの社会的地位は低い。王の従兄いとこであるウィラードも変わり者とそしりを受け、王家とのつき合いはほとんど断絶している状態だ。この上現国王までとなれば……。

「後宮の女たちはどうする」

「家に帰します。国民には、ロイヤルキトンが王家の子を産めることを公表します。愛する人と出会うまで、偽ぎ装そうの結けつ婚こんをすることに疑問を持たなかった自分を、今は恥はじております」

　前王はたじろぐほど真っ直すぐな視線でサーシャを見る。思わず下を向きそうになったが、堂々と自分を紹しよう介かいしてくれたレドワルドのために、勇気を振り絞しぼって正面から視線を受け止めた。

「アレクサンドルと申します」

　前王はしばらくサーシャを見つめていたが、やがてにやりと笑ってレドワルドに視線を移した。

「ふん、素す晴ばらしく美しいな。上出来の子を捕つかまえたではないか」

　そんな答えが返ってくるとはレドワルドも想定していなかったのだろう。隣に立つ大おお柄がらな体がかすかに揺ゆれた。

　サーシャも戸と惑まどって、レドワルドを横目でちらりと見上げる。

　前王に紹介すると言われたとき、ひどく反対されるだろうと思っていた。悪くすれば親子関係を断絶されるかも知れないと。

　だがレドワルドがサーシャを守ると言ってくれた言葉に、自分も覚かく悟ごを決めた。

「父上……。では、認めてくださるのですね」

「ロイヤルキトンだから選んだか」

　逆に質問してくる前王に、レドワルドはきっぱりと否定した。

「関係ありません。たまたまロイヤルキトンだったのは私にとって僥ぎよう倖こうですが、そうでなかったとしても私はサーシャがいいのです」

「では儂わしが認めるもなにもないだろう。自分の幸運に感謝して、妻を大事にしろ」

　ふん、と息をついて頰ほお杖づえをついた前王に、レドワルドもサーシャも困こん惑わくして顔を見合わせた。反対されなくてよかったのだが、こうもあっさり認められると動どう揺ようする。

「父上……、こう言ってはおかしいのですが、よろしいのですか。父上も、ロイヤルキトンの存在を隠して別の女性を正せい妃ひに迎むかえたではありませんか」

　レドワルドを産んだオメガは、表に出てくることはなかった。だからレドワルドは継母ままははに育てられたのである。

　前王はため息をついて、視線を横に向けた。

「儂のときとは時代が違ちがう。戦火が激しく、国を守ることに国中一丸となっていた時期だ。今のようにオメガは愛あい玩がん物として認にん識しきされることもなく、ただ奴ど隷れいを増やすためだけの繁はん殖しよく動物扱あつかいだった」

　時代を知る人間の口から語られるオメガの惨さん状じように、サーシャはごくりと息を吞む。

「なかなか見つからぬロイヤルキトン以外でも、種を撒まき続ければ子ができるかも知れぬ。その可能性にかけて貴族の娘むすめたちを集めたのが後宮の始まりだ。その傍かたわらでロイヤルキトンを探し続け、やっと見つけたのがおまえの母だ」

　レドワルドも真しん剣けんな表情で父の話に耳を傾かたむける。

「……純じゆん粋すいな女だった。儂は初めて恋こいを知った。だが儂は王として、ただでさえ戦争に揺れる国を不安定にするわけにいかなかった。貴族たちの後ろ盾だても必要だ。だから貴族の中から娶めとるしかなかった。オメガの子だと知れたら、国民は動揺する。それを案じたおまえの母は、オメガである自分にただ一人やさしかった女におまえを託たくして、自ら命を絶った」

　ひゅ、とレドワルドののどが鳴る。

　淡たん々たんと語られてはいるが、それが逆に前王が心を押し殺しているのだと強く感じさせられた。

「妃も、とても愛情深い女だった。亡なくなったおまえの母の分までと、おまえに愛情を注いでいた。早くに妃を亡くしたあとも、儂は他ほかの女を娶ることは考えられなかった」

　愛していたのだと言外に告げる。

　恋した女性は立場上一いつ緒しよになれず、その後生活をともにするうちに愛した女性は早世した。

　前王と女性たちの心中を想おもうと、胸が張り裂さけそうに痛い。

「儂の不ふ甲が斐いなさだ。どちらも幸せにしてやったとは言えん。若くして国を継ついで今までの慣例で後宮を押しつけられたおまえに、後宮の存在を疑問に思う余よ裕ゆうはなかったろう。すまなかった。おまえは惚ほれた人間を幸せにしてやれ」

「私は父上が平定してくれた国を継いだだけの身です。まだ何かを成し遂とげたわけではありません。これからは差別を撤てつ廃ぱいし、オメガも人間として扱われるよう尽じん力りよくする所存です」

　前王は鷹おう揚ように頷うなずいた。

「もともと神の子を産んだオメガは我が国では神聖な存在だった。発情期を持つことや小こ柄がらな体のせいで、時代を経るうちに貶おとしめられてしまったがな。外の国ではオメガが普ふ通つうの人間として暮らしているところもある。アレクサンドルと一緒に訪問して、学んでくるといい」

　父と子は固い握あく手しゆを交かわした。

　前王はサーシャも側に呼び、握手を求めた。

「アレクサンドル。これからが大変だが、息むす子こを支え、ともに闘たたかってくれ」

「はい」

　固い決意を持って頷いた。想像を絶する苦労が待っていようと、レドワルドと一緒なら頑がん張ばれる。

「では、父上。結婚式にはご招待いたしますので」

　頷いた前王に暇いとまを告げ、城を後にした。

　前王への訪問は意外なほどあっさり終わったが、国民にはそうはいかないと気が引き締しまる。だがレドワルドの側近であるネイサンも、オメガの立場が不当な現状に疑問を持っているという。だから最初からサーシャにも親切にしてくれた。

　そういう人もいるのだから、きっと大だい丈じよう夫ぶだ。時間はかかるだろうが、少しずつでも変えていければいい。

　馬車に乗りこもうとしたはずみに、急に吐はき気に襲おそわれてレドワルドにしがみついた。

「大丈夫か」

「ごめんなさい……、しばらく前からときどき気持ち悪くて……」

「そうか。城に帰ったら医師に診みせ……」

　レドワルドが途と中ちゆうで口を噤つぐんだ。

　なにかを考える仕草をしたあと、サーシャを見る。

「そういえば、おまえの二度目の発情期が来ていないな」

　サーシャがハーデク城で暮らし始めて、もう三ヶ月近くになる。発情周期はオメガによって違うが、三ヶ月は長い方である。

「え……、もしかして……」

　サーシャが手で腹を押さえ、レドワルドはそこに視線を投げる。

　性交自体は発情期でなくとも可能だが、オメガの妊にん娠しん期間中は発情期は来ない。

「いや、あり得る」

　初めての発情であれほど濃のう厚こうに毎夜抱だかれたのだから、可能性は充じゆう分ぶんある。

　レドワルドは急にそわそわし、マントを脱ぬいでサーシャの体を包くるんだ。

「体を冷やすといけない。馬車の振しん動どうもあまりよくないな。私の膝ひざに座っているといい。そ、そうだ、城に帰ったら子ども部屋の準備を……」

　気が早い。

　サーシャが戸惑うより先にうろたえるレドワルドを見ていたら、逆に自分が落ち着いてきた。

「レド。がっかりするといけないから、きちんとお医者さまに診てもらいましょう？」

「あ、ああ、もちろんだ。国いちばんの医師を呼ぼう」

「大病じゃないんですから！」

　我が慢まんできず、とうとう笑い出してしまった。

　レドワルドはばつが悪そうに顎あごを引いた。

「おまえの体が心配なんだ」

「ありがとう、レド。大好き」

　黒くろ豹ひようのお父さんが、壊こわれそうな小さな赤ちゃんを抱だっこして戸惑っている姿を想像して、幸せが胸に満ちた。

　もし赤ちゃんが生まれたら、ハジのところに遊びに連れていこう。

　過保護な黒豹王の腕うでに抱かれて馬車に乗り込みながら、サーシャは大好きな黒い毛皮に頰ほおをすり寄せた。








あとがき






　このたびは『獣じゆう人じん王おうの愛あい玩がんオメガ』をお手に取ってくださり、ありがとうございました。

　三度目のエロフェア、またまたお呼びいただき光栄です。ルビー文庫の読者さまを意識して、エロてんこ盛りながらも甘い空気を心がけました。

　そして設定は最近盛り上がっているオメガバースということで、おなじみの方も多いと思います。私も連続してオメガバースものを書かせていただいているので、どれも世界観や話のトーンを変えて、お楽しみいただけるよう考えてみました。

　オメガバースではすっかりおなじみになりました獣人もの。獣人スキーとしては、攻せめを色々な動物で考えるのも楽しいです。

　なににしようかなと迷いましたが、今回は黒くろ豹ひよう！　某ぼう少女マンガで黒豹に変身する素す敵てきな男性に憧あこがれてから、一度は書いてみたかった黒豹……感無量です。

　今作はオメガが人間扱あつかいされていない、貴族のペットとして扱われているという、オメガにはちょっとハードな世界観です。

　そのぶん、攻めのレドワルドは受けのサーシャにメロメロで甘やかしたがりだし、サーシャは甘えるのがお仕事みたいな仔こ猫ねこちゃんになりました。

　北きた沢ざわ先生がどんな愛らしいサーシャとかっこいい黒豹を描かいてくださるか、今からワクワクしています。

　北沢きょう先生、お忙いそがしい中イラストをご担当くださり、ありがとうございました。まだ拝見しておりませんが、とても楽しみにしています。想像だけでキュン死にしそうなほどです。サーシャもレドワルドも、先生の絵をイメージしながら書かせていただきました。

　担当さま、今作も丁てい寧ねいなご指導をありがとうございました。誤字脱だつ字じが多く、校正のお手間を取らせて申し訳ありません。ご指し摘てきいただいた部分を見るたび、恥はずかしさで悶もだえるのが癖くせになりそうです。どうぞこれからもご指導よろしくお願いいたします。

　そしていつもおつき合いくださる読者さま。はじめましての方も。

　たくさんの本の中からお手に取ってくださったこと、心からお礼申し上げます。少しずつ冊数を重ねていくたび、読者さまに支えられているんだなぁと感じます。

　ツイッターではときどきお礼企き画かくをしているので、ご興味のある方は覗のぞいてみてください。ご感想もお待ちしております。

　また次の本でもご縁えんがありますように。





かわい恋こ

Twitter:@kawaiko_love
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